
日臨救急医会誌（JJSEM）2026；29：228-344228

学 術 集 会 プ ロ グ ラ ム 日 程

7 月 16日（木）

■第 1会場（大阪国際会議場　5F　メインホール）

併設会議� 15：00〜 18：00

	 「令和 8年度全国メディカルコントロール協議会連絡会（第 1回）」

■第 2会場（大阪国際会議場　5F　小ホール）

先行シンポジウム（PSY)� 13：00〜 14：30

	 「全国の救急隊の搬送にかかわる	 	
	 身体的・心的負荷の現場と今後の改善策を議論する　2025年調査報告」
	 座長	 公益社団法人地域医療振興協会有田市立病院	 加藤	 正哉
	 	 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 田中	 秀治

PSY-1（E）	 2025 年調査報告 1　消防機関への調査結果
………………………………………………………… 大阪市消防局  救急部	 木下	 哲男

PSY-2（E）	 2025 年調査報告 2　救急隊員個人への調査結果
……………………………………………… 京都市消防局  警防部  救急課	 濵	 亮太郎

PSY-3（E）	 救急隊員の健康不安の実態調査		
	 〜全救ＮＥＴの電子アンケート調査からの考察〜

……………… 豊後高田市消防本部  警防課／全国救急救命ネットワーク	 大野	 和史
PSY-4（E）	 2025 年調査報告 3　救急隊員の身体的・心理的負荷に関する検討結果

…………………………………… 国士舘大学体育学部  スポーツ医科学科	 中川	 洸志
PSY-5（E）	 2025 年調査報告 4　救急隊員の負担と今後の改善策

…………………………………… 国士舘大学体育学部  スポーツ医科学科	 坂梨	 秀地
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■第 3会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1003）

併設コース� 13：00〜 16：00

	 「RRS 起動要素研修コース」

■第 4会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1001）

併設コース� 13：00〜 16：30

	 「入院時重症患者対応メディエーター養成講習会」

■第 5会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1002）

併設コース� 9：00〜 17：00

	 「PACCコース」

■第 6会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1004）

併設コース� 13：00〜 16：00

	 「セデーションコースエッセンシャル版」

■第 7会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1005）

併設コース� 13：00〜 16：30

	 「第 29回小児病院前救護トレーニングコース（PPMEC Advanced Course）」
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■第 8会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1006-1007）

併設コース� 13：00〜 16：45

	 「救急領域における薬剤師研修コース（SGD版）」

■第 9会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1008）

併設コース� 13：00〜 16：00

	 「JPTECブラッシュアップセミナー 2026」

■第 10会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1009）

併設コース� 9：00〜 17：00

	 「PEMECコース」

■第 12会場（大阪国際会議場　3F　イベントホールA）

併設コース� 11：30〜 17：00

	 「RtARS（ラース）シミュレーションコース」

■大阪国際会議場　8F　会議室 801-802

併設コース� 15：00〜 18：00

	 ワークショップ「きっと見つかる新たな自分　救急現場のコミュニケーション」
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■第 1会場（大阪国際会議場　5F　メインホール）

会長講演（CL)� 8：20〜 8：50

	 座長	 日本医科大学武蔵小杉病院  救命救急科	 井上	 潤一

CL（D）	 探そう救急医療の三拍子	 	
	 −現点から原点へ、そして頂点をめざす−

	 	 大阪急性期・総合医療センター  高度救命救急センター救急診療科	 藤見	 聡

パネルディスカッション 1（PD1)� 9：00〜 10：30

	 「院外心停止ー蘇生医療の 3拍子 ( 原点から現点。そして頂点へ )」
	 座長	 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 木口	 雄之
	 	 奈良県立医科大学  救急医学教室	 福島	 英賢

PD1-1（D）	 院外心停止からの社会復帰率向上へ　	 	
	 〜これまでの歩みとこれから〜

……………………………… 京都大学大学院医学研究科  予防医療学分野	 石見	 拓
PD1-2（D）	 豊能MC地域における	 	
	 指令管制業務検討ワーキンググループの取り組み

………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 入澤	 太郎
PD1-3（E）	 日本版ハイパフォーマンスCPRプログラムの	 	
	 全国普及と実装における課題

………………………… 明治国際医療大学  保健医療学部  救急救命学科	 原	 貴大
PD1-4（D）	 Prehospital ECPR を “ 地域蘇生システム ”の頂点として実装する

……………………………………… 済生会宇都宮病院  救急・集中治療科	 木本	 慧
PD1-5（D）	 小児院外心停止における救急隊による病院前高度気道管理の	 	
	 実施タイミングと転帰：北米レジストリの検討

…………………………………… 国立成育医療研究センター  救急診療部	 天笠	 俊介
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シンポジウム 1（SY1)� 10：40〜 12：10

	 「気候変動関連疾病：適応へ向けた取り組み」
	 座長	 熱中症総合研究所／一般社団法人臨床教育開発推進機構	 三宅	 康文
	 	 日本医科大学  救急医学教室	 横堀	 將司

SY1-1（O）	 日本における気候変動適応への取組
…………………………………… 国立環境研究所  気候変動適応センター	 肱岡	 靖明

SY1-2（D）	 ファン付き作業服の課題とその克服に向けた取り組み
…………………………………… 日本医科大学武蔵小杉病院  集中治療科	 神田	 潤

SY1-3（D）	 自衛隊における熱中症対策ハンドブックについて
…………………………………… 自衛隊中央病院  リハビリテーション科	 永田	 高志

SY1-4（D）	 「落ち着いて深呼吸して」は正しい処置か。	 	
	 —暑熱環境下でのマラソン救護において過換気が意味するところ—

……………………………………… 札幌医科大学医学部  救急医学講座／
	 札幌医科大学  北海道病院前・航空・災害医学講座	 沢本	 圭悟

SY1-5（D）	 熱中症患者の入院前modified Rankin Scale と		
	 退院時機能転帰の推移：JAAM Heatstroke Study 2017-2021

………………………… 秋田大学医学部付属病院  高度救命救急センター	 鈴木	 悠也
SY1-6（E）	 気候変動下における疫学的特徴と病院前適応戦略の検討 	 	
	 — インド・テランガーナ州の事例から

…………………………………… 日本体育大学大学院  保健医療学研究科	 高橋	 治花
SY1-7（D）	 熱中症患者における来院時C-reactive protein 値と菌血症との関連

……………………… 東京都立多摩総合医療センター  救命・集中治療科	 石澤	 嶺
SY1-8（D）	 救急外来到着時クレアチンキナーゼ（CK）値と		
	 熱中症患者予後の関連：Heatstroke study 二次解析

………………………… 京都大学大学院医学研究科  社会健康医学系専攻	 狩野	 謙一

ランチョンセミナー 1（LS1）� 12：30〜 13：30

	 「気候変動の暑さに負けないために：暑熱被害をなくし、命を守る暑熱順化」
	 座長	 日本医科大学大学院医学研究科  救急医学分野	 横堀	 將司

LS1-1	 医療者に期待する気候変動適応への取組
	 	 国立環境研究所  気候変動適応センター	 肱岡	 靖明

LS1-2	 熱中症診療ガイドライン 2024を詳しく解説：	 	
	 今日から実践できる熱中症予防のポイント

	 	 日本医科大学武蔵小杉病院  集中治療科	 神田	 潤

Closing	 	 日本医科大学大学院医学研究科  救急医学分野	 横堀	 將司

� 共催：大塚製薬株式会社  ニュートラシューティカルズ事業グループ
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特別講演 1（SL1)� 13：50〜 14：50

	 座長	 大阪急性期・総合医療センター  高度救命救急センター救急診療科	 藤見	 聡

SL1	 混迷の時代のリーダーへ	 	
	 〜橋下流意思決定術とチームを動かす三拍子〜

	 	 弁護士法人橋下綜合法律事務所	 橋下	 徹

シンポジウム 2（SY2)� 15：00〜 16：30

	 「今後の少子高齢化社会に向けて救急医療を持続的なものにするために」
	 座長	 市立札幌病院総合臨床センター	 佐藤	 朝之
	 	 横浜市立大学  救急医学 /高度救命救急センター	 竹内	 一郎

SY2-1（D）	 救急医療の持続可能性を問う	 	
	 —救急車有料化論争を超えた構造的改革への提言—

………………………… 横浜市立大学  救急医学 /高度救命救急センター	 竹内	 一郎
SY2-2（D）	 湘南 ER の戦略： 『初療の集約と入院の連携』が生み出す	 	
	 次世代型 ERシステムとタスクシフト

………………………………………… 湘南鎌倉総合病院  救急総合診療科	 鱶口	 清満
SY2-3（D）	 緊急性が乏しいと判断される救急症例に対する	 	
	 選定療養費徴収の効果と課題

………………………………… 筑波大学医学医療系  救急・集中治療医学	 井上	 貴昭
SY2-4（D）	 TCCと広域搬送とを組み合わせた人口減少社会に対応する	 	
	 新たな救急集中治療の地域包括モデル

…………………………………… 新潟大学医学部  救急集中治療医学講座	 西山	 慶
SY2-5（D）	 10 年先、20年先の救急患者像、救急患者層をイメージする試み	 	
	 − NDBオープンデータを用いた推計から−

………… 京都大学医学部附属病院  診療報酬センター /病床運営管理部	 加藤	 源太

パネルディスカッション 2（PD2)� 16：40〜 18：10

	 「動かせ、運命。動かせ、AED。〜当たり前に使用するために〜」
	 座長	 京都大学大学院医学研究科  予防医療学分野	 石見	 拓
	 	 大阪南消防局  警防部  救急課	 前本	 了一

PD2-1（E）	 通信指令によるAED案内の制度的課題：	 	
	 全国消防本部調査と堺市消防局まちかどAED

…………………… 堺市消防局  総務部総務課／新潟医療福祉大学大学院  
	 医療福祉研究科  保健学専攻救急救命学分野	 堀	 英治
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PD2-2（O）	 空間的・時間的条件に注目したAEDのアクセシビリティ	 	
	 —堺市消防局を事例に—

…………………………… 大阪公立大学大学院  文学研究科  地理学教室	 木村	 義成
PD2-3（D）	 奈良県における院外心停止発生地点とAED利用可能性の地理的検討

………………………………………… 奈良県立医科大学付属病院  救急科	 浅井	 英樹
PD2-4（E）	 児童・生徒がAEDを当たり前に使えるようにするために	 	
	 教員と協力した取り組みについて

……………………………………………………… 小牧市消防本部  消防署	 伊藤	 正幸
PD2-5（O）	 三重大学教育学部附属小学校における救命教育の取り組み	 	
	 〜子どもメディカルラリーを活用した学びの深化〜

……………………………………………… 三重大学教育学部  附属小学校	 増田	 尚美
PD2-6（O）	 なぜ現場は講習どおりにいかないのか？救命講習会と現実とのギャップ	 	
	 〜バイスタンダー体験から見えた課題〜

…………………………………………………………………日本AED財団	 長野	 庄貴

■第 2会場（大阪国際会議場　5F　小ホール）

シンポジウム 3（SY3)� 9：00〜 10：30

	 「人口減少社会における退職世代の人材活用　	 	
	 シニア世代が長く救急現場で活躍するには何が必要か」
	 座長	 国立病院機構北海道医療センター  救急科・集中治療科	 七戸	 康夫
	 	 道志村国民健康保険診療所  救急科・内科・外科	 松田	 潔

SY3-1（D）	 僻地で救急診療を続ける高齢救急医
…………………………………………… 道志村国民健康保険診療所  所長	 松田	 潔

SY3-2（D）	 シニア世代が離島で救急医療に貢献できる可能性について
………………………………………………… 沖縄県立八重山病院  救急科	 竹島	 茂人

SY3-3（D）	 定年後救急医の就業の可能性
……………………………………… 荒尾市立  有明医療センター  救急科	 松園	 幸雅

SY3-4（D）	 老害じゃない、要害だ！シニアがプレホスピタルを底上げする方法
……………… 鹿島地方事務組合消防本部  メディカル・アドバイザー／
	 松戸リハビリテーション病院	 鶴岡	 信

SY3-5（E）	 消防救命士から院内救命士へ—39年の経験を新たな現場で活かす—
……………………………………………… カレス記念病院  ＥＲセンター	 髙嶋	 弘継

SY3-6（D）	 救急現場におけるシニアスペシャリストの再定義 	 	
	 −特定行為看護師と病院救急救命士によるセカンドキャリア

…………………………………………………… 市立大村市民病院  診療部	 野中	 和樹
SY3-7（D）	 退職消防職員×D-ER( 地域連携救急車 )：	 	
	 地域救急を支える新たな連携モデル

…………………………………………………… 白岡中央総合病院  救急科	 松山	 尚弘
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パネルディスカッション 3（PD3)� 10：40〜 12：10

	 「AI を利用してどんどん論文を書こうー私のAI 活用法ー」
	 座長	 東京慈恵会医科大学  救急災害医学講座  危機管理・救命分野	 田上	 隆
	 	 奈良県立医科大学  救急医学教室	 福島	 英賢

PD3-1（D）	 市中病院救急医における生成AI を活用した論文作成の工夫
………………………………………………………JCHO  中京病院  救急科	 大須賀	章倫

PD3-2（D）	 症例報告×AI：		
	 臨床と途上国研究から学ぶ、質を落とさない執筆の工夫

………… 長崎大学病院  高度救命救急センター  救急・国際医療支援室	 青木	 義紘
PD3-3（D）	 AI は執筆の時短ではなく着想の源泉である：	 	
	 臨床の違和感を研究テーマへ昇華させる共同思考

……………………………… 京都山城総合医療センター  救急部・麻酔科	 平山	 敬浩
PD3-4（D）	 ChatGPT を用いた R解析	 	
	 — AI 時代に臨床医はどこまで統計を理解すべきか —

……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 大本	 亮輔
PD3-5（D）	 AI 支援によるシステマティックレビューとメタアナリシス：	 	
	 Nexobrid のエビデンスを統括する

……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 下条	 佳怜
PD3-6（D）	 LLM時代の論文力　—精読こそ最強のトレーニング—

………………………… 日本医科大学付属病院  高度救命救急センター／
	 日本医科大学  救急医学教室	 五十嵐	 豊

PD3-7（D）	 データ以外に必要な論文作成の要素 - AI ×指導者
………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 米田	 和弘

シンポジウム 4（SY4)� 15：00〜 16：30

	 「ECPR の活用に向けた医療機関と救急隊の対応について」
	 座長	 広島大学大学院  救急集中治療医学	 大下	慎一郎
	 	 大阪公立大学医学部附属病院  救命救急センター	 佐尾山	裕生

SY4-1（E）	 プロトコル改正による ECPR 対応医療機関への早期搬送の取組み
……………………………… 堺市消防局  救急部救急ワークステーション	 上田	 聡

SY4-2（E）	 都市部と郊外が混在する地域における ECPR 搬送戦略の最適化	 	
	 —阪神・丹波地域MCの取り組み

………………………………………………… 兵庫県西宮市消防局  救急課
	 （阪神・丹波地域メディカルコントロール協議会）	 安原	 翔太

SY4-3（N）	 救急救命士と院内医療者合同の		
	 ECPR シミュレーションの実施と、その成果

…………………………………………………… 大阪けいさつ病院  看護部	 山田	 君代
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SY4-4（D）	 サインオブライフからみる蘇生の可能性 	 	
	 -ECPR で救う傷病者を最大化するために -

………………………………………… 札幌医科大学医学部  救急医学講座	 文屋	 尚史
SY4-5（D）	 Conventional CPR と ECPR をどう “つなぐ ”か：	 	
	 地域で設計する蘇生率最大化モデル

……… 済生会宇都宮病院  救急・集中治療科  栃木県救命救急センター	 藤田	 健亮

シンポジウム 5（SY5)� 16：40〜 18：10

	 「救急医療における周産期医療の立ち位置	 	
	 −救急の力でお母さんや赤ちゃんを助けよう！！−」
	 座長	 日本大学医学部  救急医学系  救急集中治療医学分野  	櫻井	 淳
	 	 日本赤十字社医療センター救命救急センター・救急科	 山下	 智幸

SY5-1（N）	 妊産婦死亡症例からみた救急医療と周産期医療の課題
………………… 日本赤十字社医療センター  救命救急センター・救急科	 山下	 智幸

SY5-2（D）	 大阪ORION/OGCSデータベースを用いた	 	
	 病院前周産期医療体制の課題抽出

………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 竹川	 良介
SY5-3（D）	 地域における病院前周産期医療の現状	 	
	 −周産期に関わる調査内容より−

………………………………… 日立製作所日立総合病院  救急集中治療科	 小山	 泰明
SY5-4（N）	 施設外分娩『産科危機的出血と幸帽児』現点から…その先へ

………………………………………… 八戸市立市民病院  看護局  手術室	 齋藤	 友厚
SY5-5（E）	 施設外分娩事案における救急対応の現状と課題

…………………………………………… 名古屋市消防局  救急部  救急課	 齋藤	 速人
SY5-6（E）	 教育と多職種連携から考える病院前周産期救急のあり方

……………………………………… 旭川医科大学病院  救命救急センター	 大滝	 達也

■第 3会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1003）

シンポジウム 6（SY6)� 9：00〜 11：00

	 「薬剤師のための救急・集中治療領域標準テキスト改訂のポイント」
	 座長	 大阪大学  救急医学	 織田	 順
	 	 国立病院機構東近江総合医療センター  薬剤部	 服部	 雄司

SY6-1（P）	 薬剤師のための救急・集中治療領域標準テキスト第３版の	 	
	 改訂の概要について

………………………… 国立病院機構東近江総合医療センター  薬剤部／
	 薬剤師のための救急・集中治療領域標準テキスト改訂版編集委員会	 服部	 雄司
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SY6-2（P）	 救急外来における薬剤師業務の実践ポイント
……………………………………… 日本大学医学部附属板橋病院  薬剤部	 今井	 徹

SY6-3（P）	 『院内急変時対応チーム』で薬剤師が介入するポイント！
………………………………………… 日本赤十字社医療センター  薬剤部	 鈴木	 善樹

SY6-4（P）	 代謝・内分泌系疾患において薬剤師が押さえるべき実践ポイント
………………………………… 医療法人徳洲会  福岡徳洲会病院  薬剤部	 立石	 裕樹

SY6-5（P）	 初期診療・心停止のポイント
……………………………… 医療法人徳洲会  札幌東徳洲会病院  薬剤部	 齋藤	 靖弘

SY6-6（D）	 気道・呼吸管理
……………………………………… 広島大学病院  高度救命救急センター	 太田	 浩平

SY6-7（P）	 痛み・不穏・せん妄の管理
………………………………………………………… 広島大学病院  薬剤部	 佐藤	 智人

Pros and Cons1（P/C1)� 11：10〜 12：10

	 「救急外来における薬剤師の配置の最適解を探る！　常駐体制 vs オンコール体制」
	 座長	 国立病院機構大阪医療センター  救命救急センター	 大西	 光雄
	 	 医療法人徳洲会札幌東徳洲会病院  薬剤部	 齋藤	 靖弘

P/C1-1（D）	 救命救急センターにおける薬剤師 24時間常駐体制の意義と実践
………………………… 日本大学医学部附属板橋病院  救命救急センター	 中林	 隼斗

P/C1-2（P）	 救急外来における薬剤師 24時間常駐体制の意義と実践　	 	
	 〜常駐 薬剤師の立場から〜

……………………………………… 日本大学医学部附属板橋病院  薬剤部	 岩渕	 聡
P/C1-3（D）	 ER 型救急医療における薬剤師のオンコール体制の現在、そして未来

…………………………………………………… 岡山市立市民病院  救急科	 濱崎	健太郎
P/C1-4（P）	 二次救急医療機関におけるオンコール体制下の薬剤師介入	 	
	 —必要な場面に応える体制を目指して—

…………………………………………………… 岡山市立市民病院  薬剤部	 古谷	 晃紀

ランチョンセミナー 2（LS2）� 12：30〜 13：30

	 座長	 TXP Medical 株式会社	 大西	 裕

LS2	 救急医療情報システムの未来像～XRを利用した救急現場～
	 	 藤沢市消防局	 鈴木	 真也
	 	 藤沢市消防局	 野林	 宏輝
	 	 TXP Medical 株式会社	 菅	 繕久

� 共催：TXP Medical 株式会社
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パネルディスカッション 4（PD4)� 15：00〜 16：30

	 「働き方改革に伴う地域救急医療崩壊への対策」
	 座長	 倉敷中央病院  救急科	 市川	 元啓
	 	 社会医療法人ペガサス  馬場記念病院  脳神経外科	 馬場	 武彦

PD4-1（D）	 働き方改革下で進む救急搬送の再編と集中—岡山県データと現場戦略—
………………………………………………………… 倉敷中央病院  救急科	 山本	 篤史

PD4-2（E）	 病院救命士による転院搬送体制の構築とタスクシェアが救急患者受入に与えた影響
…………………………… 千葉大学医学部附属病院  救急科・集中治療部	 尾﨑	 洸希

PD4-3（D）	 年間 1,000 件から 6,000 件へ 		
	 — 働き方改革下で進めた大学病院の役割再構築：岡山大学の実践

…………………………………………………… 岡山大学病院  救命救急科	 湯本	 哲也
PD4-4（D）	 マルチプレーヤー (ER 医 ) こそ働き方改革時代の鍵である

………………………………………… 大阪赤十字病院  救命救急センター	 水	 大介
PD4-5（D）	 本当のONE　TEAMへ。高度救命救急センターで	 	
	 ハイボリューム ERを継続し、社会的需要に応え続ける

………………………………… 藤田医科大学病院  救急医学・総合内科学	 瀬川	 悠史
PD4-6（D）	 遠隔地の大学による地方病院支援モデル：	 	
	 医師派遣と地域救急医療再構築の実践

………………………………………………… 大阪医科薬科大学  救急医学	 山川	 一馬
PD4-7（D）	 地域全体で挑んだ医師の働き方改革への対策とその後

……………………………………………………… 川崎医科大学  救急医学	 椎野	 泰和
PD4-8（D）	 総括

……………………… 社会医療法人ペガサス  馬場記念病院  脳神経外科	 馬場	 武彦

シンポジウム 7（SY7)� 16：40〜 18：10

	 「徹底活用！『救急外来における薬剤師業務の進め方』」
	 座長	 日本大学医学部附属板橋病院  薬剤部	 今井	 徹
	 	 社会医療法人蘇西厚生会  松波総合病院  救命救急センター	 山口	 均

SY7-1（D）	 救急外来に薬剤師はどう機能するか 	 	
	 — 業務指針を起点とした実践と深化

……… 医療法人徳洲会  札幌東徳洲会病院  救急・集中治療センター／
	 医療法人徳洲会  札幌東徳洲会病院  薬剤部	 佐藤	 洋祐

SY7-2（N）	 初療から特殊治療領域までを支える薬剤師常駐体制の有用性
……………………………………… 日本大学医学部附属板橋病院  看護部	 関谷	 裕美

SY7-3（P）	 平時の体制整備　〜顔の見える関係を目指して〜
…………………………………………… 鳥取大学医学部附属病院  薬剤部	 涌嶋	伴之助

SY7-4（P）	 患者搬送前における薬剤師業務		
	 〜救急要請の瞬間から動き出す薬学的支援〜

………………………………………………… 京都第二赤十字病院  薬剤部	 川島	 裕明
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SY7-5（P）	 初期診療
…………………………………………………… 湘南鎌倉総合病院  薬剤部	 宮田	 祐一

SY7-6（P）	 救急外来退室時における薬剤師業務について
………………………………………………………… 倉敷中央病院  薬剤部	 松山	 祐

■第 4会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1001）

パネルディスカッション 5（PD5)� 9：00〜 10：00

	 「救急安心センター (#7119) が地域救急医療に与える影響」
	 座長	 大阪公立大学医学部附属病院  救命救急センター	 内田	健一郎
	 	 大阪みなと中央病院  救急科	 中江	 晴彦

PD5-1（O）	 ♯ 7119 の全国展開に向けた消防庁の取組について
…………………………………… 総務省消防庁  消防・救急課救急企画室	 辻	 正一

PD5-2（E）	 救急需要の “防波堤 ”となり得るか	 	
	 —救急安心センターおおさかの効果と課題

………………………………………………… 大阪市消防局  救急部救急課	 本池	 圭蔵
PD5-3（D）	 ＃ 8000・＃ 7119・ファストドクター導入に伴う	 	
	 救急外来事務員向け受診相談の電話対応手順書の作成

………………………………………… 長野赤十字病院  救命救急センター	 岩下	 具美
PD5-4（D）	 生成 AI を活用した救急電話相談緊急度判定支援システム開発の現況

……… 東洋大学情報連携学部  学術実業連携機構（INIAD- ｃ HUB）／
	 令和 7年度総務省消防防災科学技術研究班	 森村	 尚登

ハイライトセッション 1（HS1)� 10：35〜 11：25

	 「終末期救急」
	 座長	 浜松医科大学  救急災害医学講座	 渥美	 生弘
	 	 東京消防庁  救急部	 永野	 義武

HS1-1（D）	 DNARではなく、CMOでも不搬送へ　2つの提案
……………………… 独立行政法人地域医療機能推進機構中京病院  ICU	 真弓	 俊彦

HS1-2（D）	 阪神・丹波地域における	 	
	 DNAR事例対応プロトコール策定の経緯と実装

…………………………………阪神丹波地域MC協議会  事後検証委員会	 高松	 純平
HS1-3（D）	 南河内医療圏におけるＡＣＰ普及啓発の多職種アプローチ	 	
	 〜医療、福祉、消防との職能横断的実践〜

…………………………………………………… 近畿大学病院  救急医学科	 太田	 育夫
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HS1-4（D）	 介護保険を利用し訪問看護を受けている高齢者における		
	 身体に関わる緊急時の訪問看護師の対応

………………………………… 福島県立医科大学  地域救急医療支援講座	 小野寺	 誠
HS1-5（N）	 救急外来受診後の帰宅患者への電話訪問

………………………………… 川崎医科大学総合医療センター  救急外来	 田﨑	 修平

特別企画（SP)� 11：30〜 12：20

	 「4 学会合同ガイドラインはどのように倫理的ジレンマに対応しようとしているのか」
	 座長	 飯塚病院  連携医療・緩和ケア科	 石上	雄一郎
	 	 名古屋市立大学病院  救命救急センター	 舩越	 拓

SP-1（D）	 ４学会合同ガイドラインは	 	
	 どのように倫理的ジレンマに対応しようとしているのか

	 	 名古屋市立大学病院  救命救急センター	 舩越	 拓
SP-2（D）	 ４学会合同ガイドラインは	 	
	 どのように倫理的ジレンマに対応しようとしているのか

	 	 飯塚病院  連携医療・緩和ケア科	 石上	雄一郎

シンポジウム 8（SY8)� 15：00〜 16：30

	 「在宅医療と救急医療の未来：特定行為研修修了看護師による重症化予防と搬送削減」
	 座長	 大阪府医師会理事	 前川	たかし

SY8-1（D）	 開会あいさつ、事業紹介（地域標準に係る手順書普及事業の概要）
……………………………………………………………大阪府医師会副会長	 宮川	 松剛

SY8-2（D）	 在宅医療における特定行為研修修了看護師の役割と	 	
	 救急搬送抑制への可能性 	 	
	 —看取り支援を多く担うクリニックの実践から—

……………………………………………医療法人綾正会かわべクリニック	 川邉	 正和
SY8-3（D）	 特定行為者のアセスメント能力と情報共有・連携が重症化を防ぐ

…………………………………………………………… 医療法人  葛西医院	 小林	 正宜
SY8-4（N）	 特定行為研修修了者による急変対応と搬送回避の実践

…………………… 社会医療法人生長会  ふちゅう訪問看護ステーション	 津塩	 昌子
SY8-5（N）	 特定行為研修修了者による急変対応と搬送回避の実践

…………………………………………………訪問看護ステーションあらい	 新井	茂登子
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パネルディスカッション 6（PD6)� 16：40〜 18：10

	 「高齢者救急の出口問題の現状と取り組みについて	 	
	 〜全国 6ブロックの医療ソーシャルワーカーが伝える支援のかたち〜」
	 座長	 大阪大学医学部附属病院  救命救急科	 片山	 祐介
	 	 東北大学病院  診療技術部  ソーシャルワーク部門	 町田	雄一郎

PD6-1（O）	 新たな地域医療構想について
…………………………… 大阪府健康医療部  保健医療室保健医療企画課	 上田	 有紀

PD6-2（MS）	 転帰先確保へ向けた退院支援の取り組み　	 	
	 〜「断らない救急」を支える「断られないソーシャルワーク」〜

…………… 神戸市立医療センター中央市民病院  患者総合支援センター	 鴎端	 洋人
PD6-3（MS）	 慢性期医療機関における高齢者救急への対応

………………………………………………… 刈谷豊田東病院  医療福祉室	 中村	 友美
PD6-4（MS）	 救急におけるクラウドシステムの活用とソーシャルワーク支援

………………………………… 東京科学大学病院  医療連携支援センター	 阿部	 靖子
PD6-5（MS）	 仙台市救急医療病院間連携推進事業の活用　	 	
	 〜地域の救急医療を俯瞰し、アセスメントする〜

……………………………………… 仙台市立病院  総合サポートセンター	 澤井	 彰
PD6-6（MS）	 救急外来から地域につなぐ帰宅支援

…… 高知県・高知市病院企業団立  高知医療センター  地域医療連携室	 和田	真奈美
PD6-7（MS）	 医師派遣を主軸とした後方支援病院との転院連携の取り組み

………………………………………………………… 飯塚病院  医療福祉室	 堀内	 茅加

■第 5会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1002）

Pros and Cons2（P/C2)� 9：00〜 10：00

	 「身体拘束最小化　できる？　できない？」
	 座長	 日本生命済生会日本生命病院  救急・集中治療室	 牧田	佐和子
	 	 京都大学医学部附属病院  救命救急センター	 山中	 雄一

P/C2-1（N）	 救急集中治療室でも身体拘束は減らせる - 当院の実践とその成果 -
…………………………… 神戸大学医学部附属病院  救急放射線部 /ECU	 物袋	 哲也

P/C2-2（N）	 身体拘束最小化は最善か—現場における限界と課題
………………………………………… 京都第一赤十字病院  集中治療病棟	 金光	 史恵
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シンポジウム 9（SY9)� 10：05〜 11：05

	 「高次脳機能障害を乗り越えて働く　〜救急から復職までのリハビリテーション〜」
	 座長	 TMGあさか医療センターER救急センター	 黒田	 泰弘
	 	 大阪急性期・総合医療センター  リハビリテーション科	 山中	 緑

SY9-1（TH）	 救急から地域へつなぐ高次脳機能障害支援　	 	
	 —回復期・外来フォローの実際—

……… 森ノ宮医療大学  総合リハビリテーション学部  作業療法学科／
	 京都民医連あすかい病院  リハビリテーション部	 中井	 俊輔

SY9-2（TH）	 在宅復帰後の高次脳機能障害のリハビリテーション　	 	
	 −対策を身につける、人のふり見て我がふり直せ−

………… 森ノ宮医療大学総合リハビリテーション学部  作業療法学科／
	 なやクリニック	 塚越	 千尋

SY9-3（TH）	 本人の「働きたい」を支える途切れさせない支援連携 	 	
	 —医療・生活・就労をつなぐ急性期の役割—

………………………………………… NPO法人クロスジョブ  法人本部	 巴	 美菜子

ハイライトセッション 2（HS2)� 11：10〜 12：20

	 「病院前救急」
	 座長	 小牧市消防本部・尾張中北消防指令センター	 田島	 典夫
	 	 大阪けいさつ病院  ER・救命救急科	 山田	 知輝

HS2-1（TH）	 救急車有料化に対する頻回に搬送される傷病者からの視点と意見
…………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 西村	 博章

HS2-2（D）	 時間外選定療養費を徴収しても救急車の適正利用は促進されない？
……………………………………… 昭和医科大学病院  総合・救急診療科	 垂水	 庸子

HS2-3（D）	 診療報酬改定後の当院の病院内救命士による搬送収益の調査
…………………………………………… 札幌東徳洲会病院  救急センター	 増井	 伸高

HS2-4（E）	 秦野市・伊勢原市共同消防指令センターにおける	 	
	 映像通報システムの運用実績と課題—消防DX推進に向けた映像通報—

………………………………………………… 秦野市消防本部  情報指令課	 青木	 季道
HS2-5（E）	 林野火災対応における多職種連携と	 	
	 航空隊運用における指令センターの役割　—林野火災事案の検討—

…秦野市消防本部  情報指令課／秦野市・伊勢原市共同消防指令センター	青木	 季道
HS2-6（D）	 災害医療体制構築によりつなぐ地域連携

………………………………………… 北里大学メディカルセンター  外科	 丸山	 正裕
HS2-7（D）	 災害時の災害医療における行政との協力体制について

…………………………………… 花と森の東京病院  救急科・脳神経外科	 髙山	 泰広
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パネルディスカッション 7（PD7)� 15：00〜 17：00

	 「救急画像検査最前線 1」
	 座長	 りんくう総合医療センター  放射線部	 西池	 成章
	 	独立行政法人大阪府立病院機構  大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 渡邊	 篤

PD7-1-1（R）	 初療室における救急超音波の現在地と技師の役割
……………………… 医療法人豊田会  刈谷豊田総合病院  放射線技術科	 和田	 悠平

PD7-1-2（R）	 集中治療病棟における	 	
	 ポータブル動態胸部Ｘ線撮影の運用と被ばく対策

…………………………… 聖マリアンナ医科大学病院  診療放射線技術部	 髙倉	 永治
PD7-1-3（R）	 救急現場におけるMRI 画像診断を支える撮像プロトコルの最適化

………………………………………… 三重大学医学部附属病院  放射線部	 井上	 勝博
PD7-1-4（R）	 命をつなぐ IVR — 救急画像検査の最前線 —

……………………… 千葉県総合救急災害医療センター  検査部放射線科	 今関	 雅晴

	 「救急画像検査最前線 2」
	 座長	 兵庫県立西宮総合医療センター  救命救急センター	 鵜飼	 勲
	 	 聖路加国際病院  放射線画像診断室	 宇内	 大祐

PD7-2-1（R）	 救急領域における Photon counting CT の有用性
……………………… 大阪大学医学部附属病院  医療技術部  放射線部門	 東	 丈雄

PD7-2-2（D）	 救急外来におけるAI 支援 CT診断の有用性 	 	
	 - 急性虫垂炎の診断および重症度評価支援システムの開発 -

……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 布施	 奈美
PD7-2-3（D）	 腸管虚血評価における SURESubtraction Iodine Mapping は有用か？

………………………… 大阪府済生会千里病院  千里救命救急センター /
	 外傷・急性期外科センター	 小林	 誠人

PD7-2-4（D）	 Hybrid ER は外傷専用か？— Hybrid ER と敗血症死亡率の関連 —
……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 高田	 涼太

ハイライトセッション 3（HS3)� 17：10〜 18：00

	 「救命士教育」
	 座長	 日本生命病院  救急総合診療センター  救急総合診療科	 岸	 正司
	 	 京都橘大学大学院  健康科学研究科	 関根	 和弘

HS3-1（E）	 鹿児島県における PEMECコースの開催状況と展望
……………………………………………… 薩摩川内市消防局  東部消防署	 池田	 克也

HS3-2（CE）	 救急救命士に対する医療機器研修のニーズ調査
…… 横浜市立市民病院  臨床工学部 /医療安全・医療品質管理センター	 相嶋	 一登
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HS3-3（E）	 三重県指導救命士制度の現場運用と問題点	 	
	 - 医療側制度設計と消防側 10年の検証 -

………………………………… 日本赤十字社  伊勢赤十字病院  救急部／
	 三重県救急搬送・医療連携協議会	 宮崎	伊佐夫

HS3-4（E）	 エピペン ® 実証事業の経験から検討する		
	 新救急救命処置導入における効率的かつ持続可能な教育体制

……………………………………… さいたま市消防局  警防部救急指導室	 長沼	 史朗
HS3-5（D）	 病院実習における直視下挿管教育支援装置の開発

…………………………………………………… 岩手県立磐井病院  麻酔科	 須田	 志優

■第 6会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1004）

シンポジウム 10（SY10)� 9：00〜 10：00

	 「リハビリテーション職の災害支援参画 — JRAT の活動に学ぶ実践と課題」
	 座長	 愛仁会尼崎だいもつ病院  リハビリテーション科	 冨岡	 正雄
	 	 大阪急性期・総合医療センター  災害対策室	 西	 健太
	

SY10-1（TH）	 リハビリテーション職の災害支援参画 	 	
	 — JRAT の活動に学ぶ実践と課題

………社会医療法人愛仁会  千船病院  技術部  リハビリテーション科／
	 一般社団法人日本災害リハビリテーション支援協会［JRAT］／
	 大阪府大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会
	 ［大阪 JRAT］	 松岡	 雅一

SY10-2（TH）	 能登半島地震発生時の	 	
	 Japan Rehabilitation Assistance Teamにおける	 	
	 Rapid Response Teamの役割

…………………………… 大阪医科薬科大学病院  リハビリテーション科	 大黒	 健太
SY10-3（TH）	 JRAT におけるロジスティクス活動

…… なかしま内科循環器・整形外科クリニック  リハビリテーション科	 中田	 貴士
SY10-4（TH）	 JRAT と災害医療チームの協働に向けた課題と展望 	 	
	 —DMATコーディネーターの視点から—

…………… 医療法人徳洲会  岸和田徳洲会病院  リハビリテーション科	 古田	 宏
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シンポジウム 11（SY11)� 10：40〜 12：10

	 「救命の先へ挑む — 多発外傷患者の予後を変える早期リハビリテーション戦略」
	 座長	 大阪府立中河内救命救急センター  看護部	 冨岡	小百合
	 	 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 中堀	 泰賢

SY11-1（D）	 重症下肢開放骨折後下肢切断 13例のリハビリテーション転帰
……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 横田	 純加

SY11-2（TH）	 多発外傷患者に対する多職種協働の早期介入：	 	
	 理学療法士による離床推進と二次障害予防

…………………… 堺市立総合医療センター  リハビリテーション技術科	 内海	 風花
SY11-3（TH）	 多発外傷患者に対する多職種協働の早期介入：	 	
	 作業療法士によるADL維持とせん妄予防

…………………… 堺市立総合医療センター  リハビリテーション技術科	 東野	 玄
SY11-4（TH）	 多発外傷患者に対する多職種協働の早期介入：	 	
	 言語聴覚士による嚥下・コミュニケーション支援

…… 堺市立総合医療センター  リハビリテーション技術科  言語聴覚士	 山口	 晴菜
SY11-5（TH）	 飛び降り多発外傷患者の救急病院からの転院時期と予後の関係	 	
	 —精神科病院 116例の後方視的検討—

…………………… 医療法人社団光生会平川病院  リハビリテーション科	 奥出	 聡

シンポジウム 12（SY12)� 15：00〜 16：00

	 「重度熱傷患者のリハビリテーションの最前線 — 経験豊富な施設から学ぶ実践と課題」
	 座長	 鳥取大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 上田	 敬博
	 	 名古屋市立大学大学院  医学研究科  救命救急医療学	 松嶋	 麻子

SY12-1（TH）	 JCHO中京病院における重症熱傷・気道損傷患者の	 	
	 リハビリテーションの取り組み

…………………………… JCHO中京病院  リハビリテーションセンター	 久保	 貴嗣
SY12-2（TH）	 超急性期熱傷治療における作業療法介入の意義 		
	 —拘縮予防および ICU-AW対策を中心に—

……………………………………… 近畿大学病院  リハビリテーション部	 髙橋	 尚暉
SY12-3（TH）	 重度熱傷患者に対する理学療法の実際：		
	 救命救急センターにおける多職種連携と早期介入の実践

……………………………………… 近畿大学病院  リハビリテーション部	 木本	 祐太
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パネルディスカッション 8（PD8)� 16：40〜 18：10

	 「これだけは押さえといて！　〜外傷と循環器症例から学ぶ救急の基礎ワード〜」
	 座長	 日本救急検査技師認定機構  前代表理事	 福田	 篤久
	 	 社会医療法人生長会泉州地区救急集中治療センター	 溝端	 康光

PD8-1（E）	 救急現場での初期対応・搬送・固定	 	
	 （ロードアンドゴー、バックボード、全身固定など）

………………………… 新潟医療福祉大学  医療技術学部  救急救命学科	 安達	 哲浩
PD8-2（D）	 胸痛・心停止の初療（ACLS、PCI へつなぐ判断、トリアージ）	 	
	 における救急の基礎ワード

………………………………… 昭和医科大学医学部  救急・災害医学講座	 八木	 正晴
PD8-3（D）	 これだけは押さえといて！〜外傷症例の基礎ワード〜

…………………………… JA長野厚生連佐久総合病院佐久医療センター  
	 救命救急センター /救急科	 田中	 啓司

PD8-4（MT）	 外傷および循環器疾患における		
	 ファーストアプローチとしての血液ガス分析の評価

………………………………………… 日本医科大学付属病院  臨床検査部	 柴田	 泰史
PD8-5（R）	 外傷初期診療で放射線技師から伝えたい画像検査・画像所見

………………………………………………… 神戸赤十字病院  放射線科部	 宮安	 孝行
PD8-6（P）	 循環器救急における薬剤管理の「基礎ワード」	 	
	 — 多職種で共有したい用語と共通認識 —

…………………………………………………………… 京都桂病院  薬剤科	 馬橋	美由季

■第 7会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1005）

口演 1（O1)� 9：00〜 10：00

	 「教育・研修」
	 座長	 大分大学医学部  救急医学	 安部	 隆三
	 	 大阪公立大学大学院医学研究科  救急医学  救急科	 諏佐	 裕登

O1-1（E）	 全国消防本部の自動式心マッサージ器の導入状況と課題
…………… 帝京大学医療技術学部  スポーツ医療学科救急救命士コース	 菊川	 忠臣

O1-2（E）	 共通原理に基づく自動式心マッサージ器の導入モデルの構築
…………… 帝京大学医療技術学部  スポーツ医療学科救急救命士コース	 菊川	 忠臣

O1-3（E）	 ハイパフォーマンスCPR実装に向けた	 	
	 デブリーフィング定着を推進する要因構造の探索的分析

…………………………………………………… 尾三消防本部  豊明消防署	 立松	 健二
O1-4（E）	 会話型カードゲーム教材「ソレジャナイ会議」を用いた		
	 救急救命士教育における心理的安全性と学習効果の検討

………………………………………… 京都橘大学大学院  健康科学研究科	 片山	 直広
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O1-5（D）	 救急救命士向け循環器教育コース (PACC) の教育効果と地域再現性：	 	
	 CMDの視点による解析

…………………………… 津山中央病院  心臓血管センター  循環器内科	 藤本	 竜平
O1-6（CE）	 救急WSにおける臨床工学技士主導の車載呼吸器教育と地区運用共通化

……………………………… 埼玉医科大学総合医療センター  臨床工学部	 吉野	 秀樹
O1-7（D）	 トレーニングシナリオの重ね合わせについて：	 	
	 ケースマップを用いた検討

…………………………………………… 帝京大学医学部  救急医学講座／
	 帝京大学先端総合研究機構危機管理部門	 安心院	康彦

O1-8（E）	 クラッシュ症候群の病態理解を促す	 	
	 カリウム急速投与実習（Wet Lab）の教育効果

…………………………………………………愛知淑徳大学健康医療科学部  
	 スポーツ健康医科学科・救急救命学専攻	 小野木	堂人

口演 2（O2)� 10：05〜 11：05

	 「中毒」
	 座長	 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 廣瀬	 智也
	 	 大阪公立大学医学部附属病院  薬剤部	 萬井	 美咲

O2-1（E）	 東京都における急性薬物中毒搬送基準の妥当性の検討
…………………… 東京女子医科大学附属足立医療センター  救急医療科	 岩﨑	 恵

O2-2（P）	 アセトアミノフェン中毒における	 	
	 N- アセチルシステイン投与判断の妥当性と ER常駐薬剤師の役割

………………………………………………… 医誠会国際総合病院  薬剤部	 安部	 敏生
O2-3（CE）	 マムシ咬傷による重度腫脹に対して高気圧酸素療法を併用した 1例

……………………………… 森ノ宮医療大学医療技術学部  臨床工学科／
	 医療法人たちばな会  西岡病院  透析室	 川村	 勇樹

O2-4（D）	 血中エチレングリコール濃度測定が治療終了判断に寄与した一例
………………… 自治医科大学医学部  救急医学講座 /救急救命センター	 筒井	 悠巴

O2-5（D）	 硝酸イソソルビド常用下にメトクロプラミドを併用し、	 	
	 メトヘモグロビン血症を発症した一例

……………………………………………………… 熊本赤十字病院  救急科	 稲田	 香澄
O2-6（P）	 救急・薬剤部・法医学連携により原因物質を同定した急性中毒の一例

…………………………………… 東邦大学医療センター大森病院  薬剤部	 青山	 剛一
O2-7（D）	 インチュニブ急性薬物中毒により心機能低下と肺水腫を呈した一例

……………………………………………… 横浜市立市民病院  救急診療科	 小野	 秀
O2-8（D）	 デキストロメトルファン過量内服に伴う		
	 遅発性毒性低酸素性白質脳症に高気圧酸素療法を施行し改善した 1例

…………………………………… 昭和医科大学藤が丘病院  救命救急科／
	 昭和医科大学医学部救急・災害医学講座	 山荷	 大貴
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口演 3（O3)� 11：10〜 12：10

	 「地域医療」
	 座長	 神戸市立医療センター中央市民病院  救命救急センター  救急科	 寺本	 昇生
	 	 富山県立中央病院 救命救急センター  救急科	 若杉	 雅浩

O3-1（E）	 病院救急車を活用して長距離患者搬送を実施している	 	
	 大学病院の取り組み

………………………………… 順天堂大学医学部附属順天堂医院  救急科	 河上	 誠
O3-2（D）	 離島における地域救急医療の現状と課題

…………………………………………………… 沖縄県立宮古病院  救急科	 小川	 太志
O3-3（D）	 医療機関受入照会 4回以上の救急搬送症例に関連する要因：	 	
	 7 年間データによる年齢層別解析

……………………………… 金沢大学附属病院  先端医療開発センター／
	 京都大学大学院医学研究科社会疫学分野	 上野	 恵子

O3-4（D）	 札幌市二次救急医療体制における、拠点病院活動の報告		
	 （臓器別診療機関では二次救急を支えきれない）

…………………………………………… 市立札幌病院  総合臨床センター	 佐藤	 朝之
O3-5（O）	 病院前 12誘導心電図伝送の実装成熟度評価指標の構築：	 	
	 構造化定性分析による検討

………………………… 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 小林	 春香
O3-6（E）	 地域支援救命士による独居高齢者等支援の効果　	 	
	 — 質的分析による心理的変化と行動変容の検討 —

……………………………………………… 高野町消防本部  高野町消防署	 一柳	 保
O3-7（D）	 ラリンゲルチューブサクションによる咽頭後壁穿孔：	 	
	 司法解剖で確認された１症例

…………………………………… 京都橘大学健康科学部  救急救命学科／
	 滋賀医科大学社会医学講座法医学部門	 益満	 茜

O3-8（E）	 新型コロナウィルス感染症拡大に伴う心停止対応の通知が	 	
	 大阪府の高度気道確保実施と患者予後に与える影響

……………………………………… 岸和田市消防本部  消防署  春木分署	 一ノ瀬	佳彦

口演 4（O4)� 15：00〜 16：00

	 「学生セッション」
	 座長	 山梨県立中央病院  高度救命センター  救急科	 五十嵐	 遼
	 	 岩手医科大学医学部  救急災害医学	 井上	 義博

O4-1（S）	 大規模救急搬送データベースを用いた安全な受診抑制対象群の検討
……………………………………………………… 大阪大学医学部  医学科	 二宮	 佐和

O4-2（S）	 スポーツイベント救護活動における傷病発生と使用資器材の傾向
…………………………………… 国士舘大学体育学部  スポーツ医科学科	 佐藤	あいり
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O4-3（S）	 一般市民における心肺蘇生法に対する動機づけと	 	
	 実施意思の関連に関する研究

…………………………… 明治国際医療大学保健医療学部  救急救命学科	 内藤	 翼
O4-4（S）	 病院内移動中のストレッチャーの高さの違いが	 	
	 胸骨圧迫の質にどのような影響を及ぼすか

……………………………………………………… 山口大学医学部  医学科	 宮本	 理子
O4-5（S）	 真夏での海浜実習におけるCPR実習体験からの学生認識

………………………………… 日本体育大学保健医療学部  救急医療学科	 惣田	 碧
O4-6（S）	 ECPR とその後の治療における予後関連因子の検討	 	
	 —単施設後ろ向き研究—

……………………………………………………… 大阪大学医学部  医学科	 野々部	駿人
O4-7（S）	 通信指令員による口頭指導下における	 	
	 バイスタンダーCPR実施の関連要因の検討

…………………………… 明治国際医療大学保健医療学部  救急救命学科	 大畑	 沙椰
O4-8（S）	 ADDEI モデルを用い受講者のニーズに沿った	 	
	 オーダーメイド型救急救命講習の実施と検討

……………………………………… 京都橘大学健康科学部  救急救命学科	 澤	 亮志

口演 5（O5)� 16：05〜 17：05

	 「内因性　脳神経」
	 座長	 長崎大学病院  高度救命救急センター	 田﨑	 修
	 	 相澤病院 救命救急センター  救急科	 立川	 温子

O5-1（E）	 痙攣重積症例に対する救急活動の一例について
…………………………………… 東京消防庁西新井消防署  警防課救急係	 杉澤	 一茂

O5-2（D）	 ステロイドで脳静脈洞血栓症を発症した		
	 トロンボポエチン受容体作動薬内服中の特発性血小板減少性紫斑病

……………………………………………………… 熊本赤十字病院  救急科	 松村	 晃希
O5-3（D）	 痙攣重積で救急搬送され、	 	
	 最終的に自己免疫性GFAPアストロサイトパチーの診断に至った一例

……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 片山	 健朗
O5-4（D）	 髄膜刺激徴候をみとめず皮疹が診断の契機となったVZV髄膜炎

……………………………………………… 河北総合病院  救急集中治療科	 丸島	 えり
O5-5（D）	 起立性頭痛を契機に診断した特発性頭蓋内低圧症に伴う		
	 両側慢性硬膜下血腫の 1例

……………………………………………… 河北総合病院  救急集中治療科	 大鹿	 美花
O5-6（D）	 妊娠中にてんかんが増悪したスタージウェーバー症候群の 1例

…………………………………… 昭和医科大学藤が丘病院  救命救急科／
	 昭和医科大学医学部  救急・災害医学講座	 小島	 光博

O5-7（D）	 整形外科疾患との鑑別を要した下肢単独脱力発症の	 	
	 branch atheromatous disease の一例

……………………………………………… 河北総合病院  救急集中治療科	 黒田	 知暉
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O5-8（E）	 桑員地域MC体制下における	 	
	 脳卒中プロトコル変更後の活動変化について〜第２報〜

……………………………………………… 桑名市消防本部  桑名市消防署	 高井	 泰宏

口演 6（O6)� 17：10〜 18：10

	 「臨床検査」
	 座長	 東海大学医学部付属病院  放射線技術科	 會田	 直史
	 	 大阪国際がんセンター  医療技術部放射線部門	 中	 智章

O6-1（R）	 PCD-CT と EID-CT の Flash Spiral 撮影における	 	
	 オフセンター解像特性の比較

…………………… 東海大学医学部付属病院  診療技術部  放射線技術科	 崎山	 寛大
O6-2（R）	 外傷全身CTにおける上肢下垂位の最適化	 	
	 — 上肢配置の違いが画像ノイズと被ばく線量に与える影響 —

………………… りんくう総合医療センター  診療支援局  放射線部門／
	 大阪物療大学  保健医療学部	 藤村	 一郎

O6-3（R）	 外傷全身CT検査における防護板設置と散乱線分布評価に基づく		
	 医療従事者被ばく低減への取り組み

………… 社会福祉法人聖隷福祉事業団総合病院三方原病院  画像診断部	 小宅	 海人
O6-4（R）	 外傷全身CTにおける頭部 2相撮影による頭蓋内血管外漏出像の検出

…………………………………………… 高知医療センター  放射線技術部	 今城	 健吾
O6-5（R）	 小児外傷患者に対するスプリットボーラス注入法を用いた	 	
	 造影 CT検査の取り組み

…………………………… 聖マリアンナ医科大学病院  診療放射線技術部	 阿部	 圭吾
O6-6（R）	 多施設医療グループにおける STAT画像所見学習システムの構築

…………………… JA愛知厚生連足助病院  診療協同部診療放射線室／
	 JA愛知厚生連診療放射線技師会	 江藤	 貴樹

O6-7（R）	 診療放射線技師の救急外来常駐体制が外傷初期診療へ与える影響
………………………… 医療法人豊田会刈谷豊田総合病院  放射線技術科	 青木	 祐太

O6-8（R）	 時間外緊急血管撮影における技師間対応差を解消する取り組み　	 	
	 —集約ワゴン導入の効果—

…………………………………………………… JCHO中京病院  放射線部	 大澤	 伸恕
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■第 8会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1006-1007）

パネルディスカッション 9（PD9)� 9：00〜 10：30

	 「救急外来への臨床検査技師の参画を難しくしているのは何か　（Part II）」
	 座長	 大阪医科薬科大学病院  中央検査部	 久保田	芽里
	 	 兵庫県立尼崎総合医療センター  救急総合診療科	 西内	 辰也

PD9-1（MT）	 救急急外来における臨床検査技師の参画への課題
………………… 南和医療企業団  南奈良総合医療センター  臨床検査部	 山田	 浩二

PD9-2（MT）	 当院検査科における救急外来参画が困難な理由と今後について
…………………………………………… 医療法人宇治徳洲会病院  検査科	 粟野	 敏光

PD9-3（MT）	 検査室から救急外来へ〜臨床検査技師参画に向けた課題の検討〜
……………………………………………………… 鹿児島生協病院  検査部	 田之頭	敏志

PD9-4（MT）	 救急外来への臨床検査技師の参画への課題
…………………………………… 新潟県立がんセンター新潟病院  研究部	 笹岡	 秀之

PD9-5（D）	 臨床検査技師との連携構築までの道すじ
………………… 日本赤十字社医療センター  救命救急センター・救急科	 山下	 智幸

パネルディスカッション 10（PD10)� 10：40〜 12：10

	 「急性薬物中毒患者における初期診療時の臨床検査技師の役割」
	 座長	 神戸市立医療センター  中央市民病院救命救急センター	 有吉	 孝一
	 	 日本救急検査技師認定機構  前代表理事	 福田	 篤久

PD10-1（MT）	急性薬物中毒初期診療における臨床検査技師の役割	 	
	 — 当院における薬物検査体制とカフェイン検査運用 —

………………地方独立行政法人堺市立病院機構堺市立総合医療センター  
	 臨床検査技術科	 蜂木	 茂之

PD10-2（MT）	急性薬物中毒初期診療における臨床検査技師の関与とその役割	 	
	 — 当院の取り組み —

………………………………… 大阪府立中河内救命救急センター  検査室	 黒田	 舞子
PD10-3（P）	 より質の高い中毒診療支援実現のための		
	 臨床検査技師と薬剤師との協働

……………………………… 神戸市立医療センター中央市民病院  薬剤部	 田村	 亮
PD10-4（P）	 職能を活かした中毒初療への関わりの「カタチ」とは？

…………………………………… 大分市医師会立アルメイダ病院  薬剤部	 佐藤	 史織
PD10-5（MT）	急性薬物中毒初期診療に臨床検査技師が関与する意義

……………………… 公益財団法人脳血管研究所  美原記念病院  検査課	 諏訪部	 桂
PD10-6（MT）	急性薬物中毒病態の初期診療における臨床検査の	 	
	 精度保証と臨床検査技師の役割

…………………………………… 日本医科大学多摩永山病院  中央検査室	 鳴海	 武長
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パネルディスカッション 11（PD11)� 15：00〜 16：00

	 救急認定ソーシャルワーカー認定機構　指定講習会	 	
	 「救急搬送を繰り返す精神疾患を抱えた患者へのCare Cycle の構築　	 	
	 〜 3次救急・精神科救急・在宅支援の連携を通して〜」
	 座長	 順天堂大学医学部附属練馬病院	 佐藤	 圭介
	 	 関西医科大学  救急医学講座  高度救命救急センター	 中森	 靖

PD11-1（MS）	救急搬送を繰り返す急性薬物中毒患者への	 	
	 三次救急MSWの支援と限界

……………………………………… 武蔵野赤十字病院  患者支援センター	 菊地	 桃
PD11-2（O）	 救急搬送を繰り返す急性薬物中毒患者に対して	 	
	 精神科救急が担える可能性

………………………………………………… 浅香山病院  医療福祉相談室	 駒野	 敬行
PD11-3（N）	 救急搬送を繰り返す急性薬物中毒患者への支援モデル：	 	
	 精神科訪問看護とMSWがつなぐ地域医療の実践

………………… 株式会社ニューシップ結び  結び訪問看護ステーション	 島本	まどか
PD11-4（MS）	自傷反復当事者の回復プロセスと救急医療の役割

……………………… 国立病院機構  大阪医療センター  医療福祉相談室	 太田	 裕子

パネルディスカッション 12（PD12)� 17：10〜 18：10

	 「来るべき巨大災害に備えて、臨床検査技師に求められる備えと使命」
	 座長	 近畿大学病院  中央臨床検査部	 津田	 喜裕
	 	 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 守谷	 俊

PD12-1（MT）	中規模病院における検査室の災害対策〜 BCP策定と検査技師の役割〜
…………………………………… 医療法人社団永生会  永生病院  検査科	 髙橋	 貴行

PD12-2（MT）	東京科学大学病院検査部の災害対策と臨床検査技師の役割
…………………………………………………… 東京科学大学病院  検査部	 小澤	 優貴

PD12-3（MT）	 “ ゼロ ” から再考する検査室 BCP策定
………………………………… 大阪府立中河内救命救急センター  検査室	 吉田	 元治

PD12-4（D）	 災害時、検査技師が行う役割と事前対策について—医師の立場からー
…………………………………………… 兵庫県災害医療センター  救急部	 島津	 和久
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■第 9会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1008）

パネルディスカッション 13（PD13)� 9：00〜 10：30

	 「CE が関わる急性期治療：ECMO・CRRT・IABP の適応と限界」
	 座長	 名古屋大学医学部附属病院  臨床工学技術部	 加藤	 孝昭
	 	 日本大学病院  臨床工学室	 三木	 隆弘

PD13-1（CE）	 急性血液浄化における臨床工学部の取り組み
………………………………… 東京慈恵会医科大学附属病院  臨床工学部	 渡辺	 弦輝

PD13-2（CE）	 急性期での治療って実際どうなの !? 〜臨床工学技士の目線〜
………………………………………………… 兵庫県立こども病院  診療部	 安達	 一眞

PD13-3（CE）	 ECMO治療の適応と限界〜意思決定支援におけるCEの役割〜
………………………………………………… 福岡徳洲会病院  臨床工学科	 森下	 世紀

PD13-4（CE）	 当院におけるVA-ECMO離脱試験について
……………………………………………… 済生会熊本病院  臨床工学部門	 西中	 巧

PD13-5（CE）	 若年進行肺癌症例に対する ECMO導入および	 	
	 V-VA ECMOへの upgrade の適応とタイミング判断に関する一考察

…………………………………… 川崎医科大学附属病院  MEセンター／
	 川崎医科大学総合医療センター／
	 川崎医療福祉大学  医療技術学部  臨床工学科	 佐々木	慎理

パネルディスカッション 14（PD14)� 10：40〜 12：10

	 「STAT画像所見報告の目指すところ」
	 座長	 奥州市総合水沢病院  医療技術部  放射線科	 髙橋	 伸光
	 	 藤田医科大学病院  救急科	 船曵	 知弘

PD14-1（D）	 救急医が求める STAT画像所見報告と今後の発展のために
………………………………… 藤田医科大学病院  高度救命救急センター	 船曵	 知弘

PD14-2（R）	 アンケート調査よりみえた実態とガイドラインの乖離
…………………………………… 大垣市民病院  医療技術部  診療検査科	 市川	 宏紀

PD14-3（R）	 STAT 画像所見報告に含めるべき指摘疾患について
……………………………日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院  
	 医療技術部放射線科	 大保	 勇

PD14-4（R）	 亀田総合病院おける STAT報告の実情と活用について
……………………………………… 亀田メディカルセンター  画像診断室	 増田	 翔太

PD14-5（R）	 持続的成長を見据えて構築した STAT画像所見報告体制
……………………… 医療法人豊田会  刈谷豊田総合病院  放射線技術科	 和田	 悠平

PD14-6（R）	 STAT 画像所見報告に影響する背景因子の検討
…………………………………… 大垣市民病院  医療技術部  診療検査科	 福島	 智久
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PD14-7（R）	 “ 撮るだけ ”で終わらせない　	 	
	 ICU患者における緊急画像所見への多職種協働体制の構築

……………………………………… りんくう総合医療センター  放射線部	 西池	 成章

ランチョンセミナー 3（LS3）� 12：30〜 13：30

	 座長	 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 中堀	 泰賢

LS3	 リコンビナントトロンボモジュリンの多面的作用と実践知
	 	 福岡大学医学部  救命救急医学講座	 仲村	 佳彦

� 共催：旭化成セラピューティクス株式会社 

パネルディスカッション 15（PD15)� 15：00〜 16：30

	 「人工呼吸器・ECMO・CRRT 入門とトラブルシュート」
	 座長	 東京慈恵会医科大学附属柏病院  臨床工学部	 石井	 宣大
	 	 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院  臨床工学科	 開	 正宏

PD15-1（CE）	 救急・集中治療で使いこなす生命維持管理三種の神器：	 	
	 若手 CEの判断・対応スキルを磨く

……………………………… 名古屋大学医学部附属病院  臨床工学技術部	 加藤	 孝昭
PD15-2（CE）	 救急 CRRT 入門—膜選択と圧で学ぶ多職種トラブルシュート

……………………………… 埼玉医科大学総合医療センター  臨床工学部	 吉野	 秀樹
PD15-3（CE）	 CRRT(Continuous Renal Replacement Therapy) の基礎と実践

……………………………………… 川崎医科大学附属病院  MEセンター	 白髪	裕二郎
PD15-4（CE）	 ECMO管理におけるトラブル対応の思考プロセスとチーム連携		
	 −若手臨床工学技士教育の視点から−

……………………………… 東京慈恵会医科大学附属柏病院  臨床工学部	 相馬	 希
PD15-5（CE）	 揚程から学ぶ ECMO流量トラブルと送脱血管選定

…………………… 香川大学医学部附属病院  医療技術部  臨床工学部門	 中島	 康佑

パネルディスカッション 16（PD16)� 16：40〜 18：10

	 「技術の “頂点 ”を目指して：CEの専門性をどう深めるか？」
	 座長	 川崎医科大学附属病院  MEセンター	 佐々木	慎理
	 	 公立陶生病院  臨床工学部	 春田	 良雄

PD16-1（CE）	 日常の経験を、救急の力へ	 	
	 —救急集中治療領域で臨床工学技士として学んだこと—

………………………………… 東北大学病院  診療技術部  臨床工学部門	 小笠原	亮太
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PD16-2（CE）	 CE としての専門性をどう深めるか −集中治療領域の実践から−
………………………………………… 久留米大学病院  臨床工学センター	 河村	 将熙

PD16-3（CE）	 CE の専門性はどこにあるのか — 救急で問い続けた 5年間
……………………………… 埼玉医科大学総合医療センター  臨床工学部	 吉野	 秀樹

PD16-4（CE）	 救急集中治療領域での臨床工学技士の専門性とキャリアを考える
……………………………………………… 東京医科大学病院  臨床工学部	 上岡	 晃一

PD16-5（CE）	 救急・集中治療領域における専門性深化		
	 —現場の要請に呼応する「創発的キャリア」の真価—

…………………………………………………… 日本大学病院  臨床工学室	 三木	 隆弘
PD16-6（CE）	 二次救急に求められる臨床工学技士像について

…………………………………………………… 笠岡第一病院  臨床工学部	 中西	 拓也

■第 10会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1009）

Pros and Cons3（P/C3)� 9：00〜 10：30

	 「ホンネでDiscuss!! 立場の違いを徹底検証　〜データまだ？ vs 再検中ですねん〜」
	 座長	 愛知医科大学  災害医療研究センター /救命救急科	 津田	 雅庸
	 	 大阪府立中河内救命救急センター  検査室	 吉田	 元治

P/C3-1（MT）	 救急医療における再検査をどう捉えるか　	 	
	 —再検査推奨派としての意見—

………………………………………………… 久留米大学病院  臨床検査部	 牟田	 誠矢
P/C3-2（MT）	 再検査の要否判断を再考する—中立的視点からの検討—

…………………………………………………… 沖縄県立中部病院  検査科	 大城	 佑馬
P/C3-3（D）	 当院救急外来で実施された生化学検査の再検率と	 	
	 パニック値についての報告

………………… 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院  救急科	 神原	 淳一
P/C3-4（MT）	 救急医はなぜ結果を急ぎ、検査技師はなぜ立ち止まるのか

………………………………… 大阪府立中河内救命救急センター  検査室	 吉田	 元治
P/C3-5（CE）	 救急医療におけるパニック値の再検査判断は最適か	 	
	 〜臨床意図と測定精度の乖離に対する臨床工学技士の視点〜

………………… 三重県厚生連  松阪中央総合病院  CE 部（臨床工学部）	 向井	 慎治
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パネルディスカッション 17（PD17)� 10：40〜 12：10

	 「有事に持続する医療のために—資源調整と多職種連携の展望」
	 座長	 医誠会国際総合病院  救急科	 中尾	 博之
	 	 岡山大学学術研究院  医歯薬学域  地域二次救急・災害医療推進講座	 平山	 隆浩

PD17-1（CE）	 臨床工学技士は実は災害医療のプロになれる !!
………………………………………………… 兵庫県立こども病院  診療部	 安達	 一眞

PD17-2（D）	 日本 DMAT標準資機材を隊員と共に被災地まで円滑に運ぶために	 	
	 〜民間旅客航空機による医療資器材搬送を考える

………… 名古屋大学大学院  医学系研究科  救急・集中治療医学分野／
	 あいち小児保健医療総合センター  放射線科部	 水野	 光規

PD17-3（N）	 圧挫症候群（クラッシュ症候群）に備える持続可能な医療資源戦略
………………………………………………………… 町田市民病院  看護部	 矢田	 哲康

PD17-4（P）	 健康危機管理における医薬品供給体制の構築と多職種連携　	 	
	 —薬剤師・薬事コーディネーターの視点から—

…………………………………………… 兵庫医科大学  危機管理医学講座	 渡邉	 暁洋
PD17-5（O）	 災害・緊急時における医療機器に係る課題と対応策

…………………………………… 国立医薬品食品衛生研究所  医療機器部	 山本	 栄一
PD17-6（CE）	 岡山県における医療機器供給体制の可視化と	 	
	 資源情報の共有化に向けた研究開発

…………………………………………… 岡山大学学術研究院  医歯薬学域  
	 地域二次救急・災害医療推進講座	 平山	 隆浩

ランチョンセミナー 4（LS4）� 12：30〜 13：30

	 座長	 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 藤見	 聡

LS4	 救急領域におけるてんかん・けいれん対応	 	
	 ー 初期対応から抗てんかん薬選択まで：	 	
	 ブリーバラセタムの位置づけを含めて ー

	 	 近畿大学医学部  救急医学教室／救命救急センター	 植嶋	 利文

� 共催：ユーシービージャパン株式会社
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シンポジウム 13（SY13)� 15：00〜 16：00

	 「人生の最終段階における傷病者の意思に沿った救急現場での心肺蘇生のあり方 	 	
	 〜全国での実践と知見の共有〜」
	 座長	 東京消防庁  救急部	 永野	 義武
	 	 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 守谷	 俊

SY13-1（D）	 傷病者の意思に沿った救急現場における		
	 心肺蘇生の実施に関するアンケート調査

…………………………………………救急振興財団救急救命東京研修所／
	 日本臨床救急医学会「傷病者の意思に沿った救急現場での
	 心肺蘇生のあり方に関する普及委員会」	 田邉	 晴山

SY13-2（D）	 DNARプロトコール運用の現在地：	 	
	 千葉県東部地域MC協議会の取り組み

…………………………… 総合病院国保旭中央病院  救命救急センター／
	 千葉県東部地域救急業務メディカルコントロール協議会	 高橋	 功

SY13-3（E）	 東京消防庁における	 	
	 『心肺蘇生を望まない傷病者への対応』の運用実績と今後の課題

…………………………………………… 東京消防庁  救急部  救急指導課	 周藤	 信博
SY13-4（D）	 当院におけるDNARプロトコールと救急隊活動の理解度と課題		
	 —医師アンケート調査より—

………………………………………… 兵庫県立淡路医療センター  救急科	 陳	 美仁子
SY13-5（D）	 蘇生に成功しなかった高齢者OHCA症例の現状

………………………………………… 大阪医科薬科大学病院  救急診療科	 榊原	 謙

シンポジウム 14（SY14)� 16：05〜 17：05

	 「国際委員会：アジア各国の EMSの過去・現在・未来について」
	 座長	 日本医科大学多摩永山病院  救命救急科	 久野	 将宗
	 	 明治国際医療大学  保健医療学部  救急救命学科	 原	 貴大

SY14-1（D）	 Building Prehospital Emergency Care in Indonesia: 	 	
	 System Evolution, Disaster Integration, and Future Directions

……………………………………… Department of Emergency Medicine, 
	 Saiful Anwar General Hospital, Faculty of Medicine 
	 Universitas Brawijaya, Malang - Indonesia	 Ali	Haedar

SY14-2（E）	 シンガポールにおける病院前救急医療体制の発展と構造的特徴 	 	
	 —救急救命士の視点から—

…………………………………… 日本体育大学大学院  保健医療学研究科	 髙橋	 治花
SY14-3（E）	 アジアから学ぶ住民参加型 EMSと Tire response の可能性

……………………………………………………… 帝京大学  医療技術学部	 高山	 祐輔
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SY14-4（D）	 Prehospital Care in Thailand: 	 	
	 From Establishment to Advanced Medical Care

……………………………Prehospital  Emergency Medicine Specialist ／
	 Former Secretary General of the National Institute 
	 for Emergency Medicine, Thailand	 Atchariya	Pangma

SY14-5（O）	 メコン地域 4カ国における病院前救急医療体制の多様性：	 	
	 リバース・イノベーションという新たな視座

………………………………… 国士舘大学  防災・救急救助総合研究所／
	 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 石﨑	 貴

シンポジウム 15（SY15)� 17：10〜 18：10

	 「若年層のOver-the-counter drugs によるオーバードーズに対するケアを考える」
	 座長	 関西医科大学附属病院  医療福祉相談課	 篠田	 香恵
	 	 東京医科大学病院  薬剤部	 添田	 博

SY15-1（P）	 OTC医薬品による薬物中毒：小中高生症例増加から見えた課題
…………………………………………………… 藤田医科大学病院  薬剤部	 廣瀬	 正幸

SY15-2（P）	 救急認定薬剤師による	 	
	 高校生への薬物乱用防止教育とその意識変容の解析

…………………………………… 社会医療法人豊生会東苗穂病院  薬剤科	 武田	 元樹
SY15-3（MS）	 18 歳以下の自殺企図患者における救急受診時の心理社会的背景と	 	
	 リエゾンチーム介入の検討

……………………………… 堺市立総合医療センター  患者支援センター	 坂	 真衣
SY15-4（O）	 薬学部起点のOTC過量内服予防：名古屋市協働の実装設計

………… 名古屋市立大学大学院薬学研究科  臨床薬学教育研究センター	 齊藤	 将之

■第 11会場（大阪国際会議場　3F　イベントホール E）

パネルディスカッション 18（PD18)� 9：00〜 10：30

	 「救命の最前線を語る：CE・医師・看護師・救急救命士クロストーク」
	 座長	 東京慈恵会医科大学附属柏病院  臨床工学部	 石井	 宣大
	 	 前橋赤十字病院  集中治療科・救急科	 中村	 光伸

PD18-1（E）	 病院救命士の気管挿管・気道管理の完成形は何なのか
………………… 独立行政法人地域医療機能推進機構  中京病院  救急科	 加納	 正也

PD18-2（E）	 重症患者搬送を支える多職種連携：相互教育とタスクシェア
…………………………… 日本医科大学付属病院  高度救命救急センター	 須賀	涼太郎

PD18-3（CE）	 初療室でCEはどう動く？−Hybrid ER の現場から—
……………………… 関西医科大学総合医療センター  臨床工学センター	 鈴木	 希海
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PD18-4（CE）	 —チームの機動力を高めるためにー 	 	
	 臨床工学技士（CE）ができること

……………………………………………社会福祉法人恩賜財団済生会支部  
	 神奈川県済生会横浜市東部病院  臨床工学部	 山田	麻有佳

PD18-5（O）	 当院救急外来における診療看護師 (NP) の活動
…………………………………藤田医科大学病院  FNP 室 / 救急総合内科	 加藤	 夏美

PD18-6（D）	 三次救急における重症患者受け入れを支える多職種連携
…………………………………… 東京慈恵会医科大学附属柏病院  救急部	 長谷川	意純

シンポジウム 16（SY16)� 10：40〜 11：40

	 「ハイブリッド ERシステムの未来図」
	 座長	 緑泉会米盛病院  救急科	 倉田	 秀明
	 	 兵庫県災害医療センター  高度救命救急センター  救急部	 松山	 重成

SY16-1（D）	 次世代型ハイブリッド ER	 	
	 — あらゆる重症救急疾患に対応する Y-HEROS —

…………………… 山梨県立中央病院  高度救命救急センター  救急科／
	 日本医科大学  救急医学講座	 岩瀬	 史明

SY16-2（N）	 ハイブリッド ERで活躍する看護師の “3拍子 ”
…………………………… 大阪急性期・総合医療センター  看護部  救急	 吉田	 悠平

SY16-3（D）	 ハイブリッド ERと共に育つ：産学連携で進化する現場と人材
……………………………… 関西医科大学総合医療センター  救急医学科	 丸山	 修平

SY16-4（D）	 全身検索型画像診断支援AI「ERATS」と	 	
	 Hybrid ER による未来の外傷診療

……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 岡田	 直己

ランチョンセミナー 5（LS5）� 12：30〜 13：30

	 「Home AEDの有効性と今後の設置にむけた戦略について」
	 座長	 国士舘大学大学院  救急システム研究科／防災・救急救助総合研究所	 田中	 秀治

LS5-1	 心停止の 7割は自宅で起きる ー Home AEDの現状・課題・展望ー
	 	 国士舘大学  体育学部  スポーツ医科学科	 中川	 洸志

LS5-2	 Home AEDを用いた家庭内救命体制の確立 ーセコムしてますか？ー
	 	 国士舘大学大学院  救急システム研究科／防災・救急救助総合研究所	 田中	 秀治

� 共催：セコム株式会社
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シンポジウム 17（SY17)� 15：00〜 16：30

	 「救急医療の持続可能性を支えるタスクシフト・シェア—多職種連携の展望」
	 座長	 東京慈恵会医科大学附属柏病院  救急部	 奧野	 憲司
	 	 岡山大学学術研究院  医歯薬学域  地域二次救急・災害医療推進講座	 平山	 隆浩

SY17-1（D）	 救急を止めない：	 	
	 地域二次救急の現状とタスクシフト・シェアの必然性

……………………………………………………… 薬師寺慈恵病院  救急科	 薬師寺	泰匡
SY17-2（CE）	 タスク・シフト／シェアに対する	 	
	 日本臨床工学技士会の取り組みと課題

……………………………… 公益社団法人日本臨床工学技士会  常任理事	 木村	 政義
SY17-3（E）	 救急医療を支える臨床工学技士×院内救急救命士連携の実装：	 	
	 医療機器運用を起点とした多職種連携の設計

…………………………………… 東京慈恵会医科大学附属病院  救急科／
	 東京慈恵会医科大学附属病院  臨床工学部	 北野	信之介

SY17-4（E）	 救急救命士、診療看護師による救急応需でのタスクシフトと	 	
	 地域救急隊との連携

………………………………………………………… 東北労災病院  救急科	 千葉	 秀歳
SY17-5（N）	 当院救急外来における診療看護師の活動と役割について

…………… 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院  NP 支援課	 水野	 皓介
SY17-6（CE）	 医師の働き方改革における臨床工学技士の救急センター常駐と	 	
	 タスク・シェアの展開

…………………… 香川大学医学部附属病院  医療技術部  臨床工学部門	 光家	 努

パネルディスカッション 19（PD19)� 16：40〜 18：10

	 「これができれば大丈夫！救急隊員必須のコミュニケーション能力と説明スキル」
	 座長	 鈴鹿医療科学大学  保健衛生学部  救急救命学科	 久保田	千景
	 	 大阪市消防局  救急部  救急課	 五味	 誠

PD19-1（E）	 救急隊と医療機関における情報伝達の相互認識向上を目指した	 	
	 ワークショップの試み

……… 出雲市消防本部  平田消防署／日本救急救命学会教育研修委員会	 吉井	 友和
PD19-2（E）	 大規模言語モデルによるノンテクニカルスキル評価：	 	
	 反復評価による安定性の検証

……………………………… 日本体育大学  保健医療学部  救急医療学科	 三橋	 正典
PD19-3（E）	 アクセシビリティとコミュニケーション 	 	
	 — 救急現場における課題と可能性 —

………………………………… 東京慈恵会医科大学  救急災害医学講座／
	 東京慈恵会医科大学  先端医療情報技術研究部	 脇田	 佳典
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PD19-4（E）	 救急隊員養成課程におけるコミュニケーション教育の効果と	 	
	 学習者意識の変化

…………………………………………… 高野町消防本部  高野町消防署／
	 日本救急救命学会教育研修委員会	 一柳	 保

PD19-5（D）	 どう学ぶ？『伝わる』プレゼンテーション	 	
	 〜救急隊の搬送連絡および申し送りスキルの重要性とその学び方〜

…………………………………… 関西メディカル病院  救急集中治療部／
	 関西メディカル病院  ER センター／
	 大阪府豊能地域メディカルコントロール協議会	 吉永	 雄一

■第 12会場（大阪国際会議場　3FイベントホールA）

シンポジウム 18（SY18)� 9：00〜 10：30

	 「医療機関の所属する救急救命士に関する検討委員会：病院救命士認定制度の創設に向けて	
	 〜病院救命士のキャリアアップと専門性確立を目指して〜」
	 座長	 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 喜熨斗	智也
	 	 救急振興財団救急救命東京研修所	 田邉	 晴山

SY18-1（D）	 医療機関に所属する救急救命士に関する委員会のこれまでの役割と今後
………………………………… 日本臨床救急医学会  医療機関に所属する  
	 救急救命士に関する検討委員会	 田中	 秀治

SY18-2（E）	 病院救命士の立場から見た病院救命士認定制度の必要性と課題
…………………………………… 日本医科大学多摩永山病院  救命救急科	 沼田	 浩人

SY18-3（E）	 病院における指導救命士の役割と認定制度への期待	 	
	 〜キャリアアップ制度を組み込んだ設計の提案〜

……………………… 順天堂大学医学部附属練馬病院  救命救急センター	 廣田	 恵典
SY18-4（E）	 医療機関に所属する救急救命士の認定制度と配置加算の必要性

………………………………………… 市立青梅総合医療センター  救急科	 髙橋	 貴美
SY18-5（E）	 全国消防本部を対象とした指導救命士運用状況の実態調査から得た	 	
	 制度の現状と課題

……………………………………………… 高野町消防本部  高野町消防署	 一柳	 保
SY18-6（N）	 病院救命士との協働と期待（看護師の立場から）

………………… 医療法人社団筑波記念会  筑波記念病院  看護部管理室	 星	 豪人
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パネルディスカッション 20（PD20)� 10：40〜 12：10

	 「中堅 CEの選択：現場でどう動く？どう伝える？」
	 座長	 一般財団法人永頼会  松山市民病院  臨床教育室	 永渕	 克弥
	 	 森ノ宮医療大学  医療技術学部  臨床工学科	 藤江	 建朗

PD20-1（CE）	 中堅 CEとしての役割〜CRRT の事例を通じて〜
…………………………… 大阪急性期・総合医療センター  臨床工学部門	 小西	 一樹

PD20-2（CE）	 次世代を育む中堅臨床工学技士の選択	 	
	 〜現場での思考の言語化と教育的介入〜

……………………………… 聖マリアンナ医科大学病院  臨床工学技術部	 田中	 心
PD20-3（CE）	 中堅 CEが救命 ICUで直面する専門職としての葛藤

……………………………… 埼玉医科大学国際医療センター  臨床工学部	 神成	 千穂
PD20-4（CE）	 中堅 CEの悩みと行動〜皆さんどうしていますか〜

……………………… 松戸市立総合医療センター  医療技術局臨床工学科	 森田	 将基
PD20-5（CE）	 救急・集中治療領域における中堅CEの教育への関わり		
	 〜「やる側」から「支える側」へ〜

………………………………………………… 福岡徳洲会病院  臨床工学科	 森下	 世紀
PD20-6（CE）	 中堅臨床工学技士に求められる判断力と役割 	 	
	 - 専門性を基盤に現場と組織をつなぐ視点 -

……………………………………………… 兵庫医科大学病院  臨床工学部	 礒本	 泰輔
PD20-7（CE）	 中堅 CEの “ そのときどうする ”：どう動き、どう伝えるか

……………………………… 名古屋大学医学部附属病院  臨床工学技術部	 加藤	 孝昭

ランチョンセミナー 6（LS6）� 12：30〜 13：30

	 座長	 聖マリアンナ医科大学  救急医学	 藤谷	 茂樹

LS6	 ICUはどこにあるべきか？	 	
	 —遠隔 ICU×モバイル ICUが拓く次世代救急医療

	 	 広島大学大学院  救急集中治療医学	 大下	慎一郎

� 共催：日本光電工業株式会社 

教育講演 1（EL1)� 15：00〜 16：00

	 座長	 大阪府立病院機構  大阪精神医療センター  薬局	 藤江	 直輝

EL1（P）	 救急車　滴が走り流れ出す　命をつなぐ薬のお話	 	
	 〜すべての職種にささってほしい薬剤師からの便箋〜

	 	 済生会熊本病院  薬剤部	 柴田	 啓智
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パネルディスカッション 21（PD21)� 16：40〜 18：10

	 「特定行為と指示医師教育の３拍子〜原点・現点・頂点から考えるMC体制〜」
	 座長	 救急救命九州研修所・小波瀬病院研修部・救急科	 田口	 健蔵
	 	 京都橘大学  健康科学部  救急救命学科	 益満	 茜

PD21-1（E）	 横浜市消防局における救命指導医体制について
……………………………………… 横浜市消防局  磯子消防署  警防課／
	 横浜市消防局  救急部  救急指導課	 原	 正利

PD21-2（D）	 司令センター常駐医師体制の光と影	 	
	 —常駐体制が招いた特定行為遅延とその改革—

………………………… 横浜市立大学  救急医学 /高度救命救急センター	 竹内	 一郎
PD21-3（D）	 司令センターに医師が常駐しないOn Line Medical Control

…………… 兵庫県災害医療センター  救急科／兵庫県災害医療センター	 石原	 諭
PD21-4（E）	 ＭＣ医師の継続的な教育の重要性について

………………………………………………… 神戸市消防局  救急部救急課	 中田	 達也
PD21-5（D）	 病院医師直通ホットラインを介したオンラインMC体制の	 	
	 「強み」と「弱み」

………………… 社会医療法人仁愛会  浦添総合病院  救命救急センター	 米盛	 輝武
PD21-6（D）	 救急科専門医養成と特定行為指示医師教育の接点

………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 酒井	 智彦
PD21-7（D）	 MC医師教育の課題と、		
	 オンラインMC基本ガイドパンフレット作成の意義

……………………………SUBARU健康保険組合  太田記念病院  救急科	 小橋	 大輔

■ハンズオンセミナー会場（大阪国際会議場　8F　会議室 801＋ 802）

ハンズオンセミナー（HOS）� 15：00～ 17：00

HOS	 触って学ぶ尿中乱用薬物検査キット
	 	 株式会社バイオデザイン	 荒木	 宏治

� 共催：株式会社バイオデザイン



日臨救急医会誌（JJSEM）2026；29：228-344264

■ミニオーラル会場①（大阪国際会議場　3F　イベントホール BCD）

ミニオーラル 1（MO1)� 9：00〜 9：30

	 「内因性　消化器その他　前半」
	 座長	 名古屋市立大学病院  救急科	 上田	 晶彦
	 	 大阪労災病院  救急科	 清水	健太郎

MO1-1（D）	 夜間救急で閉塞起点を見逃された閉鎖孔ヘルニア
………………………………………… 戸塚共立第 1病院  消化器センター	 丹藤	 耕平

MO1-2（D）	 鋭利金具付義歯摘出後に食道穿孔を来したが保存的に軽快した 1例
…………………………………… 昭和医科大学藤が丘病院  救命救急科／
	 昭和医科大学  医学部  救急・災害医学講座	 佐久間	佑希

MO1-3（D）	 CT における、遊離ガスを含む穿孔所見の分布解析による	 	
	 消化管穿孔推定AI 開発と救急診療における有用性

………………………… 大阪府立急性期・総合医療センター  救急診療科	 木本	 富子
MO1-4（D）	 当院における嚢胞性腸管気腫症（PCI）の検討

………………………………………………… ＮＴＴ東日本札幌病院  外科	 窪田	 武哲
MO1-5（D）	 当初尿路結石が疑われた脾仮性動脈瘤破裂の一例

………………………………………医療法人社団筑波記念会筑波記念病院	 鈴木	 優伍

ミニオーラル 2（MO2)� 9：30〜 10：00

	 「内因性　消化器その他　後半」
	 座長	 島根大学医学部  Acute Care Surgery 講座	 秋月	 光
	 	 総合大雄会病院  救急科	 小峠	 和希

MO2-1（D）	 業務用アルカリ洗剤の誤飲後、	 	
	 症状が軽微であったが遅発性に食道狭窄を来した 1例

…………………………………………………… 関西労災病院  救命救急科	 谷口	 寿
MO2-2（D）	 腸閉塞 /イレウスについての疫学的研究

……………………………………………………… 松波総合病院  研修医室	 大橋	 瑞貴
MO2-3（D）	 総腸間膜症に合併した右結腸軸捻転症の 1例

…………………………………………………JCHO  船橋中央病院  救急科	 大塚	 恭寛
MO2-4（D）	 重症急性膵炎に合併した心筋炎		
	 （Pancreatitis-Associated Myocarditis）の 1例

……………………………………………………………………関西労災病院	 大城	 慶典
MO2-5（D）	 間質性膀胱炎から尿膜管遺残を介して腹壁膿瘍を呈した 1例

………………………………… 昭和医科大学  藤が丘病院  救命救急科／
	 昭和医科大学  医学部  救急・災害医学講座	 深見	 彩音
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ミニオーラル 3（MO3)� 10：05〜 10：35

	 「外傷 1　前半」
	 座長	 医療法人医誠会  医誠会国際総合病院  救急科	 有元	 秀樹
	 	 埼玉医科大学  国際医療センター  救命救急科	 近江	 光

MO3-1（D）	 頭部外傷患者における血清ナトリウム異常の特徴
………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 西田	 岳史

MO3-2（S）	 多発肋骨骨折患者の骨折形態と気管挿管の関連
……………………………………………………… 大分大学医学部  医学科	 森	 匠眞

MO3-3（D）	 シートベルト損傷による腸管損傷と	 	
	 Morel-Lavallée lesion を合併した一例

……………………………… 香川大学医学部附属病院  救命救急センター	 石橋	 尚弥
MO3-4（E）	 日本外傷データバンクを用いた高齢者外傷患者における既往合併症と	 	
	 入院後経過・転帰との関連性

…………………………………… 京都橘大学健康科学部  救急救命学科／
	 国士館大学体育学部スポーツ医科学科救急システム研究科
	 救急システム専攻	 野口	佐弥香

MO3-5（D）	 鈍的腹部外傷後に遅発性上腸間膜動脈仮性瘤を生じ	 	
	 血管内治療を行なった一例

……………………………… 琉球大学病院  総合臨床研修・教育センター	 喜久里	さつき

ミニオーラル 4（MO4)� 10：35〜 11：05

	 「外傷 1　後半」
	 座長	 新百合ヶ丘総合病院  救急科	 四宮	 祥恵
	 	 島根大学医学部  Acute Care Surgery 講座	 渡部	 広明

MO4-1（D）	 ネイルガン暴発により釘が頭蓋内へ穿破し緊急手術となった症例
…………………… 昭和医科大学医学部救急災害医学講座  救命救急科／
	 昭和医科大学病院救命救急科	 嶋津	 宏基

MO4-2（E）	 外傷性心肺停止患者における搬送時間と		
	 治療介入に関する多施設共同研究

…………………………………………………… 順天堂大学  医科学研究科	 岩﨑	 初芽
MO4-3（D）	 体幹部鈍的外傷止血戦略の現状からみた		
	 ハイブリッド ERシステムの未来図

……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 岡本	 啓志
MO4-4（E）	 骨盤外傷への新開発シーツラッピング製品の有用性

………………………………………………… 蓮田市消防本部  消防総務課	 茅野	 俊幸
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MO4-5（E）	 頭部外傷のない高齢者外傷における病院前で	 	
	 目標とする収縮期血圧の検討

………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科／
	 愛知淑徳大学  健康医療科学部  スポーツ・健康医科学科  
	 救急救命学専攻	 篠塚	 雄希

ミニオーラル 5（MO5)� 11：10〜 11：40

	 「診療支援（ドクターカー）　前半」
	 座長	 倉敷中央病院  救急科	 池上	 徹則
	 	 熊本医療センター  救命救急科	 大本	 寛之

MO5-1（D）	 クラウドファンディングによる		
	 ラピッドレスポンスカー導入の取り組み

…………………… 愛知医科大学病院高度救命救急センター  救命救急科	 勝木	 竜介
MO5-2（E）	 院内救命士主導のドクターカー出動

………………… 一般財団法人脳神経疾患研究所  附属  総合南東北病院  
	 救急救命科	 安田	 大陸

MO5-3（E）	 病院救急車導入による地域へ与える影響の検証
…………………………………………… 琉球大学病院  救命救急センター	 木内	 賢一

MO5-4（D）	 当院ドクターカー出動状況および地域医療体制の現状
…………………………………………………… 健和会大手町病院  救急科	 佐道	 康次

MO5-5（E）	 救急救命士によるアナフィラキシーに対するアドレナリンの	 	
	 筋肉内注射の実施に係る実証事業に参加して

………………………………………………… 山形市消防本部  救急救命課	 庄司	 朋行

ミニオーラル 6（MO6)� 11：40〜 12：10

	 「診療支援（ドクターカー）　後半」
	 座長	 聖隷三方原病院  高度救命救急センター  救急科	 早川	 達也
	 	 市立函館病院  救命救急センター  救急科	 守田	 晴輝

MO6-1（E）	 Non-shockable 波形を呈した院外心停止患者における		
	 ドクターカー先着と初回アドレナリン投与時間との関連

…………………………………… 日本医科大学多摩永山病院  救命救急科	 原山	 尋斗
MO6-2（E）	 実証事業におけるアナフィラキシー症例の報告

……………… 但馬地域MC協議会  豊岡市消防本部  警防課救急救助係	 中尾	 光男
MO6-3（D）	 2022 年から 2024年の 3年間で鹿児島市ドクターカーが対応した	 	
	 初期波形心静止であった心停止症例の検討

……………………………………………………… 鹿児島市立病院  救急科	 奥田	龍一郎
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MO6-4（D）	 病院前救急で緊張性気胸が疑われドレナージを施行されたが	 	
	 肺塞栓症が認められた症例

………………………………………………… いまきいれ総合病院  救急科	 覚本	 雅也
MO6-5（D）	 ラリンジアルチューブ挿入後に		
	 両主気管支内歯牙異物を認めた心肺蘇生後の 1例

…………………………………………… 琉球大学病院  救命救急センター	 知念	 巧

ミニオーラル 7（MO7)� 15：00〜 15：30

	 「CPA1　前半」
	 座長	 関西医科大学附属病院  高度救命救急センター	 池側	 均
	 	 聖隷浜松病院  外科	 奥山	智紗子

MO7-1（D）	 西濃地域MC下における教育介入と	 	
	 OHCAの静脈路確保成功率に与えた影響

…………………………………………… 大垣市民病院  救命救急センター	 木村	 拓哉
MO7-2（E）	 搬送後実習の導入が院外心停止における静脈路確保成功率および	 	
	 アドレナリン投与時間に与える影響

……………………………………………………… 安来市消防本部  警防課	 橋谷	 隆志
MO7-3（E）	 アドレナリン投与と静脈路確保実施場所の検討

……………………………………………………… 東京消防庁  救急管理課	 平嶋	 直将
MO7-4（D）	 院外心肺停止における救急救命士の静脈路確保の状況と		
	 活動時間に関する検討

…………………………………………………… 岡山大学病院  救命救急科	 上田	 浩平
MO7-5（E）	 視覚的二重課題が胸骨圧迫の質に与える影響 	 	
	 —アイトラッキングを用いた検証—

……………………………… 弘前医療福祉大学短期大学部  救急救命学科	 齋藤	 駿佑

ミニオーラル 8（MO8)� 15：30〜 16：00

	 「CPA1　後半」
	 座長	 新潟医療福祉大学  医療技術学部・救急救命学科	 竹井	 豊
	 	 神戸市立医療センター中央市民病院  救命救急センター	 松岡	 由典

MO8-1（E）	 病院前救護における難治性VFに対する二重連続体外式除細動の検討
…………………………………………………… 加賀市消防本部  消防署／
	 富山大学大学院  総合医薬学専攻  救急医学講座	 河中	 拓郎

MO8-2（E）	 電気ショック適応傷病者への救急隊の戦略を考える
……………………………… 松江市消防本部  松江市北消防署  北部分署	 石橋	 達明

MO8-3（E）	 院外心停止における機械的胸骨圧迫の有効性について
……………………………………… 京都橘大学健康科学部  救急救命学科	 西	 大樹
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MO8-4（E）	 全救急隊への機械式ＣＰＲ装置を機能させるための運用設計
…………………………………… 豊田市消防本部  足助消防署稲武出張所	 宮永	 和貴

MO8-5（E）	 病院外心停止症例における気道確保器具使用割合の経年的変遷
…………………………………… 国士舘大学  防災・救急救助総合研究所	 桂原	 貴志

ミニオーラル 9（MO9)� 16：05〜 16：35

	 「CPA2　前半」
	 座長	 京都第二赤十字病院  高度救命救急センター  救急科	 石井	 亘
	 	 大阪市消防局  救急部救急課	 武本	 泰典

MO9-1（E）	 日本の高齢者における屋外水難事故の発生率と死亡リスク
…………………………………… 京都橘大学健康科学部  救急救命学科／
	 金沢医科大学  救急医学講座	 大和田	 均

MO9-2（D）	 当地域における院外心肺停止の救急隊活動と神経学的転帰との	 	
	 関連についての後方視的検討

……………………………………… 藤枝市立総合病院  救命救急センター	 麻喜	 幹博
MO9-3（E）	 病院前心停止における偶発性低体温症の社会復帰との関連

………………………………………… 京都橘大学大学院  健康科学研究科	 淺沼	 範彰
MO9-4（E）	 病院外心停止でのバイスタンダーによる心肺蘇生に関する検討	 	
	 —発生場所および患者の性差との関連—

…………………………… 明治国際医療大学保健医療学部  救急救命学科	 福井	 建皓
MO9-5（E）	 救急現場におけるバイスタンダー医師との連携と課題	 	
	 〜実効性と法的留意点について〜

………………………………………………… 福岡市消防局  警防部救急課	 岡村	 康平

ミニオーラル 10（MO10)� 16：35〜 17：05

	 「CPA2　後半」
	 座長	 島根大学医学部附属病院  高度外傷センター	 田中	 航
	 	 岐阜県総合医療センター  救急科	 豊田	 泉

MO10-1（E）	 ＣＰＡ事案における支援隊連携は蘇生アウトカムに影響するか　	 	
	 —７９２件の後ろ向き観察研究—

…………………………………………… 湖南広域消防局  北消防署出張所	 宮川	 誠
MO10-2（E）	 救急救命士 2名乗車におけるアドレナリン投与時間の変化

……………………………… 茨城西南広域消防本部坂東消防署  救急係／
	 国士舘大学防災・救急救助総合研究所	 中村	 哲久

MO10-3（E）	 航空機内でのCPA事案に対する救急隊活動の検討	 	
	 〜迅速な機外搬出と多機関連携が救命に寄与した一例〜

…………………………………………………… 福岡市消防局  博多消防署	 稲川	宗一郎
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MO10-4（D）	 CPA 搬送道中での搬送先医師によるDNAR意向確認
…………………… 彩の国東大宮メディカルセンター  救急・集中治療科	 小出	 正樹

MO10-5（D）	 救急外来死亡症例の死因決定プロセスの実態
………………………………………………… 加古川中央市民病院  救急科	 藤浪	 好寿

ミニオーラル 11（MO11)� 17：10〜 17：40

	 「プレホス　研修　前半」
	 座長	 国立病院機構奈良医療センター  薬剤部	 小田	 亮介
	 	 帝京大学医学部  救急医学講座	 加納	 誠也

MO11-1	 演題取り下げ

MO11-2（E）	 救急活動に関する法的知識の現状と課題
……………………………………… 豊田市消防本部  南消防署  消防１課	 平野	 幾万

MO11-3（D）	 脳卒中病院前救護を主軸とした PEMECコースの提案
…………………………………………… 帝京大学医学部  救急医学講座／
	 日本臨床救急医学会 PEMEC検討小委員会	 安心院	康彦

MO11-4（D）	 初期研修医の救急車同乗に対する意識調査と今後の教育に関する検討
…………………………………………………… 千葉市立海浜病院  救急科	 石垣	 佳織

MO11-5（N）	 フライトナースの教育ニード・学習ニードに関する調査
………………………………………………… 愛知県立大学  看護学研究科	 丹羽	由美子

ミニオーラル 12（MO12)� 17：40〜 18：10

	 「プレホス　研修　後半」
	 座長	 札幌医科大学  附属病院薬剤部／北海道病院前・航空・災害医学講座	 稲村	 広敏
	 	 野村医院  外科・内科・消化器科	 野村	 侑史

MO12-1（N）	 ラピッドレスポンスカー活動における	 	
	 医師・看護師の判断共有が促すチーム学習と看護師教育

……………………………………… 藤枝市立総合病院  救命救急センター	 増田	 喜昭
MO12-2（D）	 ラピッドレスポンスカー活動における省察の教育的意義 	 	
	 - 病院前診療の判断過程を重視した専攻医教育の試み -

……………………………………… 藤枝市立総合病院  救命救急センター	 鈴木	 秀聖
MO12-3（D）	 重症外傷診療におけるプロトコル導入および	 	
	 多職種参加型外傷シミュレーションの有用性

…………………………………………… 大阪医科薬科大学  救急医学教室	 武田	悠莉子
MO12-4（E）	 十勝地区における病院前周産期救急研修の取り組み

……………………………………… とかち広域消防局帯広消防署  救急課	 永井	 雄平
MO12-5（HS）	避難所設営訓練における応急手当訓練を組み込む取組み（2）

………………………………………………… 川越救急クリニック  救急科	 吉田	 雄一
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■ミニオーラル会場②（大阪国際会議場　3F　イベントホール BCD）

ミニオーラル 13（MO13)� 9：00〜 9：30

	 「内因性　感染　心血管　前半」
	 座長	 岡山赤十字病院  救急科	 有嶋	 拓郎
	 	 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院  救急科	 浦上	 雄平

MO13-1（D）	 早期の抗菌薬投与が有効であった劇症型溶連菌感染症の 1例
………………… 医療法人徳洲会  八尾徳洲会総合病院  救急総合診療科	 瀧上	 和也

MO13-2（D）	 腰痛の診療経過中に診断された Streptococcus agalactiae による	 	
	 脊椎感染症の一例

………………………………………………………… 熊本大学病院  救急部	 笹尾	 駿介
MO13-3（D）	 急性期DIC スコアを満たした若年 Lemierre 症候群の 1例

…………………………………… 昭和医科大学藤が丘病院  救命救急科／
	 昭和医科大学  医学部  救急・災害医学講座	 松田	 就

MO13-4（D）	 当院で経験した重症熱性血小板減少症候群 (SFTS)16 症例のまとめ
…………………………………………………………………鹿児島市立病院	 新屋	 俊樹

MO13-5（D）	 維持透析患者の膀胱膿症の 1例
…………………………………………………… 亀田総合病院  救命救急科	 式場	 智史

ミニオーラル 14（MO14)� 9：30〜 10：00

	 「内因性　感染　心血管　後半」
	 座長	 弘前総合医療センター  救急科	 入江	 仁
	 	 神戸市立医療センター  中央市民病院  救急科	 小松	 宗

MO14-1（D）	 気腫性腎盂腎炎を契機とした遅発性感染性動脈瘤破裂の一例
……………………………………………… 済生会横浜市東部病院  救急科	 丸野	 桃子

MO14-2（D）	 仰臥位での一過性意識消失を契機に診断した肺血栓塞栓症の一例
……………………………………………… 河北総合病院  救急集中治療科	 陳	 雨晟

MO14-3（D）	 心嚢穿刺困難なA型急性大動脈解離に伴う心停止に対し、	 	
	 蘇生的開胸術が有効であった一例

………………………………………… 前橋赤十字病院  集中治療科救急科	 谷	 昌純
MO14-4（D）	 扁桃周囲膿瘍を契機に仮性動脈瘤破裂が疑われたが	 	
	 保存的に軽快した 1例

………………………………… 聖路加国際病院  救急科救命救急センター	 高井	 信行
MO14-5（D）	 劇症型抗リン脂質抗体症候群（CAPS）による	 	
	 多臓器血栓症を呈した一例

…………………………………… 関西医科大学救急医学講座  救急医学科	 上田	 浩平
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ミニオーラル 15（MO15)� 10：05〜 10：35

	 「MSW　前半」
	 座長	 トヨタ記念病院  救急科	 西川	 佳友
	 	 同志社大学  社会学部	 野村	 裕美

MO15-1（MS）	旅行中に心肺停止となった外国人傷病者に対し、		
	 社会的調整を行い国際医療搬送で帰国した一例

…………………………………社会医療法人かりゆし会ハートライフ病院  
	 患者総合支援センター	 髙澤	 信哉

MO15-2（MS）	熱傷患者の社会的要因と救急医療における	 	
	 医療ソーシャルワーカーの役割

…………………………… 独立行政法人地域医療機能推進機構  中京病院  
	 地域医療連携・相談室	 竹野	 大介

MO15-3（MS）	名前や年齢も分からないという自殺企図者に	 	
	 ソーシャルワーク介入した１例

…………………………………………… 近畿大学病院  患者支援センター	 狗巻	 洋平
MO15-4（MS）	当院における自殺未遂者支援（初回面談）の標準化

…………………………………………… 長浜赤十字病院  医療社会事業課	 西川	 和典
MO15-5（D）	 急性期病院における非常勤精神科医の有効性

…………………………………………… 福岡県済生会二日市病院  救急科	 吉山	 直政

ミニオーラル 16（MO16)� 10：35〜 11：05

	 「MSW　後半」
	 座長	 東京曳舟病院  救急科	 竹村	 成秀
	 	 久留米大学病院高度救命救急センター /
	 	 久留米大学医学部救急医学講座	 田代	 恵太

MO16-1（O）	 自殺者の居住状況に関連する要因の検討		
	 - 人口動態変数と自殺手段の情報を用いた探索的検討 -

…………………………… 千葉科学大学  危機管理学部  保健医療学科／
	 明治国際医療大学  保健医療学部  救急救命学科	 村上	 龍

MO16-2（D）	 精神的虐待の背景がある自死症例において	 	
	 心停止下角膜移植を実施した一例

……………………………………………… 熊本赤十字病院  第一救急科部	 松田	 拓也
MO16-3（E）	 早期の補助換気が心停止回避に有効であった	 	
	 乳児揺さぶられ症候群の一例

……………………………………………………… 福岡市消防局  南消防署	 廣田	 直己
MO16-4（N）	 脳死下臓器提供ドナーの尊厳を保持するケアの実態：	 	
	 移植コーディネーターを対象とした質問紙調査

……………………………………………… 名古屋市立大学  看護学研究科	 澤田	 美和
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MO16-5（D）	 カスタマーハラスメント未報告に関連する要因の検討	 	
	 — 単施設全職員アンケート調査 —

……………………………………………………… 自衛隊中央病院  救急科	 寺山	 毅郎

ミニオーラル 17（MO17)� 11：10〜 11：40

	 「医療安全（薬剤・中毒）　前半」
	 座長	 小倉記念病院  薬剤部	 安藝	 敬生
	 	 札幌医科大学附属病院  薬剤部	 伊部	 裕太

MO17-1（P）	 「お薬探偵」から始まる薬剤情報のバトン
……………………………………………… 大阪医科薬科大学病院  薬剤部	 島田	 英佳

MO17-2（P）	 緊急入院後の持参薬鑑別所要時間に関する実態調査
……………………………………………………… 新久喜総合病院  薬剤科	 上本	 悠介

MO17-3（P）	 救急外来におけるアンデキサネット アルファ投与後の	 	
	 合併症発生率に関する後方視的研究

……………………………………………………… 石巻赤十字病院  薬剤部	 伊藤	 貴亮
MO17-4（P）	 救急外来常駐薬剤師が過敏反応を起こす可能性のある薬剤の	 	
	 投与回避に貢献した一例

………………………………………………… 京都第二赤十字病院  薬剤部	 島	 加奈子
MO17-5（P）	 長野赤十字病院における	 	
	 アンデキサネット アルファ使用症例の実態調査

……………………………………………………… 長野赤十字病院  薬剤部	 岩田	 昌紘

ミニオーラル 18（MO18)� 11：40〜 12：10

	 「医療安全（薬剤・中毒）　後半」
	 座長	 和歌山労災病院  救急集中治療部	 岩﨑	 安博
	 	 広島大学病院  薬剤部	 檜山	 洋子

MO18-1（P）	 当院におけるアンデキサネット アルファのインシデント傾向を	 	
	 踏まえた安全運用体制の構築

…………………………… SUBARU健康保険組合太田記念病院  薬剤部	 濵野	 翔平
MO18-2（P）	 ポナチニブ過量服用に対して代謝誘導目的で	 	
	 リファンピシンを併用した 1例

………………………………………… 日本医科大学多摩永山病院  薬剤部	 小原	衣未里
MO18-3（P）	 薬剤師の介入により	 	
	 高 Cl 血症から急性薬物中毒の被疑薬を特定した一例

………………………………………………… いわき市医療センター  薬局	 庄司	 航
MO18-4（P）	 当院の一般用医薬品中毒症例における	 	
	 原因薬剤の変遷と世代別特徴に関する考察

…………………………………………………… 京都岡本記念病院  薬剤部	 門野	めぐみ
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MO18-5（S）	 薬局薬剤師を対象とした薬物過量内服対応に関する	 	
	 オンライン研修の効果

……………………………………………… 名古屋市立大学薬学部  薬学科	 竹内	 太優

ミニオーラル 19（MO19)� 15：00〜 15：30

	 「学生教育等　前半」
	 座長	 帝京大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 岩下	 眞之
	 	 埼玉医科大学国際医療センター  救命救急科	 宮田	 秀平

MO19-1（E）	 救急車同乗実習が学生の職業的アイデンティティに与える影響 	 	
	 —質問紙調査を用いた前後比較試験—

………………………… 明治国際医療大学  保健医療学部  救急救命学科	 守岡	 大吾
MO19-2（E）	 救急救命士養成課程における	 	
	 病院連絡スキル教育プログラムの開発と評価

…………………………… 新潟医療福祉大学医療技術学部  救急救命学科	 尾﨑	あかね
MO19-3（E）	 寒冷環境下における雪山救助実習が救急救命士学生に与える	 	
	 教育的効果

………………………………… 日本体育大学保健医療学部  救急医療学科	 藤本	 賢司
MO19-4（N）	 救急救命士養成課程における	 	
	 手袋着脱技能修得に向けた縦断教育の効果

…………………………………………… 朝日大学保健医療学部  看護学科	 垣根	 美幸
MO19-5（E）	 段階的病院実習における	 	
	 救急救命士学生の積極性の変化と変動要因の検討

………………………………… 日本体育大学保健医療学部  救急医療学科	 宇田川	美南

ミニオーラル 20（MO20)� 15：30〜 16：00

	 「学生教育等　後半」
	 座長	 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院  救急科	 稲田	 眞治
	 	 千里金蘭大学  看護学部	 前田	 晃史

MO20-1（E）	 兵庫県における指導救命士の再教育について
……………………………………………………… 三田市消防本部  救急課	 折戸	 直樹

MO20-2（E）	 救急隊員教育における生成ＡＩ活用の試み 	 	
	 〜病院連絡能力向上の視点から〜

……………………………………………… 広島市消防局  東消防署警防課	 福田	 耕輔
MO20-3（E）	 形式的な PACから「逆算」に基づく現場管理へ		
	 〜 PCECにおけるプレアライバルコール教育の試み〜

………………………………………………………………倉敷芸術科学大学	 小谷	 和秀
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MO20-4（P）	 病院薬学実務実習における	 	
	 救命処置指導の教育効果および意識変容の調査

……………………………………………………… 札幌徳洲会病院  薬剤部	 武田	 瑛司
MO20-5（D）	 救命救急・防災教育における 	 	
	 Medical STEAMプログラムの教育効果と学生の意識変容

…………………………………………… 奈良県総合医療センター  救急科	 高野	 啓佑

ミニオーラル 21（MO21)� 16：05〜 16：35

	 「診療支援　院内救命士（特にタスクと教育）前半」
	 座長	 市立伊丹病院  救急科	 西村	 勇輝
	 	 高山赤十字病院  救急部	 吉田	 隆浩

MO21-1（E）	 救急救命士の適正配置とシフト検討	 	
	 —看護師の負担軽減とタスクシフトの平準化に向けて—

………………… 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院  救急部	 渡辺	 永司
MO21-2（E）	 病院救命士を対象とした気管挿管認定のための実習について

……………………… 医療法人社団蘇生会  蘇生会総合病院  救急救命科	 川上	 良太
MO21-3（E）	 病院救命士の静脈路確保の検討

…………………………………………………… 岡山大学病院  救命救急科	 中山	 晴貴
MO21-4（E）	 当院の院内救急救命士の血管内治療への参画

…………………………………… 日本医科大学武蔵小杉病院  救命救急科	 萩原	 鈴香
MO21-5（E）	 救急救命士がCPTに参画する有用性について

………………………………………………… 長浜赤十字病院  救急救命課	 山本	 萌永

ミニオーラル 22（MO22)� 16：35〜 17：05

	 「診療支援　院内救命士（特にタスクと教育）後半」
	 座長	 札幌医科大学医学部  救急医学講座	 岩元	 悠輔
	 	 さいたま赤十字病院  高度救命救急センター  救急科	 杉山	 茉祐

MO22-1（D）	 安全な病院救急車運用のための病院救急救命士教育への取り組み
……………………………… 社会医療法人社団正志会南町田病院  救急科	 西	 竜一

MO22-2（E）	 当院における救急救命士の教育的役割の検討
………………………………………… 市立青梅総合医療センター  救急科	 増田	 憲悟

MO22-3（E）	 院内での新卒救急救命士教育体制と課題
……………………………… 社会医療法人同仁会  周南記念病院  救急部	 大田	 倖也

MO22-4（D）	 病院救急救命士の運用実態と体制構築	 	
	 —救命士科独立とキャリアラダー導入による処遇改善への展望—

………………………………………… 筑波記念病院  救急科・集中治療科	 長田	 雄大
MO22-5（E）	 病院救急救命士の部署立ち上げを 2度経験しての知見

…………………………………………………… 医療法人青仁会  池田病院	 新屋	 秀斗
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ミニオーラル 23（MO23)� 17：10〜 18：10

	 「メディカルスタッフ」
	 座長	 近畿大学病院  中央臨床検査部	 辻本	 麻愉
	 	 昭和医科大学江東豊洲病院  救急診療科	 林	 宗貴

MO23-1（CE）	救急初療室での麻酔器運用体制整備の取り組み
………………………………… 東京慈恵会医科大学附属病院  臨床工学部	 川尻	 将守

MO23-2（CE）	DMAT機器の日常運用を兼ねた保守管理の取り組み
…………… 奈良県立医科大学附属病院  医療技術センター臨床工学 1係	 前川	 敦史

MO23-3（CE）	外傷診療における臨床工学技士の役割
……………………… 社会医療法人緑泉会  米盛病院  診療支援部CE課	 中武	 桃華

MO23-4（MT）	救急外来常駐の臨床検査技師が担う心エコー検査の役割
……………医療法人  豊田会  刈谷豊田総合病院  臨床検査・病理技術科	 鈴木	 雅大

MO23-5（MT）	当院における尿中薬物検出キットによるオーバードーズの現状
…………………………………………… 山形大学医学部附属病院  検査部	 佐藤	 直仁

MO23-6	 演題取り下げ

MO23-7（MT）	当院におけるクリティカルバリュー報告履歴の分析と展望
……………………………… 医療法人社団永生会南多摩病院  臨床検査科	 田中	 優太

MO23-8（D）	 デジタル田園健康特区における病院前超音波検査の検討
……………………………………… 岡山大学病院  地域医療DX推進講座	 上田	 浩平

MO23-9（TH）	リング型創外固定術後における		
	 足関節拘縮予防を目的とした急性期理学療法介入—症例報告—

…………………………… 総合病院土浦協同病院  リハビリテーション部	 宮阪	 隼人

■ミニオーラル会場③（大阪国際会議場　3F　イベントホール BCD）

ミニオーラル 24（MO24)� 9：00〜 9：30

	 「多職種研修　前半」
	 座長	 最上町立最上病院	 森脇	 義弘
	 	 兵庫県災害医療センター  事業課	 和田	 広大

MO24-1（E）	 南房総地域メディカルコントロール協議会における	 	
	 周産期救急研修会の取り組みについて

………………… 安房郡市広域市町村圏事務組合消防本部  館山消防署／
	 南房総地域メディカルコントロール協議会／
	 国士舘大学大学院 救急システム研究科	 三平	 学

MO24-2（E）	 教育ラダーを用いた病院救急救命士新人教育の標準化と運用課題
………………… 医療法人札幌ハートセンター  札幌心臓血管クリニック  
	 診療技術部  救急救命士科	 上村	 俊太
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MO24-3（E）	 新人救急救命士の判断過程から学ぶ	 	
	 単独事故の背後に潜んだ内因性脳血管障害の一例

…………………………………… 栃木市消防本部  栃木市消防署岩舟分署	 深津	 佳威
MO24-4（D）	 地方救命救急センターにおける院内救急救命士の教育

……………………………………… 青森県立中央病院  救命救急センター	 齋藤	 兄治
MO24-5（E）	 病院救命士の「見える化教育」について

……………………………………………………… 中部徳洲会病院  看護部	 森田	 尚伍

ミニオーラル 25（MO25)� 9：30〜 10：00

	 「多職種研修　後半」
	 座長	 聖路加国際病院  救急科・救命救急センター	 磯川	修太郎
	 	 国士舘大学  大学院救急システム研究科	 坂梨	 秀地

MO25-1（E）	 多職種が他職種を育てる教育体制とその効果
………………… 医療法人豊田会  刈谷豊田総合病院  救命救急センター	 尾中	 秀行

MO25-2（D）	 かんぴょうを使用した輪状甲状靭帯穿刺・切開シミュレーターの開発
………………………………………… 自治医科大学医学部  救急医学講座	 堀江	 康貴

MO25-3（D）	 重症外傷診療を支える看護師の教育体制構築への取り組み
………………………… 一般財団法人太田綜合病院附属  太田西ノ内病院  
	 救命救急センター／
	 島根大学医学部  Acute  Care  Surgery 講座	 松本	 亮

MO25-4（R）	 超音波検査技師による間接的救急診療支援
…………………………………… 大垣市民病院  医療技術部  診療検査科	 市川	 宏紀

MO25-5（E）	 親子で学ぶ危険予知トレーニング教材の開発
………………………………… 帝京大学福岡医療技術学部  医療技術学科	 吉村	 優希

ミニオーラル 26（MO26)� 10：05〜 10：35

	 「診療支援　院内救命士（院外活動）前半」
	 座長	 相澤病院  救命救急センター  救急科	 能重	久太郎
	 	 相澤病院  救命救急センター  救急科	 吉池	 昭一

MO26-1（D）	 大都市の民間二次救急病院群による	 	
	 モバイルDX救急車（ICUmo：イクモ）の活用　第二報

…………………………… 社会医療法人社団正志会（ペンギングループ）  
	 救急災害医療連携・DX推進部門  病院救急車運用部	 高橋	 宏樹

MO26-2（E）	 救急救命士主導による	 	
	 高齢者福祉施設入所者への早期医療介入の取り組み

…………………………… 社会医療法人杏嶺会  一宮西病院  救急管理課	 池戸	 亮治
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MO26-3（E）	 病院救急車の運用による救急隊の負担軽減と救急搬送要請の適正化 	 	
	 〜地域医療の原点から現点そして頂点へ〜

…………………………… 関西メディカル病院  ER センター／EMT科	 中村	 賢人
MO26-4（E）	 福岡県病院救急救命士連絡協議会の活動について

……………………… 社会医療法人陽明会  小波瀬病院  災害医療対策室	 向井	 亮裕
MO26-5（D）	 病院救急救命士の実態把握と地域協議体による	 	
	 実装支援（業務基準共有・教育支援）

…………………………………………… 福岡大学病院  救命救急センター	 中村	 篤雄

ミニオーラル 27（MO27)� 10：35〜 11：05

	 「診療支援　院内救命士（院外活動）後半」
	 座長	 りんくう総合医療センター  大阪府泉州救命救急センター	 臼井	 亮介
	 	 関西医科大学総合医療センター  救命科	 玉垣	 圭祐

MO27-1（E）	 地域救急医療を補う当院救急救命科の今までとこれから
…………………一般財団法人  脳神経疾患研究所  附属  総合南東北病院  
	 救急救命科	 菅野	 弘明

MO27-2（D）	 脳卒中疑い患者に対する救急隊の現場滞在時間短縮に向けた	 	
	 病院救急救命士の取り組みとその効果

……………………………… 社会医療法人社団正志会南町田病院  救急科	 西	 竜一
MO27-3（E）	 病院救急車を活用し転院搬送業務を行うことによる	 	
	 消防救急車負担軽減への取り組み

……………………………… 社会医療法人若竹会  つくばセントラル病院  
	 救急総合診療センター	 村里	 駿

MO27-4（E）	 院内救命士の現在地と今後の展望	 	
	 - 法改正後の実践整理からみた専門職としての進化 -

…………………………………… 日本赤十字社  伊勢赤十字病院  救急部	 宮崎	伊佐夫
MO27-5（E）	 病院救命士 離職率改善に向けた取り組み	 	
	 〜採用後 12年 多様化 - 専門化 - 処遇改善の 3拍子介入による定着化〜

……………………社会医療法人純幸会  関西メディカル病院  EMT科／
	 関西メディカル病院  ER センター	 平田	 誠

ミニオーラル 28（MO28)� 11：10〜 11：40

	 「災害・マスギャザリング　前半」
	 座長	 社会医療法人  緑泉会  米盛病院  救命救急センター	 冨岡	 譲二
	 	 大阪公立大学医学部附属病院  救命救急センター	 芳竹	 宏幸

MO28-1（O）	 広域医療搬送拠点での	 	
	 臨時医療施設の設置状況に関する基礎的調査研究

………………………………………… 日本大学理工学部  海洋建築工学科	 江川	 香奈
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MO28-2（D）	 AMAT救急救命士隊員による災害時医療搬送体制の拡充
………正志会  平成立石病院  救急科／全日本病院協会  救急防災委員会	 大桃	 丈知

MO28-3（P）	 能登半島地震の経験を踏まえたDMAT隊員への	 	
	 破傷風ワクチン接種体制の整備

…………………… 地方独立行政法人  桑名市総合医療センター  薬剤部	 西川	 嘉広
MO28-4（D）	 大規模地震時における国際医療チーム受援体制の検証

…… 国立健康危機管理研究機構（JIHS）/  順天堂大学  DMAT事務局	 大場	 次郎
MO28-5（E）	 大規模災害に備えた消防団員教育

……………………………………………… 岡山市消防局  岡山市西消防署	 鈴木	 寛也

ミニオーラル 29（MO29)� 11：40〜 12：10

	 「災害・マスギャザリング　後半」
	 座長	 社会福祉法人  京都社会事業財団  京都桂病院  薬剤科	 段林	 正明
	 	 沖縄県立中部病院  救急科	 西山	 隆

MO29-1（E）	 救急隊員の安全確保と病院前活動の狭間で—クロルピクリン中毒
……………………………… 川越地区消防局  川越中央消防署高階分署／
	 埼玉医科大学総合医療センター  高度救命救急センター	 原田	 大亮

MO29-2（E）	 十勝岳噴火訓練で判明した多機関トリアージ運用の相違と課題
……………………………………… 旭川医科大学病院  救命救急センター	 大滝	 達也

MO29-3（D）	 関越自動車道多重事故事例から考える、	 	
	 傷病者搬送方針と多機関連携を考慮した本部設置に関する一考察

……………………………………… 利根中央病院  救急科・総合診療科／
	 国立健康危機管理研究機構危機管理・運営局DMAT事務局	 鈴木	 諭

MO29-4（E）	 過疎地域で開催される	 	
	 100kmウルトラマラソンの救護体制の	実態と課題	 	
	 —丹後大会の活動報告—

…………………… 宮津与謝消防組合消防本部  宮津与謝消防署橋北分署	 糸井	 康隆
MO29-5（D）	 災害医療人材養成プログラムの効果に関するアンケート調査

………………………………… 熊本大学病院  災害医療教育研究センター	 笠岡	 俊志

ミニオーラル 30（MO30)� 15：00〜 15：30

	 「診療・診療支援（ドクターカー）　前半」
	 座長	 鳥取大学医学部  救急災害医学分野	 本間	 正人
	 	 奈良県立医科大学  救急医学／高度救命救急センター	 宮崎	 敬太

MO30-1（E）	 消防機関との関係構築が	 	
	 ラピッドレスポンスカー要請件数に与えた影響

………………………………… 医療法人社団清和会笹生病院  救急調整室	 村上	 友規
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MO30-2（E）	 ICT を活用した病院救急車・リフト車を含む	 	
	 ３台体制運用の可視化と実運用上の有用性

………………………………………………… 誠馨会  新東京病院  救急科	 牧山	 貴明
MO30-3（E）	 ドクターカーと救急隊が IP 無線機を共同で使用し	 	
	 情報共有における質の向上と迅速化を目指す取り組みについて

………………………………………………… さくら総合病院  医療技術部	 荒瀬	 瑞樹
MO30-4（D）	 自動胸骨圧迫器非搭載ドクターヘリにおける	 	
	 内因性心肺停止症例対応の地域別実態分析

………………………………… 福島県立医科大学医学部  救急医療学講座	 反町	光太朗
MO30-5（E）	 アナフィラキシーに対するエピネフリン投与の実証事業報告	 	
	 −救急隊による早期介入の検討−

…………………………………… 弘前地区消防事務組合  消防本部警防課	 今井	 駿

ミニオーラル 31（MO31)� 15：30〜 16：00

	 「診療・診療支援（ドクターカー）　後半」
	 座長	 加古川中央市民病院  救急科	 藤浪	 好寿
	 	 名古屋市立大学病院  救命救急センター	 舩越	 拓

MO31-1（E）	 救急救命士の処置範囲拡大に係る実証事業が	 	
	 地域メディカルコントロール協議会にもたらしたもの

………………………………………………… 岡崎市消防本部  消防救急課	 畑中	 大祐
MO31-2（E）	 中山間地域におけるエピペン投与実証事業の有用性についての検討

…………………………… 備北地区消防組合消防本部  警防課救急救助係	 増田	 慎吾
MO31-3（E）	 エピペン実証隊と救急ワークステーション隊のシームレス連携 	 	
	 〜高校生の命をつなぐ〜

…………………………………………………………………秦野市消防本部	 濵島	 太一
MO31-4（D）	 超高齢社会における終末期救急と不搬送判断の検討　	 	
	 —ドクターカー介入により不搬送となった 2症例—

……………………………………… 前橋赤十字病院  集中治療科・救急科	 大瀧	 好美
MO31-5（D）	 ランデブーポイントで不整脈の有無を確認し	 	
	 ドクターヘリ搬送したトリカブト中毒の 1例

………………………… 福島県立医科大学医学部救急医療学講座  救急科	 阪内	麻里子
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ミニオーラル 32（MO32)� 16：05〜 16：35

	 「薬物治療関連　前半」
	 座長	 東邦大学  薬学部  臨床薬学教室	 神原	 永長
	 	 済生会熊本病院  薬剤部	 西村	 知晃

MO32-1（P）	 重症患者での血清クレアチニン・シスタチンC複合式の有用性：	 	
	 実測クレアチニンクリアランスとの比較検討

……………………………………………… 札幌医科大学付属病院  薬剤部	 宮尾	 舞
MO32-2（P）	 救急における心不全急性増悪に対して	 	
	 トルバプタンを有効かつ安全に使用するための後ろ向き検討

…………………… 黒松内町国保くろまつないブナの森診療所  薬剤科／
	 勤医協中央病院	 中井	 慎一

MO32-3（P）	 集中治療領域におけるレミフェンタニル交換時の効果減弱の報告
………………… 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院  薬剤部	 桑原	 匠平

MO32-4（P）	 過大腎クリアランス発現時に、レベチラセタムの最大投与量で	 	
	 有効血中濃度への到達及び効果が得られた一例

……………………………………… りんくう総合医療センター  薬剤部門	 小林	 洋平
MO32-5（P）	 ＥＲ専従薬剤師が関与した	 	
	 緊急外科手術患者の抗血栓薬服用状況の実態調査

……………………………… 医療法人徳洲会  湘南鎌倉総合病院  薬剤部	 山口	 明奈

ミニオーラル 33（MO33)� 16：35〜 17：05

	 「薬物治療関連　後半」
	 座長	 熊本大学病院  薬剤部	 西村	 文宏
	 	 近畿大学病院  薬剤部	 松田	 智行

MO33-1（P）	 病態と薬物相互作用に立脚したワーファリン非使用患者における	 	
	 重度血液凝固障害への薬学的介入

………………………………………… 宮崎大学医学部附属病院  薬剤部／
	 福岡大学薬学部  健康危機管理薬学研究室	 森崎	 愛夢

MO33-2（P）	 人工呼吸器装着患者における	 	
	 サルブタモール高用量投与の安全性に関する検討

…………………………………………………… 済生会宇都宮病院  薬剤部	 笹島	 弘章
MO33-3（P）	 膵外分泌機能不全に対して	 	
	 リパクレオン ® カプセルを経管投与した 1例

…………………………………………… 大阪大学医学部附属病院  薬剤部	 山上	 聡子
MO33-4（P）	 バンコマイシン TDMにおける		
	 共通カルテフォーマット導入後の TDM実施率と精度の調査

……………………………………………………… 新久喜総合病院  薬剤科	 保前	 優奈
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MO33-5（P）	 重症低 K血症合併難治性不整脈に対して	 	
	 大量カリウム補充で救命した１例

……………………………………………………… 中部徳洲会病院  薬剤部	 平識	 善彦

ミニオーラル 34（MO34)� 17：10〜 17：40

	 「その他 1　前半」
	 座長	 神戸大学医学部附属病院  救命救急科	 高山	 和之
	 	 関東労災病院  集中治療科	 早野	 大輔

MO34-1（E）	 救急搬送における搬送環境と搬送資器材が	 	
	 救急隊員の身体負担に及ぼす影響

…………………………… 新潟医療福祉大学医療技術学部  救急救命学科	 外山	 元
MO34-2（E）	 １１９番通報の一部を救急相談センターに転送する運用について

………………………………… 東京消防庁救急部  救急医務課救急相談係	 大森	 達矢
MO34-3（E）	 病院救急救命士の人材確保　〜救急救命士学科学生に行った	 	
	 希望就職先アンケート調査・病院実習後の影響〜

………………地方独立行政法人加古川市民病院機構加古川中央市民病院  
	 救急科	 二神	怜太郎

MO34-4（E）	 家族背景が救急救命士養成課程の学生の		
	 職業的アイデンティティ形成に与える影響

…………………………… 明治国際医療大学保健医療学部  救急救命学科	 上田	 泰憲
MO34-5（E）	 救急搬送データからみる地理的・環境要因の疾病発生への空間的影響	 	
	 - 青森県弘前市を中心に -【第 1報】

……………………………… 弘前医療福祉大学短期大学部  救急救命学科	 鳴海	 圭佑

ミニオーラル 35（MO35)� 17：40〜 18：10

	 「その他 1　後半」
	 座長	 京都橘大学  健康科学部救急救命学科	 大石	 泰男
	 	 社会医療法人石心会  川崎幸病院  救急センター  救急科	 髙橋	 直樹

MO35-1（E）	 ＩＰ無線を活用した救急活動支援について
………………………………………………… 豊後高田市消防本部  警防課	 都甲	 卓樹

MO35-2（E）	 リスクマネジメント理論	 	
	 『ＣＲМ（クルー・リソース・マネジメント）』による	 	
	 消防救急の業務再構築及び管理

……………………………………………………… 岡山市消防局  東消防署	 田邊	 祐二
MO35-3（E）	 プレホスピタルにおけるビデオ喉頭鏡複数機種導入の意義と課題

………………………………………… 尼崎市消防局  救急課需要対策担当	 村山	 佑樹



日臨救急医会誌（JJSEM）2026；29：228-344282

MO35-4（E）	 救急現場における医療機関選定のデータ戦略　	 	
	 〜応需傾向分析の効果と可能性〜

…………………………………… 仙台市消防局  青葉消防署警防課救急係	 二瓶	 昌宏
MO35-5（E）	 マニュアルストレッチャー昇降動作時の姿勢の違いによる	 	
	 身体負荷の比較：筋電図を用いた実験研究

……………………………………… 京都橘大学健康科学部  救急救命学科	 黒﨑	 久訓

■ミニオーラル会場④（大阪国際会議場　3F　イベントホール BCD）

ミニオーラル 36（MO36)� 9：00〜 10：00

	 「外因（その他）」
	 座長	 洛和会音羽病院  救命救急センター・京都ER	 石倉	 宏恭
	 	 湘南鎌倉総合病院  救急総合診療科・集中治療科	 久志本	愛莉

MO36-1（E）	 災害級猛暑下の大規模イベントにおける		
	 WBGTデータに基づく日陰誘導の熱中症予防効果

………………………… 愛知淑徳大学健康医療科学部  救急救命学専攻／
	 一般財団法人  2005 年日本国際博覧会記念災害救急医療研究財団	 丹羽	 一晃

MO36-2（N）	 マラソン大会における	 	
	 心停止対応後の救護者メンタルヘルスフォローシステムの構築と運用

…………………………………… 産業医科大学病院  救急・集中治療科／
	 産業医科大学医学教育改革推進センター／
	 北九州マラソン 2026 救護本部	 濵田	千枝美

MO36-3（E）	 運動競技中における病院外心停止の発生と気象要因の関連の検討
…………………………… 明治国際医療大学保健医療学部  救急救命学科	 金川	 陽亮

MO36-4（S）	 スポーツイベントの医療救護活動における医療コンテナの活用経験
……………………………………………………… 千葉大学  医学部医学科	 海老名	柊聖

MO36-5（D）	 水平潜水により hypoxic blackout を来し、	 	
	 市民プールで溺水した一例

……………………………………………………………………公立昭和病院	 兒玉	 尚亮
MO36-6（D）	 長期尿道カテーテル使用患者における左上部尿管へのカテーテル迷入：	 	
	 閉塞性腎盂腎炎・後腹膜腔血腫の一例

………………社会医療法人  蘇西厚生会  松波総合病院  救急総合診療科	 柴	 將人
MO36-7（D）	 耳管通気療法後に発症した頸部・縦隔気腫の 1例

…………………… 国家公務員共済組合連合会  横浜栄共済病院  救急科	 宮内	詩清音
MO36-8（D）	 直腸異物に対して経肛門的に異物除去できた１例

…………………………………………………… 関西労災病院  救命救急科	 竹中	 祐介
MO36-9（D）	 当院での熊外傷の診療経験から

…………………………………………………… 雄勝中央病院  脳神経外科	 國塚	 久法
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ミニオーラル 37（MO37)� 10：05〜 10：35

	 「中毒 1　前半」
	 座長	 京都第二赤十字病院  救急科	 飯塚	 亮二
	 	 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構  倉敷中央病院  救急科	 太田	 友

MO37-1（D）	 CO中毒による心筋障害に対してVA ECMOを要した症例
………………………………………………… 旭川医科大学  救急医学講座	 三上	 直起

MO37-2（D）	 致死性不整脈で心肺停止を来したマムシ咬傷GradeVの１例
…………………………… 島根大学医学部  Acute  care  surgery 講座／
	 島根大学医学部付属病院  高度外傷センター	 川澄	 駿

MO37-3（D）	 偶発的な灯油誤飲による化学性肺炎の 1例
………………………………一般財団法人  永頼会  松山市民病院  救急科	 小田原	一哉

MO37-4（D）	 組織と現場スタッフを守る違法薬物検出時の通報体制
…………………………………………… ( 地独）堺市立病院機構  理事会	 中田	 康城

MO37-5（D）	 健康関連情報統合データベース LIFE study を用いた気道異物による	 	
	 窒息の記述的研究

…………………… 九州大学大学院医学研究院  医療経営・管理学講座／
	 川崎町立病院  内科	 上村	 亮介

ミニオーラル 38（MO38)� 10：35〜 11：05

	 「中毒 1　後半」
	 座長	 京都府立医科大学附属病院  薬剤部	 上田	 和正
	 	 市立伊丹病院  薬剤部薬剤科	 濱名	 哲大

MO38-1（E）	 山間部における一酸化炭素中毒集団災害への初動対応と		
	 現場安全管理に関する考察

………………………………………………… 佐賀広域消防局  多久消防署	 濱野	 拓実
MO38-2（D）	 アルコール多飲による重度メトホルミン関連乳酸アシドーシス	 	
	 （MALA）に対し、血液浄化療法が奏功した一例

…………… 公益財団法人田附興風会  医学研究所北野病院  消化器内科	 東	 温人
MO38-3（D）	 酸性洗剤の服用により重篤な化学性腸炎を来した１例

…………………… 国家公務員共済組合連合会  横浜栄共済病院  救急科	 早乙女	乃愛
MO38-4（P）	 比較的軽症な経過をたどったコルヒチン過量内服の一例

…………… 地方独立行政法人京都市立病院機構  京都市立病院  薬剤部	 本多	あずさ
MO38-5（D）	 急性一酸化炭素中毒に対してネーザルハイフローを使用した 1例

……………………………………………………… 徳島赤十字病院  救急科	 南	 健介
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ミニオーラル 39（MO39)� 11：10〜 11：40

	 「看護 1　前半」
	 座長	 平成立石病院  救急救命士科	 家田	 淳史
	 	 北海道科学大学  保健医療学部看護学科	 石川	 幸司

MO39-1（N）	 看護部所属の院内救命士教育の基盤づくり
………………………………… 大阪けいさつ病院  ER 救命救急センター	 長見	 亮汰

MO39-2（N）	 院内救急救命士新規採用に伴う業務設計と段階的運用構築の過程	 	
	 〜多職種で検討した業務整理の実際〜

……………大阪国際メディカル＆サイエンスセンター大阪けいさつ病院  
	 ＥＲ・救命救急センター	 西崎	 雄太

MO39-3（E）	 病院救命士の業務実態と診療効果
…………………………… 聖マリアンナ医科大学病院  救命救急センター	 白藤	 優佳

MO39-4（N）	 当院における病院救命士の役割
…………………………………………… 東京警察病院  救急・集中治療科	 本山	 裕一

MO39-5（E）	 院内急変対応における救急救命士の現状と課題
………………………… 医療法人徳洲会  宇治徳洲会病院  救急救命士科	 正野	 広輝

ミニオーラル 40（MO40)� 11：40〜 12：10

	 「看護 1　後半」
	 座長	 日本医科大学付属病院  高度救命救急センター	 山﨑	 直人
	 	 大阪急性期・総合医療センター  薬局	 吉田	 紗理

MO40-1（E）	 病院内救急救命士が院内急変時に業務支援で関わった一例
……………………………………… 東京医科大学病院  救命救急センター	 吉澤	 直也

MO40-2（N）	 救急外来における認知バイアス
…………… 社会医療法人財団慈泉会相澤病院  救急救命センター看護科	 西牧	 健吾

MO40-3（N）	 重症死亡例を契機としたマムシ咬傷対応の標準化と運用 	 	
	 —医師・看護師協働による安全管理体制の構築—

…………………………………… 高知県立幡多けんみん病院  HCU・ER	 酒井	 貴章
MO40-4（N）	 事例を通じて取り組んだ中山間僻地災害拠点病院外来看護部における	 	
	 多数傷病者応需体制整備

………………………………………………………… 利根中央病院  看護部	 迫田	 紀穂
MO40-5（N）	 院内トリアージ事後検証の実施状況と課題

……………………………………… 一般財団法人住友病院  救急センター	 吉川	 静
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ミニオーラル 41（MO41)� 15：00〜 15：30

	 「診療支援　多職種の雑多　前半」
	 座長	 国立病院機構北海道医療センター  救命救急センター  看護部	 斉藤	 大介
	 	 獨協医科大学埼玉医療センター  救命救急センター	 松島	 久雄

MO41-1（D）	 救命救急センターにおける持続可能な多職種連携を目指して
………………………………………… 春日井市民病院  救命救急センター	 近藤	 圭太

MO41-2（D）	 地方二次病院での災害に関する多職種アンケート調査
………………………………………………… 済生会中和病院  総合診療科	 小延	 俊文

MO41-3（E）	 共通言語としての PACCコース教育が病院救急対応に与える効果
………………… 医療法人札幌ハートセンター  札幌心臓血管クリニック  
	 診療技術部  救急救命士科	 加藤	 敦

MO41-4（E）	 救急搬送患者帰宅者に対する電話訪問の報告及び成果について
………………………………………… 名古屋徳洲会総合病院  救急救命室	 古山	 歩夢

MO41-5（N）	 多職種協働による	 	
	 緊急入院患者の窒息予防に向けた安全な食事提供体制の構築

………………………………… 福岡大学病院  看護部  救急治療センター	 野相	裕美子

ミニオーラル 42（MO42)� 15：30〜 16：00

	 「診療支援　多職種の雑多　後半」
	 座長	 沖縄県立南部医療センター・こども医療センター  救急・集中治療科	 外間	 亮
	 	 日本大学医学部  救急医学系救急集中治療医学分野	 細川	 透

MO42-1（HS）	救命病棟での入院時重症患者対応メディエーター（ＣＣＭ）介入と	 	
	 多職種及び倫理カンファレンスにおける役割

…………………… 済生会横浜市東部病院  こころのケアセンター心理室	 牛山	 幸世
MO42-2（E）	 三次医療機関を有さない地域における	 	
	 多職種教育による搬送先選定の共通認識形成の試み

…………………………………………………… 川西市消防本部  南消防署	 寺石	 恭輔
MO42-3（E）	 さらなる救命の連鎖の高みを求めて

……………………………………………………… 尼崎市消防局  西消防署	 佐藤	 雄紀
MO42-4（E）	 北海道から本州への航空医療搬送	 	
	 ~ メディカルウイングと民間航空機とを比較して

……………………… 医療法人徳洲会  札幌東徳洲会病院  救急センター	 山﨑	 藍
MO42-5（E）	 消防・警察・海保・医療合同Wet Lab Training による		
	 多職種連携の有用性の検討

…………………………………………………… 大阪市消防局  水上消防署	 三木	 大輔
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ミニオーラル 43（MO43)� 16：05〜 16：35

	 「CPA3　前半」
	 座長	 九州大学病院  救命救急センター	 賀来	 典之
	 	 仙台市消防局  救急指導課	 熊谷	 毅

MO43-1（E）	 ポケットマスクを用いた教職員による人工呼吸の普及啓発
…………………………………………………… 大阪南消防局  警備第一課	 渡部	 雄介

MO43-2（E）	 救急救命士救急車乗車人数と傷病者予後の関連 		
	 - 多地域共同コホート研究 -

…………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 木村	 龍
MO43-3（E）	 秋田県におけるハイパフォーマンスCPRの導入状況と	 	
	 指導救命士を中心とした教育戦略

…………………………………… 横手市消防本部  横手市消防署  西分署	 山田	 浩貴
MO43-4（E）	 救急外来到着後に導入された機械的胸骨圧迫装置の有効性

………………………………… 日本医科大学武蔵小杉病院  救命救急科／
	 日本体育大学大学院  保健医療学研究科	 遠藤	信太郎

MO43-5（E）	 ECPR 導入に至った学内急変に対する	 	
	 三重大学病院ドクターカーの機動的運用の経験

…… 三重大学医学部附属病院  高度救命救急・総合集中治療センター／
	 名張市消防本部	 三河内	伸一郎

ミニオーラル 44（MO44)� 16：35〜 17：05

	 「CPA3　後半」
	 座長	 りんくう総合医療センター  大阪府泉州救命救急センター	 福間	 博
	 	 社会医療法人愛仁会  高槻病院  ICU	 藤永	 純一

MO44-1（CE）	救急診療科における VV ECMO 導入の均質化を目的とした	 	
	 標準化体制の構築

…………………………… 大阪急性期・総合医療センター  臨床工学部門	 古賀	比奈子
MO44-2（D）	 当院におけるHybrid ER 導入前後の ECPR 施行症例の検討

……………………… 奈良県立医科大学附属病院  高度救命救急センター	 伴	 理紗子
MO44-3（D）	 インフルエンザ感染後の重症MSSA肺炎に対して	 	
	 V-V ECMOを中心とした集学的治療で救命した 1例

……………………………… 聖路加国際病院  救急科・救命救急センター	 近藤	 優樹
MO44-4（D）	 VV-ECMO回路内で血栓形成しポンプ流量が低下した一例

…………………………………………………… 関西労災病院  救命救急科	 喜多村	まゆ
MO44-5（D）	 Klebsiella pneumoniae 肺炎から敗血症、	 	
	 たこつぼ型心筋症に至りV-A ECMOが奏功した一例

……………………………………… 関西医科大学  卒後臨床研修センター	 満倉	 希星
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ミニオーラル 45（MO45)� 17：10〜 17：40

	 「その他 2（医療経済・法倫理を含む）　前半」
	 座長	 医学研究所北野病院  救急科	 平川	 昭彦
	 	 市立伊丹病院  看護部  ICU・救急外来・放射線科	 吉田	 宏

MO45-1（MS）	救急認定ソーシャルワーカーが入院時重症患者対応メディエーターを	 	
	 兼務して分かった他の診療科との相違

…………………SUBARU健康保険組合  太田記念病院  地域医療連携課	 原	 一正
MO45-2（O）	 社会実装における傷病者搬送時の従来法とNo Lift 法の比較検討

……………………………… 広島国際大学  保健医療学部  救急救命学科	 安田	 康晴
MO45-3（D）	 当院救急センターにおける不必要な採血ゼロへの挑戦

…………………………………………………………………勤医協中央病院	 池田	倫太朗
MO45-4（N）	 ER 救命救急センターにおける臨床倫理カンファレンスの実践と課題

……………………………… 大阪けいさつ病院  ER・救命救急センター	 笠原	 美紀
MO45-5（D）	 推定意思を尊重した緩和的抜管の倫理的意思決定

…… 沖縄県立南部医療センター・こども医療センター  救急集中治療科	 新里	 盛朗

ミニオーラル 46（MO46)� 17：40〜 18：10

	 「その他 2（医療経済・法倫理を含む）　後半」
	 座長	 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 柏浦	 正広
	 	 昭和医科大学  救急災害医学講座	 中島	 靖浩

MO46-1（HS）	A クリニック (仮称 ) の電話問合せにみる診療科の需要
………………………………………………… 川越救急クリニック  救急科	 吉田	 雄一

MO46-2（E）	 クラウドファンディングを活用した病院救急車購入の取り組み
……………………………………………… 河北総合病院  救急集中治療科	 竹内	 一貴

MO46-3（O）	 月の満ち欠けにより交通事故は増えるか
…………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 田久	 浩志

MO46-4（D）	 台湾の救急医療体制の現況と課題
………………………………… 田附興風会医学研究所北野病院  救急科／
	 京都大学医学部附属病院  初期診療・救急科	 王	 徳雄

MO46-5	 演題取り下げ
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■ミニオーラル会場⑤（大阪国際会議場　3F　イベントホール BCD）

ミニオーラル 47（MO47)� 9：00〜 9：30

	 「内因性　その他　前半」
	 座長	 聖路加国際病院  救急科・救命救急センター	 宮本	 颯真
	 	 日本医科大学千葉北総病院  救命救急センター／
	 	 ショック・外傷センター	 安松	比呂志

MO47-1（D）	 精神疾患の治療中に甲状腺クリーゼの診断に至った一例
…………………………………………… 昭和医科大学医学部  救命救急科	 町田	 麻美

MO47-2（D）	 特発性膀胱破裂における逆行性膀胱造影の至適施行時期の検討
…………………………………………… 東京警察病院  救急・集中治療科	 横山	 敦士

MO47-3（D）	 高浸透圧高血糖状態と急性膵炎を合併した一例　	 	
	 ー相反する病態を考慮した初期輸液管理ー

……………………………………………………………………筑波記念病院	 村上	 朔人
MO47-4（D）	 急性上気道炎を誘因として両側声帯開大不全を生じた 1例

……… 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構  倉敷中央病院  救急科	 松本	 真輝
MO47-5（D）	 精神症状または意識障害を呈し		
	 抗甲状腺抗体を測定した 114例の検討

……………………………… 関西医科大学総合医療センター  救急救命科	 工藤	 輝

ミニオーラル 48（MO48)� 9：30〜 10：00

	 「内因性　その他　後半」
	 座長	 八戸市立市民病院 救命救急センター	 佐々木	雄作
	 	 名古屋市立大学病院  救急科	 服部	 友紀

MO48-1（E）	 未受診妊婦で墜落分娩の１例
………………… 安房郡市広域市町村圏事務組合消防本部  館山消防署／
	 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 三平	 学

MO48-2（D）	 偶発的所見としての気管分岐下の腫瘤性病変に対し	 	
	 核医学検査で動脈瘤の診断が得られた一例

…………………………………………………… 埼玉医科大学病院  救急科	 張	 賢司
MO48-3（D）	 痙攣を主訴に救急搬送された甲状腺クリーゼの 1例

………公益財団法人  大原記念倉敷中央医療機構  倉敷中央病院  救急科	 山田	 夏海
MO48-4（E）	 原因不明の意識障害

…………………………………………………… 倉敷市消防局  玉島消防署	 森本	 瑞樹
MO48-5（E）	 浮遊性めまいで発症し搬送途上に片眼視力を消失した脳梗塞症例

…………………………………………………… 小千谷市消防本部  警防課	 星野	 紀幸
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ミニオーラル 49（MO49)� 10：05〜 10：35

	 「院内トリアージ　その他　前半」
	 座長	 市立伊丹病院  ICU・救急外来・放射線科	 横尾	 祐介
	 	 浜松医療センター  救急科	 吉野	 篤人

MO49-1（E）	 救急隊現場重症度判定の一致度検討　〜搬送先適正化の可能性〜
………………………………………… 豊田市消防本部  中消防署消防２課	 大屋	 悠真

MO49-2（D）	 看護師の「直感」は急変予測をどう変えるか？	 	
	 時間外外来におけるNEWSと主観評価の機械学習解析

………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 舘野	丈太郎
MO49-3（N）	 院内トリアージにおけるタスク・シェアの課題 		
	 —トリアージ判断と責任体制の再考—

………… 福島県立医科大学大学院医学研究科  災害危機管理看護学講座	 橋本	真由美
MO49-4（D）	 奈良県 e-MATCH 入力情報を用いた	 	
	 重症転帰予測モデルの時間的外部検証

………………………………… 奈良県立医科大学  高度救命救急センター	 川井	 廉之
MO49-5（E）	 けいれん重積患者に対する病院前救護の重症度判断について

……………………………………………… 東京消防庁救急部  救急管理課	 秋山	 由真

ミニオーラル 50（MO50)� 10：35〜 11：05

	 「院内トリアージ　その他　後半」
	 座長	 八戸市立市民病院  救命救急センター	 小野	 文子
	 	 国立病院機構栃木医療センター  内科	 古橋	 柚莉

MO50-1（E）	 藤枝市立総合病院ラピッドレスポンスカー発足して 4年
…………………………………………………… 藤枝市立総合病院  救急科	 今井	 良雄

MO50-2（E）	 転院搬送中に発生した救急車事故の一例と再発防止への取り組み
………………………………社会医療法人  敬愛会  中頭病院  救急診療部	 中村	 光児

MO50-3（D）	 救急外来における免疫関連有害事象の単施設疫学評価
…………………………………………… 大垣市民病院  臨床研修センター	 原田	 勇樹

MO50-4（E）	 少子高齢化社会を見据えた	 	
	 オホーツク PEMEC・PACCコースの普及戦略

…………………………………………… 北見赤十字病院  教育研修推進室	 上見	 崇
MO50-5（E）	 神奈川県北・県央地区MCにおける	 	
	 4 市合同多数傷病者対応訓練の取り組み

…………………………………………… 相模原市消防局  警防部救急課／
	 県北・県央地区メディカルコントロール協議会	 大木	 俊一
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ミニオーラル 51（MO51)� 11：10〜 11：40

	 「救急搬送 1　前半」
	 座長	 大阪府済生会千里病院  千里救命救急センター	 樋口	 遼
	 	 札幌市消防局  警防部救急課	 和合	 匠学

MO51-1（E）	 福祉施設職員と救急隊の連携強化について
………………………………………… 久留米広域消防本部  久留米消防署	 小塩	 輝光

MO51-2（E）	 広域管轄下における救急搬送の現状と課題	 	
	 〜長距離搬送が隊員に与える影響〜

……………………………………… 岩内・寿都地方消防組合  岩内消防署	 原田	 智寿
MO51-3（D）	 広島地区における夜間救急応需率向上への試み

………………………………………… 広島大学  原爆放射線医科学研究所  
	 放射線災害医療開発研究分野／
	 広島地区病院群輪番制病院運営協議会・連絡会議合同会	 廣橋	 伸之

MO51-4（E）	 病院連絡における “認識ギャップ ”の可視化	 	
	 〜昼夜別に見た医療・消防間認識差の定量的検証〜

……………… 独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター  救急科	 星野	 唯
MO51-5（D）	 消防救急車の負担軽減にむけた当院の取り組み

……………………………… 国立病院機構高崎総合医療センター  救急科	 町田	 浩志

ミニオーラル 52（MO52)� 11：40〜 12：10

	 「救急搬送 1　後半」
	 座長	 北里大学病院  救命救急・災害医療センター／
	 	 北里大学医学部救命救急医学	 對馬	 崚太
	 	 山梨県立中央病院  高度救命救急センター	 三井	 太智

MO52-1（D）	 医師の働き方改革がもたらした救急搬送患者の収容と予後への影響
……………………………………… 大阪大学医学部附属病院  救命救急科	 片山	 祐介

MO52-2（E）	 倉敷市消防局における脳卒中評価項目の検討	 	
	 —観察基準項目の判別能と重症度指標としての意義—

……………………………………………………… 倉敷市消防局  東出張所	 圓見	 将
MO52-3（E）	 当院における病院救急車を活用した転院搬送の現状

………………………… 済生会新潟県央基幹病院  救急集中治療災害部門	 志田	 和貴
MO52-4（D）	 当院の救急搬送例からみた下り搬送の課題と展望

…………………………… 兵庫県立はりま姫路総合医療センター  救急科	 島田	 雅仁
MO52-5（D）	 二次救急病院における救急要請応需不可症例とその判断背景

…………… 筑波記念病院  救急科／順天堂大学医学部総合診療科学講座	 小森	 大輝
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ミニオーラル 53（MO53)� 15：00〜 15：30

	 「診療支援　ER系　前半」
	 座長	 神戸市立医療センター中央市民病院  救命救急センター	 有吉	 孝一
	 	 秋田大学医学部附属病院  救急科	 平澤	 暢史

MO53-1（D）	 救急搬送増加に対する ER運営の取り組みと応需率の変化
……………………… 国立病院機構大阪医療センター  ER・救命救急科	 閔	 俊泓

MO53-2（N）	 救急ホットライン受け入れ時間短縮への取り組み	 	
	 〜受け入れ判断プロセスの標準化による効果〜

……………………奈良県総合医療センター  救急集中治療センター  ER	 大川	 絢
MO53-3（D）	 2 施設の救急外来における医師の身体的・精神的負荷の比較検討

…………………………………… 昭和医科大学藤が丘病院  救命救急科／
	 昭和医科大学  医学部  救急災害医学講座	 森	 ちひろ

MO53-4（E）	 救急外来スタッフの消防救命士に対する印象と信頼感に関する調査
…………………………… 瀬戸市消防本部  消防署／愛知医科大学大学院	 高須	 公介

MO53-5（E）	 救急外来における注射未オーダーゼロに向けた取り組み
…………………………………… 社会医療法人蘇西厚生会  松波総合病院  
	 診療局総合救急科	 カンカーニゲ	サチン

ミニオーラル 54（MO54)� 15：30〜 16：00

	 「診療支援　ER系　後半」
	 座長	 ベルランド総合病院  急病救急部	 濱口	 満英
	 	 大阪公立大学医学部附属病院救命救急センター	 松尾	 健志

MO54-1（P）	 救急外来でアドレナリン自己注射製剤の導入は可能か？		
	 〜エピペン注射液 ® 導入前後の比較検討〜

…………………………………………………… 鈴鹿中央総合病院  薬剤部	 九鬼	 大作
MO54-2（D）	 年末年始の発熱外来を核とする特別診療体制が	 	
	 救急外来の診療プロセスに及ぼす影響の検討

……………………………………………… 一宮西病院  総合救急部救急科	 瀬尾	 亮太
MO54-3（D）	 救急外来での非専門医による小児頭部外傷診療の妥当性について

……………………………………………… 東京都立墨東病院  救急診療科	 大倉	 淑寛
MO54-4（D）	 内因性救急症例における椎体骨折見逃し防止策としてのAI の活用

……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 内田	 勇
MO54-5（D）	 想定外の併存疾患の経験から	 	
	 ー ER での診断エラーを避けるための方策ー

……………………………………………… 野崎徳洲会病院  救急センター	 千代	 孝夫
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ミニオーラル 55（MO55)� 16：05〜 16：35

	 「CPR RRS　前半」
	 座長	 済生会横浜市東部病院  救急科	 栗山	 桂一
	 	 朝日大学  保健医療学部救急救命学科	 澤田	 仁

MO55-1（N）	 Rapid Response System要請に対するフィードバックの課題と	 	
	 今後の展望

…………………………………… 社会医療法人緑泉会  米盛病院  看護部	 山之内	千絵
MO55-2（N）	 専門看護師・認定看護師による RRS の起動要素の介入	 	
	 〜急変予兆への感度を高める支援とViTrac の活用〜

………………………………………………………… 神鋼記念病院  看護部	 鹿島	 秀明
MO55-3（N）	 院内急変対応体制の現状分析と質向上に向けた再構築への検討

……………………………………………… 済生会横浜市東部病院  看護部	 更科	 陽子
MO55-4（D）	 RRS 要請の「見える化」を通じた予後改善への取り組み

……………… 社会医療法人蘇西厚生会松波総合病院  救命救急センター	 山田	 法顕
MO55-5（N）	 A 施設における Rapid Response Systemでの看護師の役割と実践

……………………… 日本赤十字社  大阪赤十字病院  救命救急センター	 須田	 貴之

ミニオーラル 56（MO56)� 16：35〜 17：05

	 「CPR RRS　後半」
	 座長	 国立病院機構熊本医療センター  救命救急科	 深水	 浩之
	 	 一般財団法人太田綜合病院附属太田西ノ内病院  放射線部	 深谷	 理人

MO56-1（D）	 当院での RRS 導入に関して
………………………………… 川口市立医療センター  救命救急センター	 直江	 康孝

MO56-2（R）	 Rapid Response System (RRS) における	 	
	 診療放射線技師への教育介入の効果

…………………医療法人社団  愛友会  上尾中央総合病院  放射線技術科	 井田	 篤
MO56-3（E）	 院内心肺停止におけるショック適応症例の転帰と特徴

……………………………… 埼玉医科大学国際医療センター  救命救急科	 飯島	 甫
MO56-4（R）	 検査台上における胸骨圧迫の質の検証

……………………………… 彩の国東大宮メディカルセンター  放射線科	 和田	 樹昂
MO56-5（P）	 当院におけるコードブルー時の救急カート内薬剤使用状況の検討

…………………………………………………… 大阪けいさつ病院  薬剤部	 濵地	 明衣
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ミニオーラル 57（MO57)� 17：10〜 17：40

	 「教育　その他　前半」
	 座長	 順天堂大学医学部附属浦安病院  救急診療科	 関	 謙太郎
	 	 大阪府立中河内救命救急センター  看護部	 冨岡	小百合

MO57-1（N）	 アプリを用いた脳梗塞初期症状認識時間の検討：	 	
	 標準患者顔モデルの比較による早期受診促進の試み

………………………………………………… 修文大学看護学部  看護学科	 夏目	恵美子
MO57-2（E）	 宝塚市における PEMEC導入と地域展開

……………………………………… 宝塚市消防本部  部隊管理室  救急課	 森下	 雄彦
MO57-3（S）	 砂浜での熱中症対応実習が救急救命士学生にもたらす	 	
	 教育的効果の検討

………………………………… 日本体育大学保健医療学部  救急医療学科	 鈴木	 陽和
MO57-4（N）	 無線筋電計を用いた心肺蘇生時の適切な胸骨圧迫に寄与する	 	
	 筋群の解析

…………………………………………………… 富山大学医学部  看護学科	 伊井	みず穂
MO57-5（P）	 北部保健所管内の幼児教育・保育施設におけるアレルギー対応の	 	
	 緊急体制に関するアンケート調査

…………………………… 大分県北部保健所  衛生課  食品衛生・薬事班	 河村	 聡志

ミニオーラル 58（MO58)� 17：40〜 18：10

	 「教育　その他　後半」
	 座長	 桑名市総合医療センター  救急科	 畑田	 剛
	 	 フィルタス株式会社  メディカルソリューション事業本部	 渡邊	 翔太

MO58-1（E）	 臨床推論における観察・判断能力の更なる向上「極み」を目指した	 	
	 救急救命士教育について

………………………………… 伊丹市消防局  伊丹市西消防署２部救急隊	 横田	 幸治
MO58-2（D）	 救急科専攻医を増加させた当院の救急初期研修

……………………………………………………… 手稲渓仁会病院  救急科	 岡本	 博之
MO58-3（D）	 医学生から「選ばれる病院」へと変革する救急・新人教育の実践

…………………………………………… ベルランド総合病院  急病救急部	 濱口	 満英
MO58-4（E）	 短時間の Stop the Bleed 教育は止血手技を向上させるか：	 	
	 スキルチェックリストを用いた教育前後比較

………………………………… 日本体育大学保健医療学部  救急医療学科	 小玉	 響平
MO58-5（S）	 学童期における心肺蘇生法教育「救命の連鎖リレー」の考案と普及

…………………………………… 国士舘大学体育学部  スポーツ医科学科	 福島	 美結
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■ミニオーラル会場⑥（大阪国際会議場　3F　イベントホール BCD）

ミニオーラル 59（MO59)� 9：00〜 9：30

	 「診療支援　内因性疾患　Case 報告　前半」
	 座長	 りんくう総合医療センター  大阪府泉州救命救急センター  救命診療科	 森	 大樹
	 	 日本赤十字社医療センター  国内医療救護部／救命救急センター	 諸江	 雄太

MO59-1（D）	 蜂窩織炎として加療され急激な転帰を辿った	 	
	 血管内大細胞型 B細胞リンパ腫の 1例

………………………………… 昭和医科大学医学部  救急・災害医学講座	 富田	 佳賢
MO59-2（D）	 尿路変更術後遠隔期に発症した		
	 アニオンギャップ正常代謝性アシドーシスの 1例

………………… 医療法人豊田会  刈谷豊田総合病院  臨床研修センター	 木村	 美月
MO59-3（D）	 遺伝性楕円赤血球症を背景に持ち、	 	
	 自発的な下腿筋内血腫を契機に診断された女性軽症血友病Aの 1例

…………………… 国家公務員共済組合連合会  横浜栄共済病院  救急科	 城	 航平
MO59-4（E）	 病院救急救命士同乗Dr Car 出動により緊張性気胸に対し	 	
	 早期治療介入が可能であった重症外傷の 1例

………………………………… 山梨県立中央病院  高度救命救急センター	 宮坂	 千理
MO59-5（D）	 非特異的症状の外国人患者に対し翻訳アプリを使用した詳細な問診で	 	
	 見逃しを回避した市販薬中毒の一例

………………………… 新都市医療研究会【関越】会  関越病院  救急科	 伊勢	 直輝

ミニオーラル 60（MO60)� 9：30〜 10：00

	 「診療支援　内因性疾患　Case 報告　後半」
	 座長	 国立病院機構  熊本医療センター  救命救急科	 伊東山	 剛
	 	 日本大学医学部  救急医学系救急集中治療医学分野	 佐藤	 淳

MO60-1（D）	 アルコール性ケトアシドーシスに対する糖負荷後に	 	
	 リフィーディング症候群を呈し無脈性心室頻拍を呈した 1例

………………………………………… 関西医科大学附属病院  救急医学科	 山本	 祐生
MO60-2（D）	 ANCA関連血管炎の治療中に発症した痙攣発作の一例

……………………………………… 藤枝市立総合病院  救命救急センター	 山田	 貴紀
MO60-3（N）	 筋萎縮性側索硬化症患者の呼吸状態悪化に、	 	
	 退院後訪問をした看護師により適切に病院搬送ができた１症例

…………………………………… 東邦大学医療センター大森病院  看護部	 山田	 亨
MO60-4（E）	 病院救急車運用中に同乗家族が脳出血を発症した一例

……………………………………… 社会福祉法人  同愛記念病院  救急部	 堀	 靖崇
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MO60-5（D）	 気道異物検索後に咳嗽と呼吸苦を訴え、	 	
	 アレルゲン同定に至ったアナフィラキシーの 1例

……………………………………………………… 足利赤十字病院  救急科	 漆原	直一郎

ミニオーラル 61（MO61)� 10：05〜 10：35

	 「院内救命士　前半」
	 座長	 埼玉医科大学国際医療センター  救命救急科	 遠山	 笑里
	 	 八戸市立市民病院  救命救急センター	 吉村	 有矢

MO61-1（E）	 院内急変に対する院内救急救命士の関わり方
…………………………………… 医療法人緑泉会  米盛病院  救急調整室	 松門	 拓茉

MO61-2（E）	 病院救命士 '' 始動 '' 昭和医科大学病院での取り組みと今後の展望
……………………………………… 昭和医科大学病院  総合・救急診療科	 佐藤	 大地

MO61-3（E）	 離島における院内救命士の役割と業務内容　首都圏と離島の違い
……………………………………………… 沖縄県立宮古病院  救命救急科	 友利	 幸大

MO61-4（E）	 救急救命士の教育体制、業務規程の確立に向けた基盤づくり
……………………社会福祉法人  京都社会事業財団  京都桂病院  救急科	 田村	 隆二

MO61-5（E）	 救急救命士を初めて正規採用した医療機関の現状と課題		
	 −地方公立病院救命救急センターの場合−

……………………………………… 藤枝市立総合病院  救命救急センター	 鈴木	 貴也

ミニオーラル 62（MO62)� 10：35〜 11：05

	 「院内救命士　後半」
	 座長	 関西医科大学総合医療センター  救命救急センター  救急医学科	 齊藤	 福樹
	 	 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 張替	喜世一

MO62-1（E）	 院内救急救命士の夜勤勤務が看護師夜勤配置に与えた影響
………………………………… 筑波記念病院  診療技術部  救急救命士科	 照沼	 響

MO62-2（E）	 病院救急救命士による地域貢献の可視化　	 	
	 —八王子市病院救急救命士連絡協議会の立ち上げと実践—

……………………………………………… 一般社団法人  新井クリニック	 齋藤	 健吾
MO62-3（E）	 当院における救急受入減少の現状と EMT科としての今後の展望

…………………………………… 社会医療法人財団川崎幸病院  EMT科	 鈴木	 裕貴
MO62-4（E）	 『救命士を育てる』救急病院をめざして	 	
	 〜外部からの養成実習を担う救急病院の在り方〜

…………………………………………… 関西メディカル病院  EMT科／
	 関西メディカル病院  ER センター	 川畑	 和也

MO62-5（E）	 消防定年退職者 (救急救命士 )の病院勤務における役割と今後
………………………社会医療法人純幸会  関西メディカル病院  EMT科	 森本	 幸夫
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ミニオーラル 63（MO63)� 11：10〜 11：40

	 「看護 2　前半」
	 座長	 聖隷三方原病院	 大瀧	 友紀
	 	 関西医科大学総合医療センター  救急医学科	 奥畑	 裕人

MO63-1（N）	 三次救急現場における 3行提案制度の導入に対する検討
…………………………………… 大阪府立中河内救命救急センター  ICU	 中下	 備生

MO63-2（N）	 地域唯一の総合病院において役割発揮するための救急体制の強化
……………………… 利根中央病院  看護部／利根中央病院  総合診療科	 菅家	まなみ

MO63-3（N）	 内容分析に基づく	 	
	 「ICUリーダー看護師の人員采配における判断基準」の作成とその活用

…………………………………………………… 大阪けいさつ病院  看護部	 山田	 君代
MO63-4（N）	 救急外来における看護師の短期間講習が認知症看護に与える影響

…………………パナソニック健康保険組合  松下記念病院  看護部  外来	 小家	 沙織
MO63-5（N）	 認定看護師主体の RRT運用構築と段階的教育の効果	 	
	 — リンクナース配置による急変対応力向上への取り組み —

…… 一般社団法人太田綜合病院附属太田西ノ内病院  救命救急センター	 松崎	佳小里

ミニオーラル 64（MO64)� 11：40〜 12：10

	 「看護 2　後半」
	 座長	 獨協医科大学埼玉医療センター  看護部	 石井	恵利佳
	 	 北海道科学大学  保健医療学部看護学科	 石川	 幸司

MO64-1（N）	 “ ためらう RRS” から “ 迷わず呼べる RRS” へ　	 	
	 〜可視化と人的アプローチによる多面的介入の取り組み〜

……………………………… 奈良県総合医療センター  救命救急センター	 大角	 侑
MO64-2（N）	 CNS-FACE Ⅱ導入による面会制限に対する看護師の不安軽減への効果

………… 独立行政法人広島市立病院機構広島市立広島市民病院  看護部	 西村	 エリ
MO64-3（N）	 入院時重症患者対応メディエーターと看護管理者が連携した	 	
	 多職種家族支援チームの構築とその効果

…………… 社会福祉法人聖隷福祉事業団総合病院聖隷浜松病院  看護部	 加藤	 智子
MO64-4（O）	 救急搬送された患者家族が適応に向かうプロセスに関する事例研究

…………………………………………………… 大分大学医学部  看護学科	 佐藤	昂太朗
MO64-5（N）	 救急看護師による家族への接触所要時間の現状調査	 	
	 〜 HERS 症例に焦点をあてて〜

…………………………… 医療法人徳洲会  札幌東徳洲会病院  救急外来	 杉山	 佑基
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ミニオーラル 65（MO65)� 15：00〜 15：30

	 「CPR 等　研修　前半」
	 座長	 嬉野医療センター  救命救急センター  救急科	 藤原	 紳祐
	 	 公益財団法人  大原記念倉敷中央医療機構  倉敷中央病院  救急科	 山下	 貴弘

MO65-1（D）	 メディカルラリー参加がもたらす	 	
	 病院前診療の現場での救急隊との連携への効果について

………………… 公立豊岡病院  但馬救命救急センター  救急集中治療科	 北島	 大悟
MO65-2（D）	 さぬきメディカルラリーの多面的効果の検討	 	
	 〜アンケート調査結果から〜

…………………………………………………… 香川県立中央病院  救急科	 乙宗	佳奈子
MO65-3（N）	 A 地域の学校現場における医療緊急事態を想定した	 	
	 シミュレーション研修の取り組み　〜第 2報〜

………………社会医療法人生長会  阪南市民病院  HCU病棟・救急外来	 西岡	 幾代
MO65-4（E）	 オンライン救急活動事例症例検討会の有用性と課題について	 	
	 〜 PDCAサイクルによる改善を目指して〜

…………………… 泉州南消防組合泉州南広域消防本部  警防部救急課／
	 地方独立行政法人りんくう総合医療センター
	 大阪府泉州救命救急センター	 横田	 貴大

MO65-5（D）	 映像通報システム（ライブ 119）は小学生でも使用できるか？
…………………………… 大阪府済生会千里病院  千里救命救急センター	 伊藤	 裕介

ミニオーラル 66（MO66)� 15：30〜 16：00

	 「CPR 等　研修　後半」
	 座長	 総合大雄会病院  救急科	 丹野	 翔五
	 	 ちば北西部消防指令センター	 豊田	 信之

MO66-1（E）	 自作したカプノメーターに係る教育教材と研修について
……………………………………………… 埼玉西部消防局  警防部救急課	 瀬沼	 耕一

MO66-2（E）	 インストラクショナルデザインで設計した	 	
	 歯科系学会併設 BLS コースの教育効果

……………………………………………… 豊田市消防本部  足助消防署／
	 熊本大学教授システム学教育実践力開発拠点／
	 一般社団法人日本救急救命士会	 大石	 奨

MO66-3（E）	 PACCコースの教育的有用性と課題：受講者アンケートに基づく検討
……………………………… 日本救急システム株式会社  勝浦救急事業部	 大谷	 浩史

MO66-4（E）	 産科救急への不安払拭を目的とした池田市救急救命士主体による	 	
	 新生児蘇生法病院前コース開催の取り組み

…………………………………… 池田市消防本部  第 3 警備課  救急担当	 矢島	 海斗
MO66-5（E）	 宮城県消防学校における胸骨圧迫の有効な指導法の検討

…………………………………………… 宮城県消防学校  宮城県消防学校	 庄子	 稔
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ミニオーラル 67（MO67)� 16：05〜 16：35

	 「CT.angio　前半」
	 座長	 久留米大学病院  高度救命救急センター	 金苗	 幹典
	 	 川崎医科大学附属病院  中央放射線部	 黒住	 晃

MO67-1（R）	 Angiography および IVR における高線量被ばくの傾向と対策
…………………………………………… 上尾中央総合病院  放射線技術科	 佐々木	 健

MO67-2（R）	 血栓回収療法支援画像になり得た	 	
	 proton density weighted image(PDWI) の自験例

………………………………………… 大垣市民病院  画像部  診療検査科	 高橋	 佑典
MO67-3（R）	 外傷画像診断トレーニングシートの作成とその有用性について

……………………………………… 国立病院機構  相模原病院  放射線科	 大山	 采夏
MO67-4（R）	 SD マップを用いた頭部CTにおけるノイズの空間分布評価：	 	
	 固定方法の違いによる比較検討

……………………… 福島県立医科大学  保健科学部  診療放射線科学科	 田代	 雅実
MO67-5（R）	 外傷全身CTにおける calibration FOVが解像特性に及ぼす影響

………………… 大阪急性期・総合医療センター  医療技術部放射線部門	 三浦	 洋平

ミニオーラル 68（MO68)� 16：35〜 17：05

	 「CT.angio　後半」
	 座長	 東京女子医科大学附属八千代医療センター  画像検査室	 白鳥	 陽子
	 	 順天堂大学医学部附属浦安病院  救急診療科	 末吉	孝一郎

MO68-1（R）	 外傷 CTにおける挙上困難時にどう対応するか	 	
	 〜空気枕を用いた画質改善の検討〜

……………………………… 医療法人徳洲会  仙台徳洲会病院  放射線科	 菅原	 諭
MO68-2（R）	 救急外来におけるCT搬送タスクシフトの検討

………………………………………………… 藤田医科大学病院  放射線部	 鉞	 時貞
MO68-3（R）	 Photon-counting detector CT における	 	
	 上肢下垂位アーチファクトに対する管電圧と仮想単色Ｘ線画像の影響

…………………… 東海大学医学部付属病院  診療技術部  放射線技術科	 片山	 拓人
MO68-4（R）	 STAT 画像所見報告に関する診療放射線技師向けCT画像読影	 	
	 初期教育プログラム導入 3年間の育成状況と課題

………………………………… 医療法人徳洲会仙台徳洲会病院  放射線科	 渡部	 桃子
MO68-5（R）	 亀田総合病院における STAT報告の改訂による変化と傾向

……………………………………… 亀田メディカルセンター  画像診断室	 大浦	 駿介
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ミニオーラル 69（MO69)� 17：10〜 17：55

	 「熱傷　環境障害」
	 座長	 さいたま赤十字病院  高度救命救急センター	 田口	 茂正
	 	 大阪公立大学医学部附属病院救命救急センター	 松尾	 健志

MO69-1（D）	 当院における高齢者低体温症例の後方視的検討
………………………………………… 関西医科大学附属病院  救急医学科	 中村	 佳裕

MO69-2（D）	 初期労作性熱中症（EHI）における	 	
	 横紋筋融解症 (ERM) 合併症例に関する臨床的特徴

…………………………… 警察共済組合兵庫県支部診療所芦屋分室  内科	 井上	 聡子
MO69-3（N）	 労作性熱中症（EHI）発症後の急性腎障害（AKI）早期発見のための	 	
	 臨床指標の検討

…………………………………………………… 近畿管区警察学校  庶務課	 東	 珠己
MO69-4（D）	 車内閉じ込めにより致死的経過をたどった	 	
	 認知症高齢女性の熱中症の 1例

……………………………… 近畿大学奈良病院  第三次救命救急センター	 中尾	 隆美
MO69-5（D）	 低体温症例は来院時に予後予測が可能か

……………… さいたま市立病院  救急科／日本医科大学  救急医学教室	 山村	 英治
MO69-6（D）	 乾燥剤に含まれた生石灰の誤食により	 	
	 喉頭浮腫を生じ気管挿管を要した一例

……………………………………………………… 群馬大学医学部  救急科	 尾花	 裕太
MO69-7（D）	 業務用強アルカリ性洗剤の誤飲により喉頭浮腫を来し	 	
	 緊急気道確保を要した一例

…………………………………………………………… 一宮西病院  救急科	 橘	 大仁
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7 月 18日（土）

■第 1会場（大阪国際会議場　5F　メインホール）

パネルディスカッション 22（PD22)� 8：30〜 10：00

	 「多職種で考えるリアル大量出血 〜相互理解による明日からの調和〜」
	 座長	 泉大津急性期メディカルセンター  臨床検査室	 三平	 りさ
	 	 大阪府立中河内救命救急センター	 松浦	 裕司

PD22-1（MT）	安全な輸血業務
…………………………… 泉大津急性期メディカルセンター  臨床検査室	 三平	 りさ

PD22-2（N）	 「危機的出血オーダーしましたか？」と言えるスタッフを増やしたい	 	
	 -MTP 対応におけるチーム機能の質改善 -

…………………………… 長崎大学病院  高度救命救急センター  看護部	 宮田	 佳之
PD22-3（D）	 救急医の視点からみた大量出血への対応と今後の課題

…………………………………………… 東北大学  高度救命救急センター	 伊藤	 優太
PD22-4（D）	 産科領域の大量出血に対する産科医の考え方について

………………………………………… 市立東大阪医療センター  産婦人科	 前中	 隆秀
PD22-5（MT）	大量輸血時における検査室の対応

………………………………… 大阪府立中河内救命救急センター  検査室	 塩山	愛加里

教育講演 2（EL2)� 10：10〜 11：10

	 座長	 久留米大学病院  臨床検査部  中央手術室担当	 牟田	 誠矢
	 	 国家公務員共済組合連合会枚方公済病院  検査科	 薮	 圭介

EL2（D）	 検査所見が命を救う	 	
	 〜循環器救急医から臨床検査技師に伝えたいメッセージ〜

	 	 久留米大学  心臓・血管内科 /
	 	 久留米大学病院  高度救命救急センター  CCU	 大塚	 麻樹

特別講演 2（SL2)� 11：20〜 12：20

	 座長	 日本医科大学武蔵小杉病院  救命救急科	 井上	 潤一

SL2	 ラグビーの実践知から学ぶリーダーシップ 	 	
	 〜フィールドでチームを動かす三拍子〜

	 	 株式会社HiRAKU代表取締役／元ラグビー日本代表キャプテン	 廣瀬	 俊朗
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ランチョンセミナー 7（LS7）� 12：30〜 13：30

	 座長	 りんくう総合医療センター  大阪府泉州救急救命センター	 中尾	 彰太

LS7	 脊髄損傷に対する早期手術＋再生医療を用いた治療戦略
	 	 埼玉医科大学総合医療センター  高度救命救急センター	 井口	 浩一

� 共催：ニプロ株式会社

シンポジウム 19（SY19)� 13：50〜 15：20

	 「心肺蘇生を望まない傷病者への対応〜DNAR家で最期か病院で最期かの選択〜」
	 座長	 独立行政法人地域医療機能推進機構中京病院  ICU	 真弓	 俊彦
	 	 大阪市消防局  救急部  救急課	 村橋	 咲子

SY19-1（D）	 救急は ACPのゴールなのか？それともスタートか？	 	
	 〜 DNAR事例から考える実装の現在地〜

………… 北海道大学大学院医学研究院  侵襲制御医学分野救急医学教室	 和田	 剛志
SY19-2（N）	 急変時にDNARは決められるのか	 	
	 〜急性期病院から地域へつなぐACP体制の検討〜

…………………… 独立地方行政法人りんくう総合医療センター  看護局  
	 急性期ケア推進室	 山田	 友子

SY19-3（D）	 救命救急センターにおけるACP可視化システムの導入と課題
……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 中西	 泰造

SY19-4（D）	 救命救急センターに搬送された超高齢者の転帰と意思決定	 	
	 ~ 搬送後DNAR決定の実態~

………………………………… 昭和医科大学  医学部  救急災害医学講座	 井上	 元
SY19-5（D）	 DNAR事案における現場意思決定とドクターカーの役割

………………………………………… 鹿児島市立病院  救命救急センター	 高間	 辰雄

パネルディスカッション 23（PD23)� 15：30〜 17：00

	 「転院搬送を含めた救急業務の有料化の是非について　〜救急車の適正利用のために〜」
	 座長	 筑波大学医学医療系	 武田	 多一
	 	 大阪市消防局  救急部  救急課	 山尾	 伸平

PD23-1（E）	 消防救急での転院搬送抑制の鍵は？	 	
	 〜病院救命士組織体制強化が重要〜

…………………………………………一般財団法人脳神経疾患研究所附属
	 総合南東北病院  救急救命科／
	 太田西ノ内病院  救命救急センター	 腹子	 歩夢
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PD23-2（D）	 重症急性大動脈解離の転院搬送経験から考える救急搬送有料化の課題
……………………………………… 昭和医科大学藤が丘病院  救命救急科	 柿	 佑樹

PD23-3（D）	 選定療養費徴収開始後の経過と当地域における課題　	 	
	 〜選定療養費徴収未実施症例の検討〜

……………………………………… 松阪中央総合病院  救命救急センター	 谷口	健太郎
PD23-4（D）	 救急搬送有料化の前に解消すべき構造上の間隙　	 	
	 〜病院救急車による下り搬送促進と消防負担軽減の実証〜

…………………………… 医療法人社団永生会南多摩病院  救急災害科／
	 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 加藤	 宏

PD23-5（E）	 病院救命士主体の病院救急車の活用と消防転院搬送数の変化	 	
	 〜院内資源活用による地域救急への影響の検討〜

……………………… 医療法人徳洲会大和徳洲会病院  看護部  救急外来	 重田	 光貴

■第 2会場（大阪国際会議場　5F　小ホール）

パネルディスカッション 24（PD24)� 8：30〜 10：00

	 「Rapid response systemの教育とその効果・課題」
	 座長	 帝京大学シミュレーション教育研究センター	 川原	千香子
	 	 聖マリアンナ医科大学病院  救急医学	 谷井	 梨美

PD24-1（D）	 「Rapid Response System 起動要素研修コース」について
…………………………………… 東京慈恵会医科大学  救急災害医学講座	 武田	 聡

PD24-2（D）	 振り返りを教育に変える：	 	
	 三拍子を可視化する当院 RRS のデータ駆動型CQI

……… 済生会宇都宮病院  救急・集中治療科  栃木県救命救急センター	 藤田	 健亮
PD24-3（D）	 Rapid Response Systemを通じた院内教育—3拍子への挑戦—

……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 木口	 雄之
PD24-4（D）	 RRS の “ 量 ” から “ 質 ” へ：NEWSを用いた教育介入の実践

……………………………………………………… 松江赤十字病院  救急部	 田邊	 翔太
PD24-5（D）	 RRS 起動要素研修コースの全国展開への取り組み

…………………………………… 東京慈恵会医科大学附属柏病院  麻酔部	 鹿瀬	 陽一
PD24-6（TH）	 Rapid response system新時代のビジョン（続報）	 	
	 -RRS の教育と患者・家族の RRS 起動について

………………………北里大学病院  集中治療センター  RST・RRT室／
	 日本臨床救急医学会  患者安全検討推進委員会	 小池	 朋孝
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教育講演 3（EL3)� 10：30〜 11：30

	 座長	 公益社団法人大阪府看護協会	 弘川	 摩子

EL3（N）	 救急医療の未来を拓く — 救急看護師に期待される役割と展望
	 	 大阪公立大学  看護学研究科	 北村	 愛子

シンポジウム 20（SY20)� 13：50〜 15：20

	 「ジェンダーフリーな職場環境づくりーみんなで考えようワークライフバランスー」
	 座長	 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 守谷	 俊
	 	 湘南医療大学  保健医療学部  看護学科	 山勢	 善江

SY20-1（D）	 育児と最前線医療の両立に向けた環境整備の検討
……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 國分	 佑紀

SY20-2（N）	 男性看護師の経験から考える	 	
	 救急医療におけるジェンダーとワーク・ライフバランス

……………………………… 園田学園大学  人間健康学部  人間看護学科	 寺澤	 誠人
SY20-3（E）	 誰もが安心して続けられる職場をめざして

………………………………大阪市消防局  救急部  救急課  救急指導担当	 山口	 佳恵
SY20-4（P）	 子育て中の女性薬剤師が病棟業務を行うための課題と展望	 	
	 —ICU・救命救急センターでの経験を通して—

…………………………………………… 大阪大学医学部附属病院  薬剤部	 山上	 聡子
SY20-5（R）	 誰もが活躍できる職場環境づくりを目指して

……………… 大阪急性期・総合医療センター  医療技術部  放射線部門	 富田	彩友己

シンポジウム 21（SY21)� 15：30〜 17：00

	 「言えない時代の新人育成をどうする？〜次世代の救急医療人を育てる新しい視点〜」
	 座長	 大阪急性期・総合医療センター  臨床検査科	 小倉	 裕司
	 	 明治国際医療大学  保健医療学部  救急救命学科	 原	 貴大

SY21-1（D）	 言えない時代の新人育成をどうする？	 	
	 〜次世代の救急医療人を育てる新しい視点〜当科での取り組み

…………………………………… 群馬大学大学院医学系研究科  救急医学	 大嶋	 清宏
SY21-2（D）	 富山県立中央病院救命救急センターにおける	 	
	 初期臨床研修医の教育の変化〜過去・現在・未来〜

……………………………………… 富山県立中央病院  救命救急センター	 大鋸	 立邦
SY21-3（D）	 「厳しさ」を「構造」へ：	 	
	 感情とAI 分析を統合したMYAモデルによる新人教育の提言

……………………………… 京都山城総合医療センター  救急部・麻酔科	 平山	 敬浩
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SY21-4（E）	 心理的安全性を基盤とした救急隊内連携改善の実践	 	
	 — TeamSTEPPS を活用した地方消防での取り組み —

………………………………………… 檜山広域行政組合  上ノ国消防署／
	 北海道周生期医療救急支援の会 (HOPPIE)	 石田	 泰敬

SY21-5（E）	 言えない時代の指導者育成と学生保護を両立する教育モデル
…………… 日本体育大学大学院保健医療学研究科  救急災害医療学専攻	 鈴木	 健介

■第 3会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1003）

ハイライトセッション 4（HS4)� 8：30〜 9：30

	 「院内救命士 1」
	 座長	 県立広島病院  救命救急センター	 世良	 俊樹
	 	 日本体育大学  保健医療学部  救急医療学科	 藤本	 賢司

HS4-1（E）	 独自の教育ラダー作成による院内救命士教育体制の構築
……………………………… 堺市立総合医療センター  救急救命技術科／
	 堺市立総合医療センター  救命救急科	 西村	 昌秀

HS4-2（E）	 医学生教育における院内救急救命士の参画とタスクシフトの効果
………………… 北海道大学病院  医療技術部  臨床工学 /救急救命部門	 田畑	 慶多

HS4-3（E）	 救急外来における院内救急救命士のタスクシフト・シェアの実践	 	
	 —初期研修医へのアンケートによる効果検証

…………………… 国家公務員共済組合連合会  横須賀共済病院  救急科	 平岩	竜之介
HS4-4（D）	 病院救命士が定着するには	 	
	 医療機関と病院救命士双方の共闘が必要である

……………………………………………… 勤医協中央病院  救急センター	 田口	 大
HS4-5	 演題取り下げ

HS4-6（E）	 病院救急救命士の教育 3段階モデル	 	
	 （院内研修・病院前業務・特定行為認定）と院外活動の課題

……………………………… 島根大学医学部附属病院  高度外傷センター	 日野	 哲弥

パネルディスカッション 25（PD25)� 9：40〜 11：10

	 「つなぐ、救急患者の薬剤情報のバトン−medication reconciliation の 3拍子−」
	 座長	 大阪公立大学医学部附属病院  薬剤部	 川口	 博資
	 	 さいたま赤十字病院  高度救命救急センター	 清田	 和也

PD25-1（P）	 救急医療におけるケア移行時の薬剤情報連携　	 	
	 — 全国急性期施設調査から考える「評価」をつなぐ視点 —

………………………………………………………… 広島大学病院  薬剤部	 吉川	 博
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PD25-2（P）	 救急薬剤師が主導する	 	
	 BPMH/Med Rec/MR導入と地域連携の取り組み

……………………………………………………… 済生会熊本病院  薬剤部	 柴田	 啓智
PD25-3（P）	 地域の三次救急医療機関における救急から退院後までの		
	 薬剤管理サマリーを活用した薬剤情報共有の実践

………………………………………… 福岡県済生会福岡総合病院  薬剤部	 塚本	 裕貴
PD25-4（P）	 薬剤情報連携に対して病院薬剤師のできること：３症例の報告

……………………………………… 大阪公立大学医学部附属病院  薬剤部	 松井	 統哉
PD25-5（MS）	救命センターMSWがつなぐ薬剤情報のバトン　	 	
	 —医療DXの活用と薬剤師との協働による実践報告—

………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 福森	 優司

ランチョンセミナー 8（LS8）� 12：30〜 13：30

	 「救急医療の未来を支える 2つの鍵：省力化搬送 × High Performance Resuscitation」
	 座長	 関西医科大学  救急医学講座	 梶野	健太郎

LS8-1	 救急搬送の Safety Innovation	 	
	 もっと Smart に - Technology がもたらす医療従事者の	 	
	 負担軽減と患者安全

	 	 国士舘大学  救急システム研究科	 田中	 秀治
LS8-2	 Peri-shock pause time を最小限にする救急現場活動

	 	 明治国際医療大学  保健医療学部  救急救命学科	 原	 貴大

� 共催：日本ストライカー株式会社

パネルディスカッション 26（PD26)� 13：50〜 15：20

	 「現場のニーズに応える異常値報告とは」
	 座長	 イムス横浜東戸塚総合リハビリテーション病院  検査科	 荒井	 利章
	 	 浜松医科大学医学部  腫瘍病理学講座	 酒井	 康弘

PD26-1（MT）	異常値結果報告　〜本当に必要な結果報告とは〜
……………………………………………………… 鹿児島大学病院  検査部	 中村	 政敏

PD26-2（MT）	凝固検査の異常値報告−臨床検査技師が考慮すべき背景要因とは−
…………………………………………… 京都大学医学部附属病院  検査部	 大前	 星佳

PD26-3（D）	 多くの救急医は「溶血」の重症性に気が付いていない
……………………………………… 大阪大学医学部附属病院  救命救急科	 梅村	 穣

PD26-4（MT）	臨床推論に基づく異常値報告から	 	
	 自ら次への行動が出来る臨床検査技師とは

…………………………… 医療法人徳洲会名古屋徳洲会総合病院  検査科	 河井	 伸午
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PD26-5（D）	 救急医療はチーム医療　臨床検査技師に求められるもの
………………………………………………… 藤田医科大学  救急総合内科	 渡瀬	 剛人

シンポジウム 22（SY22)� 15：30〜 17：00

	 「くすりの供給不足でも断らない！救急チームの奮闘記」
	 座長	 京都第二赤十字病院  薬剤部	 川島	 裕明
	 	 八戸市立市民病院  救命救急センター	 吉村	 有矢

SY22-1（D）	 感染症等危機対応医薬品（MCM）の確保に関する	 	
	 厚生労働省の取り組みについて

…………………………… 厚生労働省  健康・生活衛生局  感染症対策課	 小谷	 聡司
SY22-2（D）	 沈降破傷風トキソイド出荷停止に対する当院の対応からみた課題

……………………………………… 兵庫県立西宮病院  救命救急センター	 中川	 雄公
SY22-3（P）	 破傷風トキソイド、フェンタニル供給不足時の取り組み

………………………………………………… 京都第一赤十字病院  薬剤部	 柏原	 陽平
SY22-4（P）	 フェンタニル供給制限下における	 	
	 レミフェンタニル導入の当センターの取り組み

…………………………………………地方独立行政法人大阪府立病院機構  
	 大阪急性期・総合医療センター  薬局	 片山	 侑紀

SY22-5（P）	 くすりの供給不足時代における救急診療継続戦略 - 薬剤科の取り組み
…………………………………………… 堺市立総合医療センター  薬剤科	 山本	 弘平

■第 4会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1001）

ハイライトセッション 5（HS5)� 8：30〜 9：30

	 「院外心停止」
	 座長	 Support Book 研究会	 大河原	治平
	 	 大阪公立大学  医学研究科  救急医学	 西村	 哲郎

HS5-1（TH）	 愛知県内のコミュニティバスにおけるAED設置状況について
…………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 西村	 博章

HS5-2（E）	 Jr メディカルラリーによる救急啓発の多角的効果
………………………………………………… 蓮田市消防本部  消防総務課	 茅野	 俊幸

HS5-3（E）	 救急隊員のCPRの質改善システム構築における課題	 	
	 〜 HP-CPR コース受講者アンケートからの示唆〜

……………………………………… 白山野々市広域消防本部  鶴来消防署	 髙田	 康平
HS5-4（E）	 救急要請時の通報者による通報前CPA認知に係る分析	 	
	 〜口頭指導及びバイスタンダーCPR改善施策の検討〜

……………………… 泉州南消防組合泉州南広域消防本部  警防部指令課	 木村	 信広
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HS5-5	 演題取り下げ

HS5-6（D）	 心肺蘇生後の高次脳機能障害に対し、長期にわたる	 	
	 包括的リハビリテーションにより社会復帰可能となった一例

………………………………… 洛和会音羽リハビリテーション病院  内科	 福山	 香詠

パネルディスカッション 27（PD27)� 9：40〜 11：10

	 「救急救命士の教育体制の現状と課題」
	 座長	 明治国際医療大学  保健医療学部  救急救命学科	 上久保	 敦
	 	 大阪市消防局  救急部  救急課	 武本	 泰典

PD27-1（E）	 当院における病院救命士認定制度の構築
……… 地方独立行政法人りんくう総合医療センター  救命初療／手術室	 西原	 帆風

PD27-2（D）	 三重県における指導救命士制度は充実したか - 未だ道半ばか
……… 日本赤十字社伊勢赤十字病院  救命救急センター  災害医療部／
	 三重県救急搬送医療連携協議会  メディカルコントロール専門部会	 説田	 守道

PD27-3（E）	 当院における病院救命士教育体制の構造化と進捗可視化の取り組み	 	
	 〜到達基準明確化と進捗共有体制の構築〜

……………………… 医療法人徳洲会大和徳洲会病院  看護部  救急外来	 楳座	 憲正
PD27-4（D）	 民間救命士の教育体制再考〜個人の管理からシステムの管理へ〜

…………………… 社会医療法人仁愛会浦添総合病院  救命救急センター	 米盛	 輝武
PD27-5（E）	 指導救命士が消防署で活躍する屋根瓦式教育体制の構築

…………………………… 堺市消防局  救急部  救急ワークステーション	 阪井	 雅
PD27-6（D）	 我が国における救急救命士の教育の歴史とこれからの将来像

………………………………… 全国救急救命士教育施設協議会  代表理事	 田中	 秀治

パネルディスカッション 28（PD28)� 13：50〜 15：20

	 「小児病院前救護の質向上にむけて解決すべき課題」
	 座長	 国立成育医療研究センター  救急診療部	 天笠	 俊介
	 	 信州大学医学部  救急集中治療医学教室	 問田	 千晶

PD28-1（D）	 全国消防本部アンケート調査から見えた		
	 小児緊急度判定基準の現状と課題

………………………………………… 日本臨床救急医学会  小児救急員会	 余湖	 直紀
PD28-2（D）	 全国ウツタイン統計データによる小児特定行為に関する調査報告

………………………………………… 九州大学病院  救命救急センター／
	 日本臨床救急医学会  小児救急委員会	 河野	 淳

PD28-3（D）	 小児救急搬送と特定行為の実施状況：	 	
	 地方消防本部における 10年間の後方視的調査

……………………………………… 長野県立こども病院  小児集中治療科	 田中	 大貴
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PD28-4（D）	 救急救命士の処置範囲の拡大：	 	
	 アナフィラキシーに対するエピペンの実証事業について

…………………………………………救急振興財団救急救命東京研修所／	 	
…厚生労働科学研究「救急救命士が行う業務の質の向上に資する研究」
	 研究班	 田邉	 晴山

PD28-5（E）	 救急救命士養成教育（民間）における小児科領域教育の現状と課題
……………… 愛知淑徳大学  健康医療科学部  スポーツ・健康医科学科  
	 救急救命学専攻	 福岡	 範恭

PD28-6（D）	 小児病院前救護トレーニングコース PPMECの現状と	 	
	 課題・今後の展望

…………………… 兵庫県立尼崎総合医療センター  小児救急集中治療科	 山上	 雄司
PD28-7（E）	 岡山大学病院における病院救命士の小児救急教育体制

…………………………………………………… 岡山大学病院  救命救急科	 佐々木	史哉

パネルディスカッション 29（PD29)� 15：30〜 17：00

	 「高齢者救急・救急終末期における看護師の役割」
	 座長	 医療法人久仁会宇都宮病院  看護部	 芝田	 里花
	 	 大阪医科薬科大学病院  看護部	 八尾	みどり

PD29-1（N）	 慢性疾患を有する独居高齢者の繰り返す救急要請の１事例における	 	
	 背景要因の探索と看護職への期待

……………………………………………広島大学大学院医系科学研究科／
	 にじのはな株式会社  にじのはな在宅看護センター	 井村	 春香

PD29-2（N）	 救急外来における理想と現実の狭間で実践する	 	
	 終末期患者・家族への意思決定支援

…………………………………… 高知医療センター  救急外来・中央診療	 岡林	 志穂
PD29-3（N）	 救命の限界と家族の願いの狭間で揺れる意思決定支援	 	
	 —突然の別れに直面する家族への看護介入と倫理的葛藤—

……………………………… 地方独立行政法人東京都立墨東病院  看護部	 鈴木	 寛代
PD29-4（N）	 救急終末期における家族の代理意思決定支援と看護師の役割

…………………………… 山口大学大学院医学系研究科  臨床看護学講座	 山本	小奈実
PD29-5（N）	 三次救急医療における患者・家族との共同意思決定	 	
	 （shared decision making:SDM）と看護師の役割

…………………………………………岡山大学病院  入院棟西 3階  EICU	 三橋	 乙矢
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■第 5会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1002）

ハイライトセッション 6（HS6)� 8：30〜 9：30

	 「少子高齢化社会」
	 座長	 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 喜熨斗	智也
	 	 地方独立行政法人りんくう総合医療センター  
	 	 大阪府泉州救命救急センター	 松岡	 哲也

HS6-1（D）	 社会実装された動画救急通報 (Live119) の実態
……………………… 日本医科大学  千葉北総病院  救命救急センター／
	 日本医科大学  救急医学教室	 本村	 友一

HS6-2（O）	 ひとり親世帯における救急搬送要請の特徴
………………………………………………… 神戸大学経済学部  経済学科	 山岡	 淳

HS6-3（D）	 まごころネット八王子の空床情報共有システム	 	
	 「まごころベッド」の実証報告

…………………………………… 医療法人社団永生会南多摩病院  救急科	 登坂	 直規
HS6-4（D）	 いま一度「救急搬送患者の初診時傷病程度」の “定義再考 ”を

……… 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構  倉敷中央病院  救急科	 太田	 友
HS6-5（D）	 エビデンスに基づく「Less is more」による持続的な救急医療の構築

……………………………… 獨協医科大学埼玉医療センター  救急医療科	 河間	 俊成
HS6-6（D）	 救急クリニックを基盤とした少子高齢化時代の	 	
	 持続可能な救急医療モデル

………………………………………………… 松岡救急クリニック  救急科	 松岡	 良典

シンポジウム 23（SY23)� 9：40〜 11：10

	 「日常と非日常をつなぐ — 医療・行政・消防の協働 —」
	 座長	 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 酒井	 智彦
	 	 大阪市消防局  救急部  救急課	 橋口	 順一

SY23-1（N）	 多職種で “共通判断 ”を育てるシミュレーション教育 	 	
	 日常と非日常をつなぐラリー型チーム医療教育モデル

………………… 医療法人徳洲会宇治徳洲会病院  高度救命救急センター	 山口	 高巧
SY23-2（D）	 大阪府における被ばく医療人材育成 eラーニングの実践

……… 独立行政法人国立病院機構大阪医療センター  ER・救命救急科	 下野	圭一郎
SY23-3（D）	 倒壊建物からの救助医療を「非日常」にしない 		
	 —消防団から災害医療チームまでを繋ぐ体系的教育の構築—

………………………………… 日本医科大学多摩永山病院  救命救急科／
	 国際緊急援助隊  救助チーム医療班／
	 日本医科大学  救急医学教室	 阪本	 太吾
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SY23-4（E）	 CBRNE 災害に係る研修会について　	 	
	 〜「千葉連携」を通じた関係機関連携の広がり〜

……………………………………………… 千葉市消防局  警防部  警防課	 小林	 純也
SY23-5（D）	 地域協働に基づく災害初動連携体制の実装	 	
	 —泉佐野保健所災害時保健医療体制構築ワーキングの取り組み—

…………………… りんくう総合医療センター  危機管理室・救命診療科	 成田	麻衣子
SY23-6（D）	 常と非日常をつなぐ自衛隊医官の役割　		
	 — 救急医のミッドキャリアとしての公募医官制度 —

………………………… 自衛隊中央病院  リハビリテーション科・救急科	 永田	 高志

シンポジウム 24（SY24)� 13：50〜 15：20

	 「急性一酸化炭素中毒における高気圧酸素治療の必要性」
	 座長	 公立陶生病院  臨床工学部	 春田	 良雄
	 	 山口大学医学部附属病院  先進救急医療センター	 藤田	 基

SY24-1（CE）	 重症一酸化炭素中毒に対する第 2種高気圧酸素治療の現状と課題
………………………………… 東北大学病院  診療技術部  臨床工学部門	 菱田	 良介

SY24-2（CE）	 間歇型一酸化炭素中毒に対する高気圧酸素療法の経験
……………………………… 医療法人徳洲会松原徳洲会病院  臨床工学科	 石村	 仁志

SY24-3（D）	 第 2 種 HBO装置を有する高度救命救急センターにおける	 	
	 一酸化炭素中毒治療

………………………… 鳥取大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 吉岡	 早戸
SY24-4（D）	 急性一酸化炭素中毒に対する	 	
	 高気圧酸素治療回数決定におけるトロポニン T活用

………………………………… 京都大学医学部附属病院  初期診療救急科	 杉本	 悠
SY24-5（D）	 急性 CO中毒HBOTの提供体制：自施設実施の限界

……………………………… 聖路加国際病院  救急科・救命救急センター	 大谷	 典生
SY24-6（D）	 急性一酸化炭素中毒への	 	
	 高気圧酸素治療のエキスパートコンセンサスの構築

………………………… 山口大学医学部附属病院  先進救急医療センター	 藤田	 基

シンポジウム 25（SY25)� 15：30〜 17：00

	 「救急現場と病院をつなぐ “社会的救命 ”の実践	 	
	 〜救急隊とMSWの連携が生み出す支援のかたち〜」
	 座長	 国立病院機構大阪医療センター  救命救急センター	 大西	 光雄
	 	 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 福森	 優司

SY25-1（E）	 「社会的救命」のためのアセスメントシートの開発	 	
	 −救急隊とMSWの連携における成果と課題−

…………………………………………………… 大阪市消防局  水上消防署	 三木	 大輔
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SY25-2（MS）	 病院前情報を起点とした社会的救命連携モデルの構築と有用性の検討
………………………… 国立病院機構大阪医療センター  医療福祉相談室	 太田	 裕子

SY25-3（E）	 救急現場からはじめる社会的救命
……………………………………………… 小豆地区消防本部  消防防災課	 山本	 翔

SY25-4（MS）	 小豆島の救急医療と福祉〜 ESWとして〜
………………………………………………… 小豆島中央病院  地域連携室	 谷	 峰穂

SY25-5（MS）	 救命救急センターにおける ESWの社会的救命に対する取り組み		
	 〜救急救命士との連携を通じて〜

………………………… 三重大学医学部附属病院  総合サポートセンター	 濱岡	 和弥
SY25-6（D）	 救急隊とMSWと ERスタッフの連携によって、		
	 頻回の救急要請は抑制できる

……………………………………………………… トヨタ記念病院  救急科	 西川	 佳友

■第 6会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1004）

パネルディスカッション 30（PD30)� 8：30〜 10：00

	 「救急医療におけるエビデンス定着への挑戦	 	
	 —“ 橋渡し救急ナース ”の取り組みと多職種の視点」
	 座長	 大阪医科薬科大学  看護学部  看護学科	 赤崎	 芙美
	 	 令和健康科学大学  看護学部  看護学科	 増山	 純二

PD30-1（N）	 エビデンスを現場に “橋渡しする看護師 ”とは	 	
	 〜スタッフの共感を得て組織文化を変えるプロセス

…………………………………… 大阪医科薬科大学  看護学部  看護学科	 赤崎	 芙美
PD30-2（N）	 臨床現場におけるエビデンス定着への道のり	 	
	 〜実体験を通して専門看護師の視点から〜

…………………………… 医療法人社団顕鐘会神戸百年記念病院  救急部	 山本	 克英
PD30-3（N）	 エビデンスを実践へ橋渡しする看護師の役割	 	
	 — 多職種協働による知識翻訳の実際 —

……………………………………………… 東京女子医科大学病院  看護部	 山崎	 千草
PD30-4（N）	 救急・クリティカルケアにおける看護実践を問い直す　		
	 — エビデンスと実践をつなぐ学びの場づくり —

……………………………………………… 大阪医科薬科大学病院  看護部	 八尾	みどり
PD30-5（CE）	 専門知識はどのように現場で共有されるのか	 	
	 - 臨床工学技士の立場から見た橋渡しナースへの期待 -

………… 独立行政法人国立病院機機構名古屋医療センター  臨床工学部	 髙木	 淳志
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口演 7（O7)� 10：10〜 11：10

	 「薬剤師」
	 座長	 大分市医師会立アルメイダ病院  薬剤部	 有松	麻友香
	 	 東北大学病院  薬剤部	 千葉	 僚

O7-1（P）	 SSRI との薬物相互作用に着目した救急病棟薬剤師の介入により	 	
	 MRSA感染症治療が適正化した一例

………………………………………………………… 東北大学病院  薬剤部	 千葉	 僚
O7-2（P）	 持続的血液濾過透析施行中の	 	
	 バンコマイシンクリアランス評価方法の検討

…………………………………………… 千葉大学医学部附属病院  薬剤部	 鈴木	 達也
O7-3（P）	 インターネット購入によるトリカブト中毒の 1例	 	
	 〜実際の販売元から購入した成分分析〜

……………………………………… 日本医科大学多摩永山病院  薬剤部／
	 明治薬科大学  治療評価学／明治薬科大学  臨床漢方／
	 日本医科大学多摩永山病院  救命救急科	 渡辺	 圭

O7-4（P）	 外傷性頸髄損傷に合併したハエ症に対する	 	
	 イベルメクチン適応外使用の 1例

………………………………………………………… 近畿大学病院  薬剤部	 天羽	 一騎
O7-5（P）	 ER 専任薬剤師の介入による抗凝固薬拮抗薬の	 	
	 Door-to-Treat Time の短縮効果の検討

………………………………………… 聖マリアンナ医科大学病院  薬剤部	 宿谷	 光則
O7-6（P）	 SGLT2 阻害薬による正常血糖糖尿病ケトアシドーシス	 	
	 (euDKA) に対し、薬剤師の介入が早期診断に寄与した一例

………………… 地方独立行政法人  佐賀県医療センター好生館  薬剤部	 八頭司	正稔
O7-7（P）	 ER 薬剤師介入及び在庫導入による	 	
	 アンデキサネットアルファ投与開始時間への影響

…………………………………………………… 札幌東徳洲会病院  薬剤部	 成田	 拓弥
O7-8（P）	 薬剤師による救急病棟入院患者に対する		
	 24 時間体制の服薬歴確認の有用性

…………………………… 医療法人社団洛和会  洛和会音羽病院  薬剤部	 岩内	 大佑

シンポジウム 26（SY26)� 13：50〜 14：50

	 「医療関連機器褥瘡発生ゼロに挑む！　〜多職種で取り組む命を救うスキンケア〜」
	 座長	 医療法人幸優会訪問看護ステーション Pono  看護部	 志村	 知子
	 	 大阪市立総合医療センター  救命救急センター	 福家	 顕宏

SY26-1（N）	 救急医療におけるMDRPU予防の実践と課題
……………………… 大阪急性期・総合医療センター  看護部  救急病棟	 大口	 理恵

SY26-2（N）	 特定看護師と管理者の立場から取り組むMDRPU予防の推進
…………………………………… 関西医科大学総合医療センター  看護部	 上田	奈緒美
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SY26-3（N）	 小児専門病院における医療関連機器褥瘡予防	 	
	 —救命と同時に傷を残さない医療を目指して—

…………… 地方独立行政法人静岡県立病院静岡県立こども病院  看護部	 中村	 雅恵
SY26-4（N）	 医療関連機器褥瘡の発生事例から考える看護管理者としての取り組み

………………………………… 近畿大学病院  看護部  救命救急センター	 村上	 香織

パネルディスカッション 31（PD31)� 15：30〜 17：00

	 「救急現場デビュー：若手CEが乗り越えた初めての “非常時 ”」
	 座長	 東京慈恵会医科大学附属柏病院  臨床工学部	 石井	 宣大
	 	 一般財団法人永頼会松山市民病院  臨床教育室	 永渕	 克弥

PD31-1（CE）	 言葉が出ない瞬間から：若手CEの初動対応と踏み出すきっかけ
……………………………… 埼玉医科大学総合医療センター  臨床工学部	 塩原	 結衣

PD31-2（CE）	 若手 CEが学んだ初動対応の実情
……………………………… 東京慈恵会医科大学附属柏病院  臨床工学部	 富樫	 玲奈

PD31-3（CE）	 単独当直体制下における ECMO初動対応の経験
…………………………………… 公立陶生病院  臨床工学部  臨床工学室	 安江	 優希

PD31-4（CE）	 当院の体制から経験した救急対応
………………………………… JA愛知厚生連豊田厚生病院  臨床工学室	 菅森	 歩

PD31-5（CE）	 補助循環の緊急導入を経験して見えた課題
…………………………… 大阪急性期・総合医療センター  臨床工学部門	 川端	 輝

PD31-6（CE）	 VA-ECMO導入時の低灌流、	 	
	 人工肺内圧上昇へのMEの気づきによる迅速かつ安全な回路交換

…………………………………………………… 市立函館病院  臨床工学科	 菊池	 晴斗

■第 7会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1005）

シンポジウム 27（SY27)� 8：30〜 10：00

	 「ER における医療ソーシャルワーカーの役割	 	
	 〜治療だけでは終わらない　社会的課題へのアプローチ〜」
	 座長	 トヨタ自動車株式会社  トヨタ記念病院  
	 	 患者支援センター  医療社会福祉グループ	 浅野	正友輝
	 	 大阪大学医学部附属病院  救命救急科	 梅村	 穣

SY27-1（MS）	 ER におけるMSWの実践報告　〜社会的課題に対する支援の現状〜
…………… トヨタ記念病院  患者支援センター  医療社会福祉グループ	 吉田	裕美子

SY27-2（MS）	 救急外来におけるMSWの早期介入体制の構築 		
	 〜社会的救命の入り口を担う実践〜

………………………………… 市立東大阪医療センター  地域医療連携室	 上中	 千晶
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SY27-3（MS）	 限りある時間の中でのソーシャルワークの取り組み	 	
	 〜三次救急医療機関のソーシャルワーカーの実践〜

…………………………独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター  
	 患者サポートセンター	 髙橋	 紀貴

SY27-4（MS）	 大学病院の救命救急センターにおけるMSWの多層的役割
……………………… 京都大学医学部附属病院  地域ネットワーク医療部	 小椋	奈津子

SY27-5（MS）	 2 次救急現場における短期型支援の実践報告
…………………… JCHO東京山手メディカルセンター  医療総合支援部	 柳田	 千尋

口演 8（O8)� 10：10〜 11：10

	 「（ドクターカー）診療・診療支援」
	 座長	 防衛医科大学校  外傷研究部門	 青木	 誠
	 	 和歌山県立医科大学  救急集中治療医学講座	 柴田	 尚明

O8-1（E）	 病院前情報から敗血症性ショックを疑うための探索的検討
………………………………………… 東京消防庁  救急部  救急管理課／
	 杏林大学医学部付属病院高度救命救急センター	 小笠原	崇将

O8-2（D）	 寒冷地での都市型捜索救助現場における加温輸液方法の検討
……………………………………………… 都立広尾病院  総合救急診療科	 城川	 雅光

O8-3（E）	 救急車出動途上ヒヤリハット事例における環境条件と事故発生の検討
………………………………………… 日本医科大学付属病院  救命救急科	 髙橋	 健

O8-4（E）	 救急救命士の処置範囲拡大実証事業介入期間中、		
	 訪日外客に自己注射が可能なアドレナリン製剤を投与した一例

……………………………………………… 東京消防庁救急部  救急指導課	 櫛引	 健史
O8-5（E）	 救急支援システム「smart119」を活用した	 	
	 ドクターカー要請時情報共有

……………………………………… 太田西ノ内病院  救命救急センター／
	 総合南東北病院  救命救急科	 腹子	 歩夢

O8-6（D）	 ドクターヘリによる緊急外来搬送が救命に寄与した	 	
	 心タンポナーデの 1例と当県における搬送症例の検討

……………………………………… 前橋赤十字病院  集中治療科・救急科	 水野	 雄太
O8-7（D）	 Undertriage により Trauma Team Activation（TTA）宣言が		
	 遅延した銃創の 1例

…………………………………………………… 山梨県立中央病院  救急科	 土屋	 翔平
O8-8（E）	 MC医師監修のもと指導救命士を活用した実習体制の構築について	 	
	 〜エピペン対象拡大に関する実証事業〜

……………………… 泉州南消防組合泉州南広域消防本部  警防部救急課	 向井	 秀之
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口演 9（O9)� 13：50〜 14：50

	 「CPA」
	 座長	 高槻病院  救急科	 秋元	 寛
	 	 島根大学医学部附属病院  高度外傷センター	 安藤	 彰俊

O9-1（E）	 院外心停止患者転帰における人口高齢化の若年者への波及効果 :		
	 横断的マルチレベル研究 

……………………………… 日本救急システム株式会社  勝浦救急事業部	 大谷	 浩史
O9-2（E）	 病院外心停止に対する二次救命処置の活動方針変更と傷病者予後の関連	 	
	 - 船橋市を対象にしたコホート研究

……………………………………………… 船橋市消防局  船橋市消防局／
	 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 伊藤	 悟

O9-3（O）	 公共施設職員が院外心停止予後に及ぼす効果 : 	 	
	 傾向スコア重み付けおよび機械学習による効果異質性の定量化

……………………………………… 明治国際医療大学  救急救命学講座／
	 和歌山県立医科大学医学薬学総合研究科  救急・集中治療医学講座	 久保	 敦士

O9-4（E）	 熊本市消防局におけるアドレナリン投与プロトコル改定の効果検証
………………………………………………… 熊本市消防局  警防部救急課	 池松	 慎吾

O9-5（E）	 偶発性低体温患者に対する特定行為と社会復帰の関連	 	
	 〜救急隊による処置の後ろ向き研究〜

………………………………………………… 札幌市消防局  警防部救急課	 小野寺	政幸
O9-6（D）	 窒息による院外心停止における病院前自己心拍再開と	 	
	 低灌流時間が転帰に及ぼす影響

………………………… 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 中島	 千里
O9-7（D）	 機械的胸骨圧迫中の毛細血管血流観察 	 	
	 〜毛細血管血流スコープは末梢循環評価に寄与するか？〜

…………………………………… 昭和医科大学藤が丘病院  救命救急科／
	 昭和医科大学医学部救急災害医学講座	 飯島	 章子

O9-8（N）	 多職種連携による ECPR プロトコル構築とDTET短縮への寄与
…………………………………… 東京慈恵会医科大学附属柏病院  看護部	 代々城	千代子
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■第 8会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1006-1007）

教育講演 4（EL4)� 8：30〜 9：30

	 「PEMECインストラクターの心得」
	 座長	 関西労災病院  救命救急科	 高松	 純平
	 	 愛知淑徳大学  健康医療科学部  スポーツ・健康医科学科  
	 	 救急救命学専攻	 福岡	 範恭

EL4-1（D）	
	 	 関西労災病院  救命救急科	 高松	 純平

EL4-2（E）	
	 	 愛知淑徳大学  健康医療科学部  スポーツ・健康医科学科  
	 	 救急救命学専攻	 福岡	 範恭

EL4-3（D）	
	 	 山口大学医学部附属病院  先進救急医療センター	 藤田	 基

EL4-4（E）	
	 	 下関市消防局  情報指令課	 長岡	 敏信

パネルディスカッション 32（PD32)� 9：40〜 10：40

	 「救急外来における重症患者の安全な体位変換・移動：	 	
	 多職種協働による実践的アプローチ」
	 座長	 大阪大学医学部附属病院  救命救急科	 入澤	 太郎
	 	 北播磨総合医療センター  臨床工学室	 小松	 義輝

PD32-1（N）	 当院における腹臥位療法のお作法　	 	
	 〜声をそろえると、安全がそろう〜

……………………………………………………… 徳島赤十字病院  看護部	 江﨑	 留奈
PD32-2（TH）	 理学療法士の視点からみた医療者と患者にとって	 	
	 安全かつ効果的な体位変換について

………… 大阪急性期・総合医療センター  医療技術部  セラピスト部門	 高尾	 弘志
PD32-3（CE）	 医療機器を装着した患者の移動や	 	
	 体位変換時の臨床工学技士の視点について

……………………………… 森ノ宮医療大学  医療技術学部  臨床工学科	 藤江	 建朗
PD32-4（CE）	 重症患者の安全な体位変換・移動における臨床工学技士の役割

……………………………… 森ノ宮医療大学  医療技術学部  臨床工学科	 中村	 有希
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併設コース� 10：50〜 12：20

	 「ICLS ブラッシュアップセミナー『G2025に合わせた ICLS の指導内容について』」
	 座長	 埼玉医科大学病院  救急科	 髙平	 修二
	 	 岩手県立中部病院  外科・災害医療科・救急医療科	 邑田	 悟

ICLS-1（D）	 BLS の指導内容
………………………… 健和会大手町病院  救急科／救急救命九州研修所	 畑中	 哲生

ICLS-2（D）	 成人の二次救命処置
……………………… 独立行政法人地域医療機能推進機構中京病院  ICU	 真弓	 俊彦

ICLS-3（D）	 ICLS コースのための JRC蘇生ガイドライン 2025 EIT 改定ポイント
…………………………………………… 中濃厚生病院  救命救急センター	 名知	 祥

ICLS-4（D）	 国際蘇生ガイドライン 2025に合わせた ICLS の指導内容について 	 	
	 ─ ILCOR CoSTR 2025 および JRC GL2025 を踏まえた	 	
	 教育戦略の再構築─

……………………………………… 横浜市立大学  医学部  救急医学教室	 小川	 史洋
ICLS-5（E）	 ICLS コース事前学習用資料動画撮影における救急救命士の役割

………………………………………………………………埼玉医科大学病院	 足助	 和真
ICLS-6（D）	 ここが変わる第 6版！参考文献も読んでみよう	 	
	 ～ ICLS コースガイドブック編集秘話～

………………………………………………… 旭川医科大学  救急医学講座	 丹保	亜希仁

パネルディスカッション 33（PD33)� 13：50〜 14：50

	 「『災害対応における常設型専従対応室は医療に必要か？』　	 	
	 〜行政・消防の危機管理室の実態から学ぶ、医療における設置の利点と課題〜」
	 座長	 神戸赤十字病院  放射線科部	 中田	 正明
	 	 国立健康危機管理研究機構ＤＭＡＴ事務局	 松田	 宏樹

PD33-1（O）	 平時における危機管理室の役割
……………………………………………… 大阪市危機管理室  危機管理課	 木村	 賢次

PD33-2（D）	 大阪府における災害時の医療提供体制について
……………………大阪府  健康医療部  保健医療室  医療・感染症対策課	 信藤	 麻友

PD33-3（N）	 備え（BCP）を運用（BCM）へ繋ぐための専従人材の創出	 	
	 〜災害対応 first ペンギンとしての実践から~

……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  災害対策室	 仲桝	 哲
PD33-4（D）	 オールハザードに対応する病院危機管理室の構築	 	
	 — 多機関連携を基盤とした持続的危機管理体制 —

…………………………………… りんくう総合医療センター  危機管理室	 成田	麻衣子
PD33-5（D）	 地域中核病院における ｢災害対策準備室｣ 設置の利点と課題

………………………………………… 信州大学医学部  救急集中治療医学	 今村	 浩
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シンポジウム 28（SY28)� 14：55〜 15：55

	 「学校での救命教育の課題と未来」
	 座長	 東京女子医科大学附属足立医療センター  救急医療科	 庄古	 知久
	 	 東京科学大学病院  救命救急センター	 藤江	 聡

SY28-1（D）	 医療者が主導する学校における心肺蘇生教育の社会実装		
	 〜 KURUME MODEL の挑戦〜

……………………………………………… 久留米大学  心臓・血管内科／
	 久留米大学病院  高度救命救急センター  CCU	 大塚	 麻樹

SY28-2（O）	 学校内心肺停止事例における心理的影響と支援の検討 	 	
	 —養護教諭の体験を通して—

…………………………… 学校法人滝学園滝中学校滝高等学校  養護教諭	 加藤	 晃子
SY28-3（O）	 子ども達の命を守るためにー遺族の立場から学校救命教育に望ことー

………………………………………… 株式会社  松前木材店  専務取締役	 前重	 壽郎
SY28-4（O）	 教員養成学部発・幼稚園から大学までの救命講習実践：	 	
	 医学部なき大学における講師養成と全学展開への試み

…………………………………………………………… 埼玉大学  教育学部	 関	 由起子
SY28-5（O）	 ASUKAモデルと小学校からの救命教育の推進	 	
	 〜　学校の危機管理及び救命教育の現状と課題　〜

………………………………………… 公益財団法人日本AED財団理事 /
	 元さいたま市教育委員会教育長	 桐淵	 博

パネルディスカッション 34（PD34)� 16：00〜 17：00

	 「臨床救急 IPE セッション　ーこの症例を各職種はどう対応する？ー」
	 座長	 森ノ宮医療大学  医療技術学部  臨床工学科	 藤江	 建朗
	 	 大阪国際メデイカル＆サイエンスセンター  
	 	 大阪警察病院  ER・救命救急センター	 水島	 靖明

PD34-1（N）	 看護師の耳は地獄耳！？　拾い上げる看護　	 	
	 〜　断片情報からチーム医療を起動する ICUへ〜

……………………………………………………… 徳島赤十字病院  看護部	 江﨑	 留奈
PD34-2（MT）	救急臨床検査技師の目線

…………………………………………………………… 京都桂病院  検査科	 横山	 健輔
PD34-3（R）	 診療放射線技師の一人前とは？ (救急領域における急性冠症候群編 )

…………………… 大阪大学医学部附属病院  医療技術部  放射線部門／
	 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 渡邊	 朋哉

PD34-4（CE）	 救急外来での臨床工学技士の役割
……………………… 北播磨総合医療センター  診療支援部  臨床工学室	 小松	 義輝

PD34-5（TH）	 急性心筋梗塞患者のCCU入室後のリハビリテーションと多職種連携
………………… 大阪急性期・総合医療センター  リハビリテーション科	 竹井	 英人
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■第 9会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1008）

パネルディスカッション 35（PD35)� 8：30〜 10：00

	 「救命救急センターの医療機器管理はできている？」
	 座長	 東北大学病院  診療技術部  臨床工学部門	 小笠原	亮太
	 	 公立陶生病院  臨床工学部	 春田	 良雄

PD35-1（CE）	 救命救急センターの医療機器管理は十分か 	 	
	 — 臨床工学技士の役割と体制整備の課題 —

……………………………… 公益社団法人日本臨床工学技士会  常任理事	 木村	 政義
PD35-2（CE）	 救急外来における高度医療機器トラブル即応体制の構築 	 	
	 — 高度救命救急センター常駐臨床工学技士の役割 —

…………………………………………… 岡山大学病院  臨床工学センター	 岡田	 真澄
PD35-3（CE）	 東京慈恵会医科大学附属病院救命救急センターにおける		
	 医療機器管理の現状と課題

………………………………… 東京慈恵会医科大学附属病院  臨床工学部	 川尻	 将守
PD35-4（CE）	 当院救急外来における医療機器管理の課題と	 	
	 医療DXを活用した管理体制改善の検討

……………………… 市立ひらかた病院  診療局麻酔科  臨床工学技士室	 竹下	 太郎
PD35-5（CE）	 救命救急センターにおける医療機器管理体制の理想と現実

…………………………………………………… 公立陶生病院  臨床工学部	 樋口	 知之

ハイライトセッション 7（HS7)� 10：10〜 11：10

	 「院内救命士 2」
	 座長	 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院  救急科	 稲田	 眞治
	 	 東京女子医科大学附属足立医療センター  救命救急センター  
	 	 救急医療科	 岩﨑	 恵

HS7-1（D）	 病院救命士は大学病院において必要な職種である！
………………………………… 滋賀医科大学医学部  救急集中治療医学／
	 滋賀医科大学医学部附属病院  救急・集中治療部	 塩見	 直人

HS7-2（E）	 病院救急救命士の搬送業務への取り組みと特定行為認定制度の課題
………………………… 医療法人徳洲会  神戸徳洲会病院  救急救命士科	 秋田	健太郎

HS7-3（E）	 病院救命士の専門性確立とキャリアパスの提言：	 	
	 大学院教育を活用した認定制度と救命士版ダブルボードの構想

…………………………………… 昭和医科大学病院  総合・救急診療科／
	 東京医科大学  基礎社会医学系  法医学分野	 佐藤	 大地

HS7-4（D）	 医療機関に所属する救命士が行う特定行為の研修・認定は	 	
	 誰が担うべきか	〜兵庫県における現状を中心に〜

……………………兵庫県災害医療センター  救急科／兵庫県MC協議会	 石原	 諭



日臨救急医会誌（JJSEM）2026；29：228-344320

HS7-5（D）	 医療機関に所属する救急救命士の気管挿管実施認定に向けた	 	
	 長崎県の取り組み

……………………………… 佐世保市総合医療センター  救急集中治療科	 平尾	 朋仁
HS7-6（E）	 病院救急救命士の教育体制の模索	 	
	 〜滋賀県内の病院救急救命士団体を設立してみて〜

……………………………………… 長浜赤十字病院  救急科部救急救命課	 谷村	 仁志

ランチョンセミナー 9（LS9）� 12：30〜 13：30

	 座長	 独立行政法人  国立病院機構  災害医療センター	 一ノ瀬	嘉明

LS9	 急性期外傷診療における人とAI の	 	
	 コラボレーションによる画像診断最前線		
	 〜 AI の活用ポイントと人が担い続けるべき役割〜

	 	 地方独立行政法人  大阪府立病院機構  
	 	 大阪急性期・総合医療センター	 岡田	 直己

� 共催：キヤノンメディカルシステムズ株式会社 

パネルディスカッション 36（PD36)� 13：50〜 15：20

	 「重篤疾患セッション（院外心停止・ACS・敗血症）」
	 座長	 東京慈恵会医科大学附属柏病院  臨床工学部	 石井	 宣大
	 	 大阪市立総合医療センター  救命救急センター	 林下	 浩士

PD36-1（CE）	 当院の体外循環式心肺蘇生法における臨床工学技士の役割
……………………………………………… 済生会熊本病院  臨床工学部門	 西別府	飛鳥

PD36-2（CE）	 救命医療における臨床工学技士としての関わり	 	
	 − ECMO・血液浄化を通じた治療参画 −

…………………………………………………… 日本大学病院  臨床工学室	 山中	 光昭
PD36-3（CE）	 急性期医療の臨床工学技士の役割と責務〜原点から頂点、その先へ〜

……………………………………………… 東京医科大学病院  臨床工学部	 上岡	 晃一
PD36-4（CE）	 多量カフェイン摂取による急性中毒の 2症例	 	
	 -- 治療経過と臨床工学技士の関与 --

…………… 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院  臨床工学科	 開	 正宏
PD36-5（D）	 失神を繰り返す特発性血小板減少性紫斑病患者の治療経験

……………………………… 関西医科大学総合医療センター  脳神経外科	 岩瀬	 正顕
PD36-6（D）	 統合オミクスとAI 解析による敗血症サブタイプ同定と個別化治療戦略

………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 松本	 寿健
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日本救急撮影技師認定機構　指定講習会（JERT)� 15：30〜 16：30

	 座長	 国立病院機構盛岡医療センター  放射線科	 高橋	 大樹

JERT（R）	 臨床に活かす救急画像所見クイズ：	 	
	 見落としを防ぐための視点とアプローチ

	 	 一宮市立市民病院  放射線技術室	 山田	 晃弘

■第 10会場（大阪国際会議場　10F　会議室 1009）

シンポジウム 29（SY29)� 8：30〜 10：00

	 「外傷診療における画像診断・支援の原点から現点。そして頂点へ」
	 座長	 済生会横浜市東部病院  放射線部	 稲垣	 直之
	 	 島根大学医学部附属病院  高度外傷センター	 比良	 英司

SY29-1（R）	 老兵が伝えておきたい救急領域の一般撮影技術
………………………… 社会医療法人財団大和会武蔵村山病院  放射線室	 森	 剛

SY29-2（R）	 外傷診療におけるCT画像診断・支援の実際
…………………… りんくう総合医療センター  診療支援局  放射線部門	 藤村	 一郎

SY29-3（R）	 外傷に対する IVR での画像支援と当院の運用・取り組み
…………………………………… 東北大学病院  診療技術部  放射線部門	 羽鳥	 伸哉

SY29-4（R）	 ハイブリッド ERにおける診療放射線技師の役割と	 	
	 外傷診療の質向上への取り組み

………………………………………… 島根大学医学部附属病院  放射線部	 金山	 秀和
SY29-5（D）	 外傷診療におけるHybrid ER での術前CTの有用性の検討

………………………………………………大阪急性期・総合医療センター	 竹原	 千夏

ハイライトセッション 8（HS8)� 10：10〜 11：00

	 「多職種連携」
	 座長	 熊本大学病院  薬剤部	 城野	 博史
	 	 大阪府済生会千里病院  千里救命救急センター	 林	 靖之

HS8-1（E）	 幸帽児施設外分娩例からみた	 	
	 救急救命士初期対応と産科・小児科側との連携における課題

…………………………………… 弘前地区消防事務組合  東消防署北分署	 相馬	進之介
HS8-2（CE）	 急ぐ救急現場にて臨床工学技士が役に立てること

…………… 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院  臨床工学科	 開	 正宏
HS8-3（CE）	 救急医療における臨床工学技士の可能性〜存在感が増している !? 〜

………………………………………………… 兵庫県立こども病院  診療部	 安達	 一眞
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HS8-4（D）	 脳ヘルニアを呈していたがHybrid ER system内での	 	
	 多職種連携により救命した急性硬膜下血腫の一例

…………………………………………… 札幌東徳洲会病院  脳神経外科／
	 旭川医科大学  脳神経外科学講座	 高橋	 未来

HS8-5（MS）	 死後の尊厳に配慮した支援
…………………SUBARU健康保険組合  太田記念病院  地域医療連携課	 原	 一正

ランチョンセミナー 10（LS10）� 12：30〜 13：30

	 「救急ICUにおける医師×薬剤師の連携- レミフェンタニルによる安全な鎮痛管理を考える -」
	 座長	 日本大学医学部附属板橋病院  薬剤部	 今井	 徹

LS10-1	 セミクローズド ICUでレミフェンタニルに安全に移行するために
	 	 岐阜大学大学院  医学系研究科  救急・災害医学分野	 北川	雄一郎

LS10-2	 救命救急センターにおけるレミフェンタニル導入	 	
	 ～薬剤師としての関わり～

	 	 大阪急性期・総合医療センター  薬局	 綛谷	 哲也

� 共催：丸石製薬株式会社

パネルディスカッション 37（PD37)� 15：30〜 17：00

	 「G2025 を踏まえたバイスタンダーサポート体制」
	 座長	 中濃厚生病院  救命救急センター	 名知	 祥
	 	 広島市消防局  西消防署	 松永	 真雄

PD37-1（D）	 JRC 蘇生ガイドライン 2025におけるバイスタンダーサポート体制
………………………………………… 中濃厚生病院  救命救急センター／
	 日本臨床救急医学会  バイスタンダー体制検討委員会	 名知	 祥

PD37-2（E）	 バイスタンダーのサポートについて〜相談内容からの考察〜
……………………………… 小牧市消防本部  尾張中北消防指令センター	 田島	 典夫

PD37-3（O）	 救命講習と実際の救命現場のギャップ	 	
	 〜バイスタンダー体験からの提言〜

…………………………………………………………………日本AED財団	 長野	 庄貴
PD37-4（D）	 バイスタンダーの心的サポートのための教育者および	 	
	 周囲の人向けの冊子制作と展開のための課題

………………………………………………… 千葉市立海浜病院  救急科／
	 NPO法人ちば救命・AED普及研究会	 本間	 洋輔

PD37-5（E）	 救命講習におけるバイスタンダーの心的ストレスに対する	 	
	 教育の効果検証

……………………………………………………… 広島市消防局  中消防署	 勇	 将太郎
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PD37-6（O）	 バイスタンダーサポート体制の構築に向けた大阪市消防局の取組	 	
	 〜誰もが安心して救命活動を行える社会へ〜

………………………………………………………… 大阪市消防局  救急部	 塩谷	 壮史
PD37-7（E）	 応急手当後のバイスタンダーの心身の反応と支援に関する検討

………………………………………………………… 奈良市消防局  救急課	 川﨑	 知美
PD37-8（E）	 「大津市消防局バイスタンダーサポート事業」の立ち上げについて

………………………………… 大津市消防局  警防課  救急高度化推進室	 今井	 徳彦

■第 11会場（大阪国際会議場　3F　イベントホール E）

パネルディスカッション 38（PD38)� 8：30〜 10：00

	 「持続可能な救急整形外傷診療体制を築くために 	 	
	 — 院内連携・地域連携・人材育成の三拍子」
	 座長	 埼玉医科大学総合医療センター  外傷センター	 井口	 浩一
	 	 りんくう総合医療センター  大阪府泉州救命救急センター	 中尾	 彰太

PD38-1（D）	 Subspecialty 救急医を軸とした持続可能な救急整形外傷診療体制	 	
	 —症例集積と機能回復の両立—

……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 中堀	 泰賢
PD38-2（D）	 救命救急科と整形外科の融合が支える持続可能な	 	
	 救急整形外傷診療体制

……………………………………… 堺市立総合医療センター  救命救急科	 川本	 匡規
PD38-3（D）	 大腿骨近位部骨折に対するチーム治療	 	
	 ─多職種・多診療科連携による早期手術と二次骨折予防の取り組み─

………………………………………………… 山梨県立中央病院  整形外科	 江口	 英人
PD38-4（D）	 救命救急センターへの整形外傷チーム参入　〜広島大学での試み〜

………………………………………………… 広島大学病院  整形外傷講座	 大饗	 和憲
PD38-5（D）	 持続可能な救急整形外傷診療体制を築くために	 	
	 〜 10年以上に渡る当センターでの取り組み〜

………………… 埼玉医科大学総合医療センター  高度救命救急センター  
	 外傷センター	 森井	 北斗

PD38-6（N）	 持続可能な整形外傷診療を支える院内連携	 	
	 —特定看護師の継続的介在—

………………… 埼玉医科大学総合医療センター  高度救命救急センター	 久保田	美樹
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ハイライトセッション 9（HS9)� 10：10〜 11：10

	 「救急外来」
	 座長	 日本赤十字九州国際看護大学  看護学科  成人看護学（急性期）	 苑田	 裕樹
	 	 山口大学医学部附属病院  先進救急医療センター	 鶴田	 良介

HS9-1（D）	 発熱患者のトリアージにおけるCRT測定の有用性
………………………………………… 手稲渓仁会病院  救命救急センター	 大西	 新介

HS9-2（D）	 病院前NEWSは救急外来トリアージを補完し得るか？
……………………………………………………… 松江赤十字病院  救急部	 田邊	 翔太

HS9-3（N）	 救急外来における静脈内アクセス困難例に対する	 	
	 エコーガイド下末梢静脈カテーテル留置の有用性

………………………… 社会医療法人きつこう会  多根総合病院  救急科	 安武	 穂高
HS9-4（MT）	 救急外来における臨床検査技師常駐体制の維持を困難にする要因

…………………………………………… 春日井市民病院  臨床検査技術室	 佐藤	 由佳
HS9-5（MT）	 救急外来参画における臨床検査技師の課題と実践　	 	
	 〜当院の経験から〜

…………… 医療法人豊田会  刈谷豊田総合病院  臨床検査・病理技術科	 磯部	 勇太
HS9-6（CE）	 臨床工学技士に求められる動きと伝え方

………………………… 横浜市立脳卒中・神経脊椎センター  臨床工学部	 青木	 宏介

ランチョンセミナー 11（LS11）� 12：30〜 13：30

	 座長	 関西医科大学  医学部  救急医学講座	 中森	 靖

LS11	 救急 AI 最前線：院内業務を効率化するAI の開発と実装
	 	 株式会社MeDiCU	 木下	 喬弘

� 共催：株式会社MeDiCU

シンポジウム 30（SY30)� 13：50〜 15：20

	 「国際博覧会等の集客イベントにおける会場内での医療体制について考える」
	 座長	 大阪大学  救急医学	 織田	 順
	 	 横浜市立大学  救急医学 /高度救命救急センター	 竹内	 一郎

SY30-1（O）	 2025 年大阪・関西万博における医療救護体制の構築と運用評価
………………… 大阪市消防局（令和 7年度まで、公益社団法人 2025 年
	 日本国際博覧会協会に出向）	 太田	 真司

SY30-2（D）	 万博医療体制におけるヒト、モノ、場所、システムの最適化を探る
……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 藤見	 聡
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SY30-3（O）	 大阪・関西万博の医療救護体制における		
	 救護隊管理社員の役割について

……… 株式会社メディカル・コンシェルジュ  グランフロント大阪支社	 西野	 舜平
SY30-4（D）	 大阪・関西万博における TSAT派遣の現状と課題

…………………………… 島根大学医学部  Acute Care Surgery 講座／
	 島根大学医学部附属病院  高度外傷センター	 比良	 英司

SY30-5（D）	 GREEN× EXPO 2027 医療救護体制の構築	 	
	 —横浜の蘇生率向上の成果を世界一安全なイベントへ—

………………………… 横浜市立大学  救急医学 /高度救命救急センター	 竹内	 一郎

パネルディスカッション 39（PD39)� 15：30〜 17：00

	 「都市部と地方での救急需要の違いと対応策」
	 座長	 市立函館病院  救命救急センター	 武山	 佳洋
	 	 大阪市消防局  高度専門教育訓練センター	 山田	 武志

PD39-1（D）	 都市部における病院救急救命士による救急搬送業務への取り組み
……………………………… 医療法人医誠会医誠会国際総合病院  救急科	 有元	 秀樹

PD39-2（D）	 地方での地域唯一の救命救急センターの役割とは？	 	
	 ー受け入れ患者の検討からー

……………………………………………………………… 飯塚病院  救急科	 山田	 哲久
PD39-3（D）	 地方の救急医療を支える病院前救急診療と	 	
	 重複要請応需率向上への取り組み

………………… 公立豊岡病院  但馬救命救急センター  救急集中治療科	 永嶋	 太
PD39-4（D）	 本邦におけるドクターヘリに関する国際的エビデンスの整理：	 	
	 スコーピングレビュー

………………………………………………………大阪大学医学部附属病院	 中尾	俊一郎
PD39-5（D）	 過疎・広域分散地域における救急医療体制の再構築

……………… 秋田大学医学部附属病院  高度救命救急センター  救急科	 奧山	 学
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■第 12会場（大阪国際会議場　3F　イベントホールA）

パネルディスカッション 40（PD40)� 8：30〜 10：00

	 「消防救命士の再教育（病院実習）の工夫」
	 座長	 長野赤十字病院  救命救急センター	 岩下	 具美
	 	 戸田中央メディカルケアグループ  医療災害特別顧問	 野口	 英一

PD40-1（E）	 消防救命士再教育担当は病院救命士が担う	 	
	 〜互いを理解しあうホットライン教育〜

………………………一般財団法人脳神経疾患研究所附属総合南東北病院  
	 救急救命科／太田西ノ内病院  救命救急センター	 腹子	 歩夢

PD40-2（D）	 消防機関と医療機関をつなぐ生涯教育：		
	 救急ワークステーションと連携した病院実習

…………………………… 堺市立総合医療センター  救命救急センター／
	 堺地域メディカルコントロール協議会	 森田	 正則

PD40-3（D）	 「病院実習」を “初めて ”、“ 多職種 ”で見直す
……………………………………………………… 長浜赤十字病院  救急科	 中村	 誠昌

PD40-4（E）	 救急救命士の病院実習における臨床教育体制の拡充
……………………………………… 岡崎市消防本部  中消防署本署救急係	 佐々木	秀志

PD40-5（E）	 小児救急に特化した病院実習 	 	
	 〜オーダーメード型病院実習の可能性〜

…………………………………………………………………秦野市消防本部	 大野	 治
PD40-6（D）	 当院における消防救命士病院実習〜 3拍子で行う〜

…………………… 医療法人豊田会刈谷豊田総合病院  救命救急センター	 安藤	 雅樹
PD40-7（D）	 再教育が地域救急を動かす	 	
	 —200 名超の実習生で実現した 24時間ドクターカー体制—

………………………………… 山梨県立中央病院  高度救命救急センター	 岩瀬	 史明
PD40-8（D）	 「教えられる側」から「学び続ける専門職」へ 	 	
	 —病院実習を起点とした救急救命士継続教育の設計—

……………………………………… 済生会宇都宮病院  救急・集中治療科	 木本	 慧

ハイライトセッション 10（HS10)� 10：10〜 11：10

	 「周産期救急」
	 座長	 名古屋市立大学大学院医学研究科  麻酔科学・集中治療医学分野	 牧野	 佑斗
	 	 日本赤十字社医療センター  救命救急センター・救急科	 山下	 智幸

HS10-1（D）	 設置主体の異なる地域の中核医療機関間における	 	
	 周産期救急に係る連携体制構築について

………………………………………… 市立東大阪医療センター  産婦人科	 前中	 隆秀
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HS10-2（E）	 さっぽろ連携中枢都市圏事業による周産期救急教育の普及と	 	
	 持続可能な指導者養成体制の構築

………………………………………………北海道周生期医療救急支援の会	 澁谷	 勝之
HS10-3（D）	 産婦人科救急：		
	 40 年目に入った「大阪府産婦人科診療相互援助システム (OGCS)」	 	
	 から得られる運用のヒント

…………………………… 大阪大学  救急医学  大阪大学医学部附属病院  
	 高度救命救急センター	 織田	 順

HS10-4（D）	 大阪の周産期・母体救命医療体制（OGCS）：	 	
	 有事における既存医療体制の活用 /運用例から

……………………………………… りんくう総合医療センター  産婦人科	 古谷	毅一郎
HS10-5（D）	 重度産後出血に対するリスク評価：血小板数 10万以下が示す	 	
	 侵襲的処置の必要性と一次施設での活用可能性

……………………………………………… 大阪医科薬科大学  救急診療科	 久宗	 遼
HS10-6（E）	 千葉市内における周産期救急医療協力体制の確立と効果について

………………………………………………… 千葉市消防局  警防部救急課	 竹内	 裕一

ランチョンセミナー 12（LS12）� 12：30〜 13：30

	 座長	 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター／
	 	 大阪大学大学院医学系研究科  救急医学	 織田	 順

LS12	 繋ぎと舫（もやい）を目指した救急受診前相談の体系化の軌跡と	 	
	 DX を基盤とした近未来

	 	 社会医療法人社団正志会  救急災害医療連携・DX推進部門／
	 	 横浜市立大学大学院医学研究科  救急医学／福島県立医科大学／
	 	 東洋大学情報連携学部（INIAD）	 森村	 尚登

� 共催：NECネッツエスアイ株式会社／バーズ・ビュー株式会社

シンポジウム 31（SY31)� 13：50〜 15：20

	 「看護師の力で院内急変を防ぐ！〜看護師が活躍するRapid Response Systemの構築〜」
	 座長	 大阪急性期・総合医療センター  救急病棟	 金山	 悠
	 	 帝京大学  シミュレーション教育研究センター	 川原	千香子

SY31-1（N）	 看護師が主体的に介入していく RRS の構築を目指して
………………………… 大阪急性期・総合医療センター  ICU/CCU/SCU	 岸本	 吉登

SY31-2（N）	 RRS 要請ゼロからの再構築	 	
	 ‐呼吸回数測定への介入と看護師ラウンドの効果‐

…………………………………… 医療法人社団永生会南多摩病院  看護部	 大竹	茉祐子
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SY31-3（N）	 病棟ラウンド時に相談された RRS 非要請患者の特徴と	 	
	 急変リスク因子の検討

………………………………………… 大阪市立総合医療センター  看護部	 西峯	 育枝
SY31-4（N）	 専門・認定看護師主導による急変予防ワーキング活動が		
	 中堅看護師の急変予防実践と成長に与える影響

…………………… 地方独立行政法人りんくう総合医療センター  看護局  
	 急性期ケア推進室	 二藤	真理子

SY31-5（N）	 看護師主体の院内急変減少を目指した RRS	 	
	 〜 RRT の軌跡〜

……………………… 公益財団法人筑波メディカルセンター病院  看護部	 内田	 里実

パネルディスカッション 41（PD41)� 15：30〜 17：00

	 「RRS/ 院内心停止ー国際標準にのっとった院内急変対応への挑戦」
	 座長	 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 木口	 雄之
	 	 聖マリアンナ医科大学  救急医学	 藤谷	 茂樹

PD41-1（D）	 院内心停止に対する ILCOR10ステップの概要と意義
………………………………………… 京都府立医科大学  救急医療学教室	 松山	 匡

PD41-2（D）	 多職種による院内急変コール全例レビューは神経予後を改善し得るか
………………………………………………………… 宝塚市立病院  救急科	 桑原	 正篤

PD41-3（D）	 小児の院内心停止防止と患者安全向上のための、		
	 RRS/PEWS導入の前提となるアラーム・ビジランス向上の検討

……………………………………… 聖マリアンナ医科大学  小児科学講座	 清水	 直樹
PD41-4（N）	 標準化された記録様式を用いた当院の取り組み	 	
	 ー院内心停止の実態把握を目指してー

………………………………………………大阪急性期・総合医療センター	 金山	 悠
PD41-5（N）	 ダッシュボードを用いた Rapid Response Systemによる	 	
	 院内急変対応と質改善の取り組み

………………………………… 聖マリアンナ医科大学  診療看護師技術部	 小船	 千尋

■ミニオーラル会場①（大阪国際会議場　3F　イベントホール BCD）

ミニオーラル 70（MO70)� 8：30〜 9：30

	 「診療支援　AED　BLS 普及」
	 座長	 三井記念病院  臨床検査部	 髙橋	 貴行
	 	 久留米大学病院  高度救命救急センター	 山下	 典雄

MO70-1（E）	 自然水域で発生した院外心停止におけるAED到達状況の実態
…………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 阿部	 和
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MO70-2（E）	 解析・充電中の胸骨圧迫継続機能を有するAEDが	 	
	 胸骨圧迫中断時間に与える影響

……………………………………… 白山野々市広域消防本部  鶴来消防署	 米田	 宏希
MO70-3（E）	 A 市における院外心停止発生地点とAED配置の地理的分析

……………………………… 弘前医療福祉大学短期大学部  救急救命学科	 中川	 貴仁
MO70-4（E）	 大学構内におけるコードブルーシステム構築の取り組み　	 	
	 —AED適正配置と新入生への PUSH講習を中心に—

………………………………………… 京都橘大学大学院  健康科学研究科	 関根	 和弘
MO70-5（E）	 住宅で発生した院外心停止における居住階層とAED到達の実態

…………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 板垣	 和真
MO70-6（E）	 「まちかどAED」片道搬送による機動力が救命に寄与した心停止症例

…………………………………………………… 堺市消防局救急部  救急課	 髙田	 豪士
MO70-7（E）	 AED登録情報の不一致からみた情報管理の課題

…………………… 堺市消防局  総務部総務課／新潟医療福祉大学大学院  
	 医療福祉研究科保健学専攻救急救命学分野	 堀	 英治

MO70-8（D）	 スキー・スノーボード外傷は防げるか：		
	 JAPOW時代の山形県スキー場における外傷発生要因の検討

………………………………… 東京慈恵会医科大学  救急災害医学講座／
	 国士舘大学  防災・救急救助総合研究所	 田中	 翔大

MO70-9（N）	 海水浴場救護所における看護師の実践：		
	 医師不在環境での判断と対応の実際

…………………………………………………… 金沢医科大学病院  看護部	 藤野	 泰佑

ミニオーラル 71（MO71)� 9：35〜 10：15

	 「外傷 2　前半」
	 座長	 北里大学  医学部  救命救急医学	 大井	真里奈
	 	 島根大学医学部附属病院  高度外傷センター	 室野井	智博

MO71-1（D）	 頭蓋底骨折に伴う頸静脈孔症候群による両側声帯麻痺で		
	 気管切開を要した 1例

……………………………………………………………… 相澤病院  救急科	 杉本	 龍
MO71-2（D）	 CV ポート断裂・心腔内迷入に対し経カテーテル的回収を施行した	 	
	 多発外傷の 1例

……………………………………… 前橋赤十字病院  集中治療科・救急科	 萩尾	 文香
MO71-3（D）	 大動脈損傷を合併した胸椎脱臼骨折の整復操作を契機に		
	 難治性神経原性ショックを呈した一例

……………………………………… 済生会宇都宮病院  救急・集中治療科	 寺島	 良
MO71-4（D）	 交通外傷に起因した非骨傷性内頸動脈解離による脳梗塞の 1例

………………………………………… 昭和医科大学  救急・災害医学講座	 須郷	加奈子
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MO71-5（D）	 転落外傷による単独性眼球破裂に対し，	 	
	 複数回転院後に手術を要した 1例

………………………………… 昭和医科大学  藤が丘病院  救命救急科／
	 昭和医科大学  救急・災害医学講座	 横山	 貴久

MO71-6（D）	 縊首症例での救急隊による頸椎固定の必要性
…………………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急科	 竹川	 雅人

ミニオーラル 72（MO72)� 10：15〜 10：45

	 「外傷 2　後半」
	 座長	 弘前医療福祉大学大学院  地域健康支援学研究科	 大場	 義史
	 	 東京慈恵会医科大学附属柏病院  救命救急センター  救急部	 並木	 宏也

MO72-1（D）	 棒高跳び中の腹部外傷により	 	
	 右腎損傷（JAST Ⅲ bH2型）をきたした若年女性例

…………………………………………………………………鹿児島市立病院	 油木田	瑛介
MO72-2（D）	 大腿骨転子部骨折術後に発症した仮性動脈瘤に対する	 	
	 経カテーテル動脈塞栓術の 1例

…………………………………………… 琉球大学病院  救命救急センター	 大内	 久実
MO72-3（D）	 イカ釣り集魚灯に誘引されたカジキ跳躍による腰部穿通外傷の 1例

………………………………………… 鳥取県立中央病院  救急集中治療科	 山根	 尚真
MO72-4（E）	 加害において警察官が発砲した銃創の一例

…………………………………… 砺波地域消防組合消防本部  砺波消防署	 田辺	 裕介
MO72-5（D）	 膝窩動脈損傷を伴った低速度膝関節脱臼の一例

………………………………… 昭和医科大学医学部  救急・災害医学講座	 湯浅	 友樹

■ミニオーラル会場②（大阪国際会議場　3F　イベントホール BCD）

ミニオーラル 73（MO73)� 8：30〜 9：00

	 「救急搬送 2　前半」
	 座長	 岡山大学病院  高度救命救急センター	 小﨑	 吉訓
	 	 松戸市立総合医療センター  臨床検査科	 森本	 文雄

MO73-1（D）	 奈良医大 ERに搬送後 3日以内に死亡となった症例の後向き検討
…………………… 奈良県立医科大学  救急医学・高度救命救急センター	 福島	 英賢

MO73-2（N）	 鹿児島県離島搬送における民間救急ヘリコプター導入の質改善評価：	 	
	 大腿骨近位部骨折に対する早期手術

………………………………… 社会医療法人緑泉会  米盛病院  看護部／
	 帝京大学  大学院  公衆衛生学研究科	 山之内	千絵



日臨救急医会誌（JJSEM）2026；29：228-344 331

16
日
17
日

Ｏ
Ｄ
第
３
日
目

18
日

MO73-3（D）	 分娩関連トラブルが明らかでないスーパー母体搬送の臨床像と時間分析
…………………………………… 昭和医科大学医学部  救急災害医学講座	 永樂	 学

MO73-4（E）	 自損疑い傷病者搬送における地域連携を基盤とした	 	
	 自殺対策検討会の効果

………………………………………… 新居浜市消防本部  南消防署消防課	 徳田	 雅之
MO73-5（E）	 19 歳の女性が、食物アレルギーによるショック状態になり、	 	
	 救急隊員がエピペン投与を実施した症例

………………………………………… 箱根町消防本部  警備第１課救急係	 髙辻	福太郎

ミニオーラル 74（MO74)� 9：00〜 9：30

	 「救急搬送 2　後半」
	 座長	 社会福祉法人恩賜財団  済生会滋賀県病院  薬剤部	 梅原	せいら
	 	 八尾徳洲会総合病院  救急科	 村尾	 佳則

MO74-1（N）	 救急外来受診時から始める福祉的支援	 	
	 —救急外来と医療福祉支援センターとの連携体制構築と実践—

……………………………………… 浜松医科大学医学部附属病院  看護部	 鈴木	 陽介
MO74-2（D）	 重症在留外国人患者に対する “社会的救命 ”の実践

……………………………… 関西医科大学総合医療センター  救急医学科	 市橋	 雅斗
MO74-3（S）	 軽量救助者による胸骨圧迫の検証

…………………………… 鈴鹿医療科学大学保健衛生学部  救急救命学科	 青木	 楓
MO74-4（E）	 気管切開孔を有する傷病者の心肺停止時における気道確保の課題

……………………………………… 鳥取県東部広域行政管理組合  消防局	 田中	 太郎
MO74-5（E）	 心肺蘇生を望まない傷病者の救急要請と先行事例からの検証について

………………………………………………… 豊田市消防本部  足助消防署	 小島	 正大

ミニオーラル 75（MO75)� 9：35〜 10：15

	 「中毒 2　前半」
	 座長	 山梨大学医学部附属病院  薬剤部	 内田	 淳
	 	 りんくう総合医療センター  大阪府泉州救命救急センター  救命診療科	 大谷	 翔一

MO75-1（O）	 新規薬剤であるダリドレキサントの迅速な定性定量と	 	
	 救急・薬剤部・法医学連携

………………………………………………… 東邦大学医学部  法医学講座	 長谷川	智華
MO75-2（P）	 救急領域における希少解毒薬迅速供給体制の構築

……………………………………………………… 前橋赤十字病院  薬剤部	 髙麗	 貴史
MO75-3（D）	 内因性急死としての遺体返還後に薬物中毒死と判明した 1剖検例

……………… 旭川医科大学  法医科学講座／旭川医科大学救急医学講座	 難波	 亮
MO75-4（N）	 多職種の連携により血中濃度を追跡し得た銀杏中毒の 1例

………………………………………………… 名古屋市立大学病院  看護部	 谷下澤	隆太郎
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MO75-5（D）	 特異的な臨床症状をきたしていたシガテラ中毒の一例
…………………………………………………… 沖縄県立宮古病院  救急科	 酒井	 俊輔

MO75-6（D）	 感染症を合併した急性バルプロ酸中毒に対しメロペネムを用いた 1例
……………………………… 昭和医科大学  医学部  救急・災害医学講座	 臼井	 彩夏

ミニオーラル 76（MO76)� 10：15〜 10：45

	 「中毒 2　後半」
	 座長	 日本医科大学付属病院  高度救命救急センター	 斉藤	 徳子
	 	 大阪府済生会野江病院  薬剤科	 村瀬	 大翔

MO76-1（D）	 上気道異物による窒息・縦隔気腫の 1例
………………… 神戸市立医療センター中央市民病院  救命救急センター	 木村	 星斗

MO76-2（D）	 気管支鏡による動的気道評価が有用だった、	 	
	 洗剤誤嚥後に可逆性の気管軟化を呈した 1例

……………………………… 社会医療法人かりゆし会  ハートライフ病院	 上地	 完和
MO76-3（D）	 致死量のエチレングリコール中毒に対し血液透析単独で救命し得た 1例

…………………………………………… 海老名総合病院  救急集中治療科	 箕浦	 安祐
MO76-4（CE）	薬物中毒に対する血液浄化療法の検討

……………… 大阪急性期・総合医療センター  医療技術部  臨床工学室	 大谷	 旨輝
MO76-5（P）	 急性薬物中毒患者に対して病院間薬薬連携により対応できた一例

……………………………………… NHO高崎総合医療センター  薬剤部	 及川	 瞬

■ミニオーラル会場③（大阪国際会議場　3F　イベントホール BCD）

ミニオーラル 77（MO77)� 8：30〜 9：30

	 「診療支援　救急の ICT× VR」
	 座長	 順天堂大学医学部附属浦安病院  救急診療科	 三浦	 悠介
	 	 済生会福岡総合病院  救命救急センター	 柳瀬	 豪

MO77-1（D）	 変われない現場に寄り添うDX戦略	 	
	 —救急医療におけるAI 導入の実践と課題

……………………………………………………… 札幌徳洲会病院  救急科	 平山	 傑
MO77-2（D）	 民間病院群における医療DX停滞要因の検討（第二報）

………………………………………………………… 南町田病院  救急科／
	 社会医療法人社団正志会（ペンギングループ）  
	 救急災害医療連携・DX推進部門／
	 社会医療法人社団正志会（ペンギングループ）  本部	 大貫	 隆広
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MO77-3（E）	 消防職員を対象としたVR教材の教育的有用性に関する検討 	 	
	 —自由記載の共起ネットワーク分析—

…………………………… 日本体育大学  保健医療学部  救急医療学科／
	 日本体育大学大学院  保健医療学研究科	 原田	 諭

MO77-4（D）	 ウェアラブルデバイスを用いた救急センター看護師の	 	
	 身体的・精神的負荷の可視化

…………………………………… 昭和医科大学藤が丘病院  救命救急科／
	 昭和医科大学  医学部  救急災害医学講座	 宮本	 和幸

MO77-5（D）	 救急医療における生成AI を用いた紹介状作成とその実用性評価
……………………………… 京都大学医学部附属病院  初期診療・救急科	 井上	 京

MO77-6（D）	 大規模言語モデルは非構造化テキストデータベースから対象症例を	 	
	 どこまで正確に拾えるか：多モデル性能比較

…………………………… 聖路加国際病院／日本医科大学  救急医学教室	 中西	 初実
MO77-7（E）	 スマートウォッチを活用した救急活動の記録と管理について

…………………………………… 湖南広域消防局  中消防署  安全救急係	 中島	 和洋
MO77-8（D）	 救急搬送記録を用いたAI 鑑別診断の精度評価

……………………………… 京都大学医学部附属病院  初期診療・救急科	 篠塚	 健
MO77-9（E）	 マイナンバーカードを活用した救急業務に関する調査

…………………………………… 京都橘大学健康科学部  救急救命学科／
	 京都橘大学大学院健康科学研究科／
	 京都橘大学健康科学部救急救命学科	 三芳	 智伸

ミニオーラル 78（MO78)� 9：35〜 10：15

	 「薬剤師業務　前半」
	 座長	 国立健康危機管理研究機構  危機管理・運営局  DMAT事務局	 荒木	 朋貴
	 	 広島大学病院  薬剤部	 小澤	 智紀

MO78-1（P）	 免疫チェックポイント阻害薬使用患者の救急外来受診歴と	 	
	 その受診理由に関する実態調査

……………………………………………………… 北陸大学薬学部  薬学科	 澁谷	侑季奈
MO78-2（P）	 救急外来における急性期虚血性脳血管障害患者への	 	
	 薬剤師の関わりと有用性

………………………………………医療法人財団  康生会  武田病院  薬局	 小西	 梓
MO78-3（P）	 道北地方病院の救命救急センターで薬剤師業務拡大に向けた実態調査

……………………………………………………… 旭川赤十字病院  薬剤科	 田村	研太郎
MO78-4（P）	 救急外来における救急搬入患者の薬剤情報源に関する実態調査

……………………………………………………… 福岡徳洲会病院  薬剤部	 川前	 隆一
MO78-5（P）	 導入期における救急外来薬剤師業務の実態調査

……………………………………………………… 伊勢赤十字病院  薬剤部	 淵田	悠一郎
MO78-6（P）	 救急外来から業務応援要請があった際の		
	 薬剤師の行動に関する現状調査

…………………………………… 医療法人徳洲会大垣徳洲会病院  薬剤部	 細野	亜由美
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ミニオーラル 79（MO79)� 10：15〜 10：45

	 「薬剤師業務　後半」
	 座長	 愛知医科大学病院  薬剤部	 安川	乃里子
	 	 長崎大学病院  薬剤部	 若杉	 和美

MO79-1（P）	 救急外来における薬剤師の業務について
………………………………………………………… 新小文字病院  薬剤科	 原	 知斉

MO79-2（P）	 日本版MRC-ICUスコアを作成するための取り組み
……………………………………… 大阪公立大学医学部附属病院  薬剤部	 萬井	 美咲

MO79-3（P）	 カフェインの関与が疑われた低 K血症に対する薬剤師介入の一例
…………………………………………………… 川崎幸病院薬剤部  薬剤科	 寺林	 晃輝

MO79-4（P）	 ICU病棟での薬剤師の取り組み
…………公益社団法人  北海道勤労者医療協会  勤医協中央病院  薬剤部	 木村	 歩美

MO79-5（P）	 ニトログリセリン耐性より処方変更となった 1症例
…………………………………………………… くまもと県北病院  薬剤部	 西	 正浩

■ミニオーラル会場④（大阪国際会議場　3F　イベントホール BCD）

ミニオーラル 80（MO80)� 8：30〜 9：30

	 「副作用　有害事象報告」
	 座長	 神戸市立医療センター中央市民病院  救命救急センター	 神谷	 侑画
	 	 岐阜薬科大学  実践薬学研究推進センター	 鈴木	 景子

MO80-1（P）	 脳動脈瘤によるクモ膜下出血に対するクラゾセンタン投与中に	 	
	 喉頭浮腫を来し再挿管を要した 1症例

………………………………………… 国際医療福祉大学成田病院  薬剤部	 菅井	 一真
MO80-2（P）	 救急外来での薬剤師介入によるメトトレキサート中毒の早期発見と	 	
	 治療につながった一例

…………………………………………………… 武蔵野赤十字病院  薬剤部	 北島	 健士
MO80-3（P）	 悪性症候群に対するダントリウム投与により	 	
	 異常低血圧をきたした 1症例

………………………………………………………… 小倉記念病院  薬剤部	 安藝	 敬生
MO80-4（P）	 抗がん剤治療後の摂食不良を契機に代謝性ケトアシドーシスが疑われた	 	
	 SGLT2 阻害薬内服中担がん患者の一例

…………………………………………………………… 川崎幸病院  薬剤部	 佐藤	 優衣
MO80-5（P）	 ミダゾラムによる薬剤熱が疑われた 1例

……………………………………… JA愛知厚生連豊田厚生病院  薬剤部	 岩田	 卓也
MO80-6（P）	 術後早期に発症したジスチグミン投与中の	 	
	 コリン作動性クリーゼの 1例

…………………………………………………… 板橋中央総合病院  薬剤部	 荒木	 淳一
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MO80-7（P）	 SGLT2 阻害薬内服患者における代謝性アシドーシス症例の	 	
	 臨床的特徴と薬剤師介入の検討

…………………………… 社会医療法人財団石心会  川崎幸病院  薬剤部	 米内	 洸
MO80-8（P）	 医薬品副作用データベースを用いたアンデキサネットアルファ	 	
	 投与後の血栓性有害事象の発現時期に関する検討

………………………………………… 島根大学医学部附属病院  薬剤部／
	 島根大学医学部  Acute  Care  Surgery 講座	 中島	 瑠南

MO80-9（P）	 抗精神病薬クエチアピン内服によりノルアドレナリンに抵抗性を示し	 	
	 ショック離脱が遷延したUrosepsis の一例

……………………………………………… 鶴岡市立荘内病院  診療部薬局	 渡部	 秀

ミニオーラル 81（MO81)� 9：35〜 10：15

	 「研究　前半」
	 座長	 順天堂大学浦安病院  高度救命救急センター  救急診療科	 石原	 唯史
	 	 飯塚市立病院救急科	 国武	 和也

MO81-1（E）	 東京都における電動キックボード関連傷害と	 	
	 自転車・オートバイ傷害の比較研究

……………………………………………… 東京消防庁  救急部救急管理課	 浅井	 洋二
MO81-2（D）	 機械学習を用いた非侵襲的陽圧換気療法の失敗予測モデルの構築

……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 村尾	 修平
MO81-3（E）	 地理空間における傷病者の発生傾向の分析　	 	
	 - 熊本市の救急搬送記録を用いた空間的自己相関の分析 -

…………… 熊本市消防局  西消防署／国士舘大学大学院救急システム科	 榎	 健斗
MO81-4（E）	 ラリンゲルチューブサクション（LTS-D）挿入時の咽頭後壁における	 	
	 圧負荷の定量評価 

…………………………………… 京都橘大学  健康科学部  救急救命学科	 野口	佐弥香
MO81-5（E）	 プレホスピタルケアにおける敗血症スコアの考案

………………………………… 松江市消防本部  北消防署消防課救急 1係	 飯島	 知央
MO81-6（E）	 脳卒中 S選定の有効性と課題の調査について

……………………………………………………… 東京消防庁  救急管理課	 紺野	 岳之

ミニオーラル 82（MO82)� 10：15〜 10：45

	 「研究　後半」
	 座長	 順天堂大学浦安病院  高度救命救急センター  救急診療科	 石原	 唯史
	 	 聖路加国際病院  救急科・救命救急センター	 遠矢	 希

MO82-1（E）	 ST 上昇型心筋梗塞の心筋虚血時間短縮に向け救急隊にできること	 	
	 〜飛騨地域における単一施設での検討から〜

……………………………………………………… 高山市消防本部  警防課	 岡田	 竜熙
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MO82-2（E）	 救急隊員における勤務時間帯別ストレス反応の差異	 	
	 —唾液アミラーゼ活性による客観的評価—

…………………………… 鈴鹿医療科学大学保健衛生学部  救急救命学科	 坂口	 英児
MO82-3（E）	 早期のブドウ糖投与と意識レベル改善の関連

…………………………………………………… 湖南広域消防局  中消防署	 橋本	 優亮
MO82-4（E）	 二次救急搬送における救急車利用の患者視点の実態

……………………………………………… 名古屋記念病院  救急救命士科	 杉浦	 宏亮
MO82-5（CE）	大阪府中河内地区の地域支援病院における腎不全患者の救急搬送

…………………………………………… 八尾徳洲会総合病院  臨床工学科	 尾﨑	 大輝

■ミニオーラル会場⑤（大阪国際会議場　3F　イベントホール BCD）

ミニオーラル 83（MO83)� 8：30〜 9：30

	 「診療支援　院内救命士　消防救命士」
	 座長	 新潟医療福祉大学  医療技術学部  救急救命学科	 大松	健太郎
	 	 京都九条病院  高度救急集中治療センター	 福田	 龍将

MO83-1（N）	 医療機関に所属する救急救命士の再教育の現状について
…………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 髙橋	 葉子

MO83-2（E）	 医療の流れをつなぐ救急救命士を育てる多職種連携教育
…………… 帝京大学医療技術学部  スポーツ医療学科救急救命士コース	 菊川	 忠臣

MO83-3（E）	 病院勤務の救急救命士による薬物療法支援に関する実態調査
…………………………………… 京都橘大学  健康科学部  救急救命学科	 齋藤	 汐海

MO83-4（N）	 離島病院における救急救命士活用の可能性
…………………………………………………… 沖縄県立宮古病院  救急科	 喜納	 誠

MO83-5（E）	 院内救急救命士によるカルテ記入が検査開始時間、	 	
	 医師の業務に与える影響の評価

………………………………………………… 淀川キリスト教病院  救急科	 女川	 陽生
MO83-6（E）	 傷病者搬送方法別の救急隊員の身体負担の比較検討	 	
	 —救急活動時の傷病者搬送の現状全国アンケート調査から—

………………………………… 広島国際大学保健医療学部  救急救命学科	 江川	 健太
MO83-7（E）	 傷病者の移乗・搬送における従来法とNo Lift 法の比較

………………………………… 広島国際大学保健医療学部  救急救命学科	 江川	 健太
MO83-8（D）	 Medical Control 直導入による救急医業務のタスクシェア効果の検討

………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 蛯原	 健
MO83-9（E）	 日勤救急隊の増隊が救急現場到着時間の短縮と	 	
	 救急ワークステーションに与える影響

………………………………………………………… 松山市消防局  救急課	 中村	 太一
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ミニオーラル 84（MO84)� 9：35〜 10：15

	 「薬剤師 その他　前半」
	 座長	 関西医科大学総合医療センター  救急医学科	 金山	 周史
	 	 済生会熊本病院  薬剤部	 森	 祐也

MO84-1（P）	 精神科病院における IT-BCP 発動時の	 	
	 外来診療継続に向けた薬歴参照方法と薬剤師業務の検証

………………………… 大阪府立病院機構  大阪精神医療センター  薬局	 藤江	 直輝
MO84-2（P）	 大規模医療連携訓練より見えた課題	 	
	 〜被災した側の立場から災害薬事について考える〜

…………………………………………………… 武蔵野赤十字病院  薬剤部	 松木	 美幸
MO84-3（P）	 救急医療領域の薬剤師教育と習得度に関するアンケート調査

……………………………………………………… 福岡徳洲会病院  薬剤部	 矢野	 洋平
MO84-4（P）	 薬剤部内災害訓練の実施とその教育的効果の検討

………………………………………………… 済生会福岡総合病院  薬剤部	 黒岩	信太郎
MO84-5（P）	 薬剤師による血清ナトリウム補正速度のモニタリングが		
	 浸透圧性脱髄症候群の回避に寄与した一例

……………………………… 医療法人徳洲会  東京西徳洲会病院  薬剤部	 川田	 裕己
MO84-6（P）	 当院におけるアンデキサネットアルファの使用調査および	 	
	 救命救急センター担当薬剤師による介入効果の検証

…………………………………………… 帝京大学医学部附属病院  薬剤部	 桑原	 達朗

ミニオーラル 85（MO85)� 10：15〜 10：55

	 「薬剤師 その他　後半」
	 座長	 広島大学病院  薬剤部	 檜山	 洋子
	 	 堺市立総合医療センター  薬剤科	 藤本	 和也

MO85-1（P）	 急性期病棟多職種ラウンドにおける薬剤師の役割
……………………………………………………… 徳島赤十字病院  薬剤部	 宮守	 佑次

MO85-2（P）	 複数アレルギーのある敗血症性ショックに対して	 	
	 薬剤師と管理栄養士が協働した１症例

………………………………………………………… 福山市民病院  薬剤科	 前原	 健司
MO85-3（P）	 薬剤師主導による	 	
	 集中治療室患者の排便管理プロトコル導入とその評価

………………………………… 医療法人徳洲会  中部徳洲会病院  薬剤部	 下村	 周嗣
MO85-4（P）	 救急外来における内服抗菌薬処方の現状評価からの薬剤師による	 	
	 抗菌薬適正使用支援の課題探索

…………………………地方独立行政法人  長野市民病院  薬剤部  薬剤科	 金子	 泰也
MO85-5（P）	 高度治療ケアユニットにおけるAST専従薬剤師の介入実態調査

………………………………………… 東京都立多摩南部地域病院  薬剤科	 島谷	 佳見
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MO85-6（P）	 当院におけるファビピラビル処方時の課題と運用について
…………………………………… 順天堂大学医学部附属静岡病院  薬剤科	 垣沼	 智之

ミニオーラル 86（MO86)� 13：50〜 14：50

	 「新しい技術　診療支援」
	 座長	 香川県立中央病院  救急科	 佐々木	和浩
	 	 京都大学大学院医学研究科  初期診療・救急医学	 柚木	 知之

MO86-1（D）	 埼玉県が始めた「夜間小児初期救急受入体制整備事業」に参加して
………………………………………………… 川越救急クリニック  救急科	 上原	 淳

MO86-2（E）	 救急現場における生成AI を活用して作成した	 	
	 消耗品在庫管理システムの導入と導入後アンケート調査報告

……………………………………………………… 生駒市消防本部  消防署	 渡部	 創
MO86-3	 演題取り下げ

MO86-4（E）	 生成 AI を活用した救急シミュレーション教育支援システムの構築
………………………………………… 足利市消防本部  中央消防署西分署	 神谷	 一樹

MO86-5（HS）	当院歯科口腔外科に搬送された顔面外傷患者の症例からみる	 	
	 歯科救急医療の現状と課題

………………………………………… 川越救急クリニック  歯科口腔外科	 醍醐	 一也
MO86-6（D）	 小児熱性けいれんにおける補助換気必要性の関連因子の検討

…………………………………………………… 昭和医科大学  救命救急科	 島田	 拓哉
MO86-7（D）	 心電図異常が見落とされた急性心筋梗塞の 1例を経験して

……………………………… 昭和医科大学横浜市北部病院  救急センター	 加藤	 晶人
MO86-8（N）	 救急搬送中における呼吸困難傷病者に対する補助換気の有効性の検討

…………… 帝京大学医療技術学部  スポーツ医療学科救急救命士コース	 酒本	 瑞姫
MO86-9（D）	 救急病棟における水道蛇口フィルター導入前後の環境培養評価

……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 中堀	 泰賢

ミニオーラル 87（MO87)� 14：55〜 15：55

	 「ハイブリッド ER　タスクシェア」
	 座長	 埼玉医科大学国際医療センター  救命救急センター  救急医学科	 加地	 正人
	 	 東京都立広尾病院  救命救急センター／ゆみのハートクリニック	 橋	 朋絵

MO87-1（R）	 Hybrid ER 治療に向けた時間短縮の試み〜 Time is Life 〜
………………… 自治医科大学附属さいたま医療センター  中央放射線部	 島田	 和樹

MO87-2（R）	 Hybrid ER における急性期脳梗塞に対する	 	
	 血栓回収術の頭部固定方法の評価

………………… 自治医科大学附属さいたま医療センター  中央放射線部	 田辺	 利彰
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MO87-3（R）	 Hybrid-ER における	 	
	 スカウトレスCT頭部画像の再構成条件に関する検討

…………………………… 医療法人徳洲会  札幌東徳洲会病院  放射線科	 舟橋	 慶将
MO87-4（R）	 当院の外傷におけるバックボードの有無が	 	
	 胸部・骨盤ポータブル撮影の線量指標に与える影響

…………………………………… 東海大学医学部付属病院  放射線技術科	 會田	 直史
MO87-5（R）	 血管撮影室での緊急検査を支えるタスクシフトの効果

………………………………………… 岐阜県立多治見病院  中央放射線部	 鈴木	 康介
MO87-6（R）	 診療放射線技師の救急外来常駐が	 	
	 救急MRI 検査の TAT(Turn Around Time) へ及ぼす影響

……………………… 医療法人豊田会  刈谷豊田総合病院  放射線技術科	 和田	 悠平
MO87-7（E）	 ケアミックス病院における救急外来のタスクシフト・タスクシェア

……………………………………… JA静岡厚生連静岡厚生病院  救急科	 宮浦	 直美
MO87-8（E）	 中山間地域における病院救命士の在宅急変対応と	 	
	 ＡＣＰ反映の検討　在宅医療を担う慢性期多機能病院の実践

……………………………………… 社会医療法人仁寿会加藤病院  診療科	 小田原	愛奈
MO87-9（N）	 低リン血症に対する当院救命救急科診療看護師（ＮＰ）の取り組み

…………………………………………………… 関西労災病院  救命救急科	 伏見	 聖子

■ミニオーラル会場⑥（大阪国際会議場　3F　イベントホール BCD）

ミニオーラル 88（MO88)� 8：30〜 9：30

	 「診療支援　その他」
	 座長	 京都九条病院  救急科	 松井	 晃大
	 	 泉大津急性期メディカルセンター  集中治療センター	 山本	 啓雅

MO88-1（E）	 Wi-Fi センシング見守りシステムと民間救急救命士の連携による		
	 地域見守りモデルの実証研究

………………………………………… フィルタス株式会社  営業企画本部	 三輪	 琴未
MO88-2（N）	 一部セル方式看護導入による業務改善の実感と医療の質への影響

…………………………………… 社会医療法人緑泉会  米盛病院  看護部	 本松	 風夏
MO88-3（D）	 軽度低体温を主訴に搬送された急性心筋梗塞の 1例

……………………………… 昭和医科大学  医学部  救急・災害医学講座	 下崎	 優花
MO88-4（R）	 救急 CT検査の迅速化に向けた工程別所要時間の解析

………………………………………………… 藤田医科大学病院  放射線部	 富村	 武司
MO88-5（R）	 経橈骨動脈脳血管内治療	 	
	 （Trans Radial Neuro intervention：TRN ）における環境構築の工夫

……………………………… 医療法人徳洲会  大垣徳洲会病院  放射線科	 西田	 宗生
MO88-6（S）	 口頭指導文言と病院外心停止傷病者の呼吸判断精度の関連	 	
	 −拡張現実を用いたシミュレーション研究

……………………………………… 中央大学理工学部  人間総合理工学科	 永野	 江里
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MO88-7（R）	 消化管出血疑いの患者に対し事前に情報収集をしていたら	 	
	 適切な画像検査を行えていた可能性があった一例

…………………………………… 横浜市立みなと赤十字病院  放射線科部	 大井	 基弘
MO88-8（E）	 二次医療機関での当院における院内救急救命士の活動報告と展望

………………………………………………………… 済生会泉尾病院  外来	 中条	 誠
MO88-9（E）	 埼玉県東部地域メディカルコントロール協議会　	 	
	 指令係員による口頭指導講習会の現状と課題

…………………………………………………… 三郷市消防本部  消防１課	 小川	 晃一

ミニオーラル 89（MO89)� 9：35〜 10：35

	 「診療支援　多職種」
	 座長	 ベルランド総合病院  急病救急部	 福田	 隆人
	 	 島根県立中央病院  救命救急科	 山森	 祐治

MO89-1（D）	 救急車頻回要請事案に多組織多職種連携が奏功した一例
…………………………………………………………………勤医協中央病院	 秋山	 美玲

MO89-2（R）	 機械的血栓回収療法における院内プロトコル導入による効果の検証
……………………………… 市立釧路総合病院  医療技術部放射線技術科	 加城	 雄平

MO89-3（N）	 急性期脳卒中患者対応のCode化	 	
	 〜 Door to CT 時間を短縮できたCode ELVO導入の成果〜

………………… 医療法人徳洲会  湘南鎌倉総合病院  救命救急センター	 田之口	 剛
MO89-4（D）	 ミッドラインカテーテル留置により、	 	
	 早期退院とかかりつけ外来治療で治療を完遂した感染性嚢胞治療の 1例

………………………………………………… 加古川中央市民病院  救急科	 角谷	 香保
MO89-5（P）	 ICU看護師を対象とした薬剤師記録の可視化に関するアンケート調査

……………… 独立行政法人労働者健康安全機構  熊本労災病院  薬剤部	 武宮	 陽道
MO89-6（N）	 診療看護師 (NP) 主導の多職種CCOTラウンドの構築 	 	
	 ー異常の早期発見と機能予後を見据えた介入の試みー

……………社会医療法人  緑泉会  米盛病院  診療特定行為看護師管理課	 王子野	 豊
MO89-7（O）	 多職種と連携 , 協働して , 気管切開の閉鎖に至った	 	
	 有機リン中毒の 1例

…………………………………………… 国際医療福祉大学成田病院  救急	 三浦	真由子
MO89-8（E）	 救助現場で医師が使用する薬剤特性を理解し、	 	
	 適切な救助活動に繋げるために〜薬剤勉強会の開催を通して〜

………………………… 鳥取県西部広域行政管理組合消防局  米子消防署	 河本	健太郎
MO89-9（TH）	電撃傷に対するチーム医療の介入例

……………………………………………………… 徳島赤十字病院  精神科	 高芝	 朋子
MO89-10（MT）	認定救急検査技師としての経験を災害医療研修に活かす		
	 初期診療以外で救急医療と関わる検査技師の可能性

…………………………………… 昭和医科大学江東豊洲病院  臨床検査室	 平山	 淑子
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ミニオーラル 90（MO90)� 13：50〜 14：50

	 「診療支援　CPR　BLS」
	 座長	 市立伊丹病院  救急科	 西村	 勇輝
	 	 みさと健和病院  救急総合内科	 山田	浩二郎

MO90-1（E）	 日本版ハイパフォーマンスCPRアドバンスコース開発とその課題
…………………………… 明治国際医療大学保健医療学部  救急救命学科	 原	 貴大

MO90-2（S）	 大学生主導の救命講習がもたらす受講者の意識変化とその課題
……………………………………… 京都橘大学健康科学部  救急救命学科	 三村	 優斗

MO90-3（E）	 BLS 講習が与える心理的変化と受講者特性の関係性
…………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 針谷	 拓

MO90-4（E）	 市民 BLS 講習拡大と市民CPR実施率の推移に関する地域時系列比較
………………………………………… 尼崎市消防局  救急課需要対策担当	 村山	 佑樹

MO90-5（N）	 5 歳児の BLS 体験が保護者の実施意欲に与える影響 	 	
	 —親子参加型講習会による相乗効果の検討—

…………………………………………………………… 埼玉大学  教育学部	 関	 由起子
MO90-6（E）	 救命講習等受講者アンケートからみた受講者の実態と課題

……………………………………………………… 岡山市消防局  北消防署	 藤澤	 紀典
MO90-7（S）	 応急手当普及員資格を持つ大学生が地域で行う救命講習の取り組みと成果

……………………………………… 京都橘大学健康科学部  救急救命学科	 鈴木	 啓太
MO90-8（S）	 非医療従事者レスポンダーとは何か 	 	
	 —法的責任の有無によるバイスタンダーとの棲み分け—

………………………………… 神戸学院大学現代社会学部  社会防災学科	 大川	 昂征
MO90-9（D）	 胸骨圧迫に合併した心タンポナーデの一例

………………………… 大阪公立大学医学部附属病院  救命救急センター	 本庄	 竜士

ミニオーラル 91（MO91)� 14：55〜 15：40

	 「心肺停止　その他」
	 座長	 前橋赤十字病院  高度救命救急センター  集中治療科・救急科	 萩原	 裕也
	 	 鳥取県立中央病院  救急集中治療科	 和田	 大和

MO91-1（E）	 院外心停止した成人左冠動脈肺動脈起始症の蘇生例とその長期予後
……………………………………… 岸和田市消防本部  消防署  春木分署	 一ノ瀬	佳彦

MO91-2（D）	 心停止後症候群患者の体温維持療法後の体温変動の特徴
……………………………………… 八戸市立市民病院  救命救急センター	 貫和	 亮太

MO91-3（D）	 心肺停止傷病者におけるDNARの現状調査：前向き観察研究
……………………………………… 筑波大学附属病院  救急・集中治療科	 坂本	 彩香

MO91-4（D）	 院内心停止に伴う転倒により脊髄損傷をきたした一例
……………………………… 昭和医科大学  医学部  救急・災害医学講座	 木本	 志帆

MO91-5（D）	 蘇生に失敗したCPA症例も病棟で死亡確認する試み
……………………………………………………… 岡山赤十字病院  救急科	 有嶋	 拓郎
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MO91-6（D）	 北海道における施設外分娩リスク分析に基づく	 	
	 病院前周産期救急教育の実践

…………………………………………………… 北海道大学病院  産婦人科	 齊藤	 良玄
MO91-7（N）	 配偶者 ( 看護師 ) による家庭支援が	 	
	 女性医師のキャリア継続と救急リソース確保に与える影響

…………………………………………………… 金沢医科大学病院  看護部	 藤野	 泰佑
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■オンデマンド

専門医共通講習 1（BC1)：感染対策

	 座長	 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 守谷	 俊

BC1（D）	 病院での多剤耐性菌感染の集団発生を防ぐための標準予防策強化対策
	 	 大阪急性期・総合医療センター  感染制御室
	 	 （兼  総合内科・感染症科）	 大場	雄一郎

専門医共通講習 2（BC2)：医療倫理

	 座長	 社会医療法人社団正志会救急災害医療連携・DX推進部門	 森村	 尚登

BC2（N）	 医療倫理〜多様な価値へのチームによる対応〜
	 	 公益社団法人日本看護協会	 淺香	えみ子

専門医共通講習 3（BC3)：医療安全

	 座長	 一般財団法人救急振興財団救急救命東京研修所	 田邉	 晴山

BC3（D）	 医療安全の歴史は 1999年から始まった	 	
	 〜救急医療における患者安全：歴史から学び，チームで守る〜

	 	 大阪医科薬科大学病院  医療安全推進室	 新田	 雅彦

専門医共通講習 4（BC4)：医療制度と法律

	 座長	 社会医療法人生長会泉州地区救急・集中治療統括センター	 溝端	 康光

BC4（O）	 離婚後の共同親権導入による小児救急医療現場への影響
	 	 桃山学院大学  法学部	 永水	 裕子
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救急科領域講習 1（COL1)：中毒

	 座長	 兵庫県災害医療センター	 石原	 諭

COL1（D）	 Health Security と中毒：国内外の情勢と化学物質の動向
	 	 国立病院機構大阪医療センター  救命救急センター	 大西	 光雄

救急科領域講習 2（COL2)：外傷

	 座長	 東京女子医科大学附属足立医療センター  救急医療科	 庄古	 知久

COL2（D）	 重症外傷診療におけるチームワーク　- 理論的背景から実践まで -
	 	 地方独立行政法人りんくう総合医療センター  
	 	 大阪府泉州救命救急センター	 中尾	 彰太

救急科領域講習 3（COL3)：敗血症

	 座長	 順天堂大学医学部附属練馬病院  救急・集中治療科	 杉田	 学

COL3（D）	 日本版敗血症診療ガイドラインの現在地と将来展望
	 	 大阪医科薬科大学  救急医学	 山川	 一馬

救急科領域講習 4（COL4)：災害

	 座長	 社会医療法人緑泉会米盛病院  救命救急センター	 冨岡	 譲二

COL4（D）	 災害対応に必要なCSCA確立の本質
	 	 国立健康危機管理研究機構ＤＭＡＴ事務局	 松田	 宏樹

救急科領域講習 5（COL5)：熱傷

	 座長	 日本医科大学武蔵小杉病院  救命救急センター	 井上	 潤一

COL5（D）	 熱傷診療のNEW・ABC
	 	 筑波大学医学医療系  救急・集中治療医学	 井上	 貴昭


